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　　　　ＰＲＯＬＯＧＵＥ







　手紙の文面は、なんの愛あい想そもないものだった。

　臨時採用講師として、ある高校に来てくれないか、という内容がワープロ打ちされている。

　便せんも、紙は上等だけど、デザイン的にはなんの変へん哲てつもない白いもの。

　だけど、その手紙には、微かすかに、花の香かおりが染しみついていた。　>>>♥

　まるで……花の咲さき誇ほこるバラ園で書かれたかのような。

　重い花びらを持つ深しん紅くの花じゃなく……薄うすいピーチ色のバラ。しかもまだ蕾つぼみをイメージさせる、軽い、しかしどこか切なくなるような……。

　それは本当に微かで、僕の気のせいだったかもしれない。

　でも、僕の脳のう裏りには、その時なにか不思議な感覚がよぎったんだ。

　それは、甘く、危あやうい、予感のようなもの。

　……この手紙に、「イエス」という返事を書いたとしたら、僕の人生は変わってしまうかもしれない。













　　　　ＳＵＺＵＮＥ　１







「……今日から一ヶ月間、ここが僕の職場になるんだ……」

　僕は、呟つぶやいた。

「……ちゃんとした教師になるためにも、がんばらなくちゃ！」

　僕は、一番いいスーツに身を包み、開いたばかりの早朝の校門の前に立っていた。

「……ここでの臨時採用がうまくいけば、来年の採用に有利になること間ま違ちがいなしだし！」

　就職難は教育の世界でも同じで。教員免めん許きよはあるけれど、なかなか勤めるべき学校が見つからなかった。

　就職浪ろう人にんが確定して三ヶ月後。この学校での臨時採用講師の話が、僕に回ってきたんだ。

　煉れん瓦がでできた立派な校門。前庭には芝しば生ふが青々と広がり、アスファルトの道路が校舎の正面までまっすぐに続いている。その両りよう脇わきには、煉瓦敷じきの歩道。葉を茂しげらせたポプラの木が、初夏の風に揺ゆれ、涼すずしげな濃こい影かげを落としている。

　歩道の右手の方には、煉瓦造りの大きな講堂。

　その隣となりには、国内の学校の中でも有数の蔵書を誇るという、石造りの立派な図書館。

　後ろ側にある体育館は、外見は古そうな石造りだけど、内部の設備は最新らしい。

　その向こうには、英国のキューガーデンを思わせるような、優ゆう雅がなデザインの施ほどこされたガラス張りの温室。まるで本当の植物園のように、大きな木が茂っている影が見える。

　そして正面にそびえ立つ本校舎は、ヨーロッパの建物を思わせるような古めかしい煉瓦造り。石造りの大階段、古びた煉瓦の壁と白の窓まど枠わく。壁かべに伝うアイビー。

　威い風ふう堂どう々どうとした建物は、由ゆい緒しよ正しい学校の歴史を物語っているようだ。

　これが、今日から一ヶ月間、僕の職場になる私立伯はく鳳ほう学園高校。

　お金持ちの子息が集まるのでも有名だけど、それだけじゃなくて、ここは県内でもトップクラスの偏へん差さ値ちを誇る進学校。

　全国模試でも上位を独どく占せんするほどの優ゆう秀しゆうさで、教育界にもその名が知れわたっている。

　ここには寮りようもあって、ほとんどの生徒はここの寮に入ってるらしい。

　教師用の職しよく員いん寮りようもあって、希望すればタダでそこに住むことができる。

　都内に住んでる僕が、静岡県のここまで通えるわけがない。

　荷物は前日宅配便で送ったから鞄かばんは小さいけど……僕も今日から一ヶ月間、この山奥にこもることになるんだよね。

　寮は、校舎の裏側、広い敷しき地ちのはるか向こう側にある。

　だから、建物の上の方の部分しか見えないけど、三階建ての古い石造り、まるでパリのアパルトマンを思わせるような洒落しやれた建物だ。

　寮、といってもこの超ちようお金持ち私立高校では、『六畳じよう一間にベッドと机』なんていう慎つつましいモノじゃないらしい。寝しん室しつと勉強部屋が別の、高級ホテルのスウィート並みのリッチな個室に住めるって聞いた。だから、この一ヶ月間が、ちょっと楽しみなんだよね。

　ここの学生は、日本を動かす大だい財ざい閥ばつのお坊ぼつちゃんとか、でなかったら世界中の有名な大学に散っていく子とか、卒業名めい簿ぼを華はなやかに彩いろどる面々ばかりが揃そろっているらしい。

「……僕みたいな庶しよ民みんとは、住む世界が違ちがうんだなあ、きっと」

　僕は羨せん望ぼうの混じったため息をつく。

　就職したら、僕も、伯父おじさんと伯母おばさんの家を出て、一人暮らしをしなきゃと思ってる。

　だから、せめてお金を貯ためないと。敷しき金きんと礼金と、数ヶ月分の家賃くらいは……、

　思ってから、今度は少し重い気持ちでため息をつく。

　……でも……彼らが一人暮らしを許してくれるかどうかが、まずは問題だけどね……。

「ま、来年の就職のためにも、がんばって仕事しなきゃね！」

　気合いを入れ、まだ誰だれもいない学校の前庭に入る。

　ここは男子校だから、女子高生とアブナイ関係になって辞職、なんて心配もない（まあ、僕がそんなにモテるはずはないんだけど）。お金持ちのお坊ちゃん、しかも勉強一筋タイプばっかりなら、きっとおっとりしていて、僕みたいな臨時採用講師の言うこともよく聞いてくれるだろう。

　……早く、僕の生徒たちに会いたいな。

　僕は思いながら、煉瓦敷きの歩道を歩く。

　……楽しい一ヶ月間になるといいな。

　後ろから低いエンジン音が聞こえる。歩いていた僕の脇わきを、真っ赤な車が走り抜ぬけた。

　シックな風景に似合わないその鮮あざやかな色しき彩さいに、僕は思わず目を見開く。

　それは、雑誌でしか見たことのないような、車高の低い、派手なレーシングタイプの車。

　いくらお金持ちの子息が多いとはいえ……こんな山の上にある学校に、その車は全然似合わない。

　それは確か数千万円はする、超・高級車だったような気がする。

　生徒に車での通学が許されているわけないし、外部の人間は用事もなくこんな山奥に入ってこないだろうし保護者の面会日は日曜だって聞いたし……もしかしてあれって……ここの先生？

　……しかし……いくらお金持ち学校で、教師もお金持ち揃ぞろいだとはいえ……、

　僕は、ため息をつきながら思う。

　……真っ赤なレーシングタイプの外車で学校へ、なんて教師はいないかな……？

　通り過ぎたと思ったその車が、いきなり派手なブレーキ音をたて、車体を斜ななめにして停とまる。

　僕は驚おどろいて、思わずその場に立ち止まってしまう。

　……やっぱり学校関係者じゃなくて、道に迷ってここに入ってきちゃった一いつ般ぱんの人？

　車のドアが、いきなり開く。

　そこから降りてきたのは、背の高い男。ヴェルサーチっぽい濃いグレイのスーツに、派手なネクタイ。ネクタイとお揃いのポケットチーフが胸ポケットから覗のぞいている。

　彫ほりの深いハンサムな顔、格好良くまとめたちょっと長めの髪かみ。

　教師、というよりは、今から撮さつ影えいに行く男性グラビアモデル、というのがぴったり。

　彼は車のドアを勢いよく閉め、僕の方にまっすぐに歩いてくる。

　……あ、やっぱり、道を間ま違ちがえちゃったんだ……。

　僕は、その場に呆ぼう然ぜんと立って彼を見つめたままで思う。

　……僕に道を尋たずねに来るのかな？　でも、僕、この辺りのことは全然知らないし……、

　彼はまっすぐに歩いてきて、僕を見下ろすと、

「もしかして、あなたは、臨時採用の先生？」

　男っぽい声で、いきなり言う。僕は、面めん食くらって、

「……は、はい……そうですが……」

　……僕のことを知ってるってことは、彼はやっぱりこの学校の先生？

　彼の妙みように真ま面じ目めな顔に、僕は少し怯おびえて後ずさる。

　……なんだろう？　僕、なんか怒おこられるようなまずいこと、しちゃった……？

「音楽の真ま宮みや涼すず音ね先生？　産休の野の中なか先生のかわりに、今日から一ヶ月間、ここに来た？」

「……えっ、は、はい！　そ、そうです！　よろしくお願いします……！」

　僕が言うと、彼の顔にいきなりものすごく嬉うれしそうな笑えみが浮うかぶ。面食らった僕に、

「いやー、音楽の先生で、その名前だろう？　女性だと思ってあまり期待していなかったんだよねえ！」

　彼は、僕の足先から頭のてっペんまでじっくり眺ながめるようにして、

「男性で、こぉーんなすごい美人だったのか。これは嬉しい誤算だなあ」

「……え……？」

「俺は、吉よし村むら徹とおる。この学校の生物教師。よろしくね、真宮先生」

　言って勝手に僕の手を持ち上げ、きゅっと握にぎる。手を離はなしてくれないまま僕を見つめ、

「というわけで。さっそくあなたの歓かん迎げい会かいをしなくてはね。今夜、空いてますか？」

「……え、歓迎会ですか？　それは嬉しいですが、僕……」

「海まで下りれば、俺のクルーザーがあるんです。今夜、二人きりでシャンパンでも開けませんか？」

　……クルーザー？　二人きり？　シャンパン……？

「まあ、公式な歓迎会ではなく、プライベートな……デートのお誘さそいかな？」

「……デート……？」

「そう。そしてもしよければ、そのまま朝までベッドで一いつ緒しよに過ごしましょう」

　彼は、そのハンサムな顔に、女性ならゾクゾクしそうなセクシーな笑いを浮かべ、

「これは、運命でしょうか。さっきあなたを初めて見た時から……」

　僕は、彼がうっとりと言い募つのるのにかまわず、彼の手の中から自分の手を引き抜く。

　それから、何も言わずに彼に背を向け、歩き出す。

「あっ、ちょっと！　真宮先生！」

　僕は、振ふり返り、

「公式な歓迎会なら喜んで行かせていただきますが、そういうふざけたお誘いは、一いつ切さいお断りさせていただきます。冗じよう談だんでも不ふ愉ゆ快かいです。僕たちは教師じゃありませんか。生徒の鑑かがみとなるべく、不純な言動は慎つつしむべきだと思います」

　言うと、彼は度ど肝ぎもを抜かれたように目を丸くして、

「うそ！　今時そんなことを言う人がいたなんて！　俺は冗談で言ったのではなく、本気で誘ってるんですけど！　先生、不純同性交遊の経験……ないんですか？」

「あ……あるわけがないでしょう！」

「いや、ご同類はたいていわかるんです。おかしいなあ～。……どう見ても男好みのタイプだし、今まで誰とも経験なし、っていうのは……あ、女の子とは？」

　あまりにもさりげない声で言われて、僕は思わず、

「結けつ婚こんを前提にしたおつきあい以外で、女性に手は出しません！　まだそういう存在の女性と巡めぐり会っていませんし、ですから当然、女性とそのような経験は……！」

　叫さけんでしまってから、かああっと赤くなる。彼はにやりと笑って、

「じゃ、前はチェリーボーイで、後ろはヴァージンってこと？　俺、ものすごくラッキー……！」

　僕は、彼に背を向け、ズンズンと早足で歩きだす。後ろで彼が僕の名前を呼んでいるのが聞こえたけど、もう振り向かずに歩き続ける。

　……まったくうっ！　なんなんだあの男っ……！

　木々の間の小道に入り、彼が追いかけてこないのを確かめてから、僕は歩をゆるめる。

　彼が言った、同類は解わかる、って言葉を思いだすと、ズキン、と胸が痛む。

　……僕は、ゲイじゃない……！

　……女の子が好きな、普ふ通つうの男のはず……！

　僕は、三ヶ月前の、あの夜のことを思い出す。

　……だけど……本当は、一度だけ……僕は男とセックスした経験があるんだよね……。













　　　　ＴＡＫＡＹＵＫＩ　１







「篁たかむら会長、どうしたんですか？　そんなに一いつ生しよう懸けん命めい、窓の外ばかり見て」

　後ろから聞こえた声に、俺はゆっくり振り向いた。

　そこに立っていたのは、小お山さ内ない智とも彦ひこ。この学園の生徒会の副会長として、俺のサポートをしてくれている。

　俺と同じ歳の十八歳、この伯鳳学園の三年生だ。

「あ、もしかして……そうか！」

　彼は、綺き麗れいな顔に楽しそうな笑いを浮かべて、

「臨時採用の先生が来るのって……今日からですね！」

　俺は、答えずに肩かたをすくめて、また窓の外に目をやる。

　窓の外、眼下には、校門まで一直線に続く並木道。

　俺は、早朝に起き、寮りようの部屋からまっすぐに見晴らしのいい、この生徒会室に来て……ずっと窓の外を見ながら待っている。

「……あ……」

　俺は小さく呟つぶやく。学校への山道を、バスが上ってくるのが見えたからだ。

　この学校にいる通いの生徒の数は、あまり多くない。

　駅からバスで三十分。電車もバスも少ないので一本逃のがすと完全に遅ち刻こく。

　学内に設備の整った寮が完備されていることを考えると……近きん郊こうの生徒も寮に入りたがるのもうなずける。教師も職しよく員いん寮りように入るケースが多い。でなければ市街にマンションを持ち、自分の車でここまで通う。

　だから、毎朝、バスの乗客などほとんどおらず……、

　バスが、校門前のバス停に停とまる。ほんの少しの間だけ停まり、すぐに発車する。

　バスが通り過ぎた後、そこにいた人間は、案の定、たった一人。

　ほっそりとしなやかな身体からだを紺こん色いろのスーツに包んでいる。手には、小さなボストンバッグ。

　校門まで歩き、そこで立ち止まって、まるで俺に気づきでもしたように、ふいに顔を上げる。

「……涼音……」

　俺は思わず、彼の名前を呟いた。

　広い校内、校門まではとても遠い。だからもちろん顔までは解らないけれど……、

　……忘れるわけがない。

　……あの時の、彼だ……。

　心臓が、熱くなる。

　……俺が、三ヶ月間、ずっと忘れられなかった……。

　彼は、決心をしたように、校門から足を踏ふみ入れる。

　あの日と変わらない優美な姿、ゆっくりと歩いてくる彼を見て、なんだか泣きたくなる。

　……やっと、また会えた……。

　運命だと思った瞬しゆん間かん、小鳥のように飛び去って、そのまま消えてしまった彼。

　しかし、やっと……、

「会長。そろそろ来ましたか？」

「きゃー！　臨時採用の先生がどんな人なのか、ちゃんと観察しないとー！」

　いきなりドアが開き。騒そう々ぞうしい声を上げて入ってきたのは、会計をつとめる三年生、村むら瀬せ直なお隆たかと、書記をつとめる二年生、多た嶋じままことだ。

　村瀬は大人びた風ふう貌ぼうの男で、言動も落ち着いている。しかし多嶋の影えい響きようか、最近、とみにミーハーになってきてしまっている。

「えへへー！　生物クラブの部室に入って、双そう眼がん鏡きよう、勝手に借りて来ちゃった！」

　多嶋は笑いながら、俺に双眼鏡を差し出す。

「新しい先生の顔、早く見たいですよね？　会長も！」

　多嶋は、中学生のような小こ柄がらな少年だ。子リスのような顔に面おも白しろがっている笑いを浮うかべる。

「まったく……」

　俺はため息をついて、

「鍵かぎがここに保管されているからといって、クラブの備品を勝手に持ち出すんじゃないと、いつも……」

　言うが、多嶋は少しも聞いていない様子で、窓から身を乗り出して双眼鏡を構え……、

「僕が先に見ちゃおっと！……あっ！」

　叫んで、言葉を切る。村瀬と小山内が、口々に、

「どうしたんだ？　俺にも見せてくれ」

「どんな人？　イメージ通り？」

　多嶋は黙だまったまま双眼鏡をしばらく覗のぞき、ゆっくりと双眼鏡を下ろす。振り向いて、今見たばかりの映像を瞼まぶたに焼き付けるように目を閉じ、ほうー、と長いため息をつくと、

「……すっごーい……」

「え？　なんだ？　なにがすごいんだ？」

「すごい、すごいよ、なんかこう……」

　多嶋は目を開けてうっとりとした声で、

「……双眼鏡なんかで見たらバチがあたる、みたいな。羽根が見える。天使かも……」

「なんだ、それ？　天使がバスから降りて歩いてくるわけないだろう？　貸してみろ」

　村瀬は、多嶋から双眼鏡を取り上げ、窓の外に向ける。しばらくして紅潮した顔で振り向き、

「……ホントに天使だ。後光が差してる。真っ白で、こう、キラキラ、キラーッ、っと」

「なにがキラキラ、だ。天使が講師として臨時採用されるわけないだろう？　ちょっと貸してみろよ」

　小山内までが、窓の外に向けて双眼鏡を構え……、

「……あ……」　>>>♥

　小さく声を上げ、しばらく覗いてから、おもむろに双眼鏡を下ろし、俺を振り返る。

「たいへんなことになりました。放っておいたら、学園中、大おお騒さわぎになりますよ」

　彼は、言いながら、俺に双眼鏡を渡わたす。

「会長、もしかして知り合いかもしれないって言ってましたよね？　確かく認にんしてください」

　言われて、俺は双眼鏡を受け取る。

　……知っていたのは、彼の顔と下の名前だけだ……。

　……もしかしたら、ただ背格好が似ているだけの他人かもしれない……、

　思うと、少し緊きん張ちようする。俺はゆっくりと窓の外に向けて、双眼鏡を覗き……、

「……あ……」

　双眼鏡の中、見えたのは、あの時と変わらぬ、美しい顔。

　……涼音……。

　ミルク色の滑なめらかな肌はだ、長い長いまつげ、ほっそりとした上品な鼻び梁りよう。

　香かおり高いダージリンのような、赤みがかった茶色の美しい瞳ひとみ。

　朝の陽光に、栗くり色いろの髪かみがつやつやと光って……本当に後光が差しているように輝かがやいて見える。

　甘い果くだ物もののような唇くちびるは、俺の名前を切れ切れに呼んだ、あの時のまま……、

　俺は、ため息をついて、双眼鏡を下ろす。

　……やはり、彼だ……。やっと、やっと会えた……。

　心に、言いしれぬ喜びがわき上がる。

「やっぱり、知ってる方と同一人物でした？」

　小山内の言葉に、俺は黙ったままうなずく。

　開いたままの窓から、微かすかに低いエンジン音が聞こえてくる。

「あっ、赤いカウンタック！　吉村先生だっ！」

　窓の外を指さし、多嶋が叫さけぶ。

　校門を入ってきた派手な車は、そのまま校舎への車道を進み……急ブレーキをかける。

　生物教師の吉村が、ドアを開けて、車から降りてくる。

「吉村先生、あの天使様をナンパする気じゃないですか？」

　村瀬が驚おどろいた顔で言う。

　吉村は、彼にずかずかと歩み寄り、話しかけている様子。そしておもむろに手を上げ……、

「あっ！　手なんか握にぎったああっ！」

　多嶋が叫んでいる。俺は思わず双眼鏡を上げて覗き込んでしまう。

　彼は、その美しい顔に不ふ審しんそうな色を浮かべて相手を見上げていた。彼の華きや奢しやな美しい手は、吉村のごつい手の中にある。それを見た俺の心に、激しいものがこみあげた。

　嚙かみしめた俺の奥歯が、ギリ、と鳴る。

　……今すぐ双眼鏡など置いて、彼のところに走っていきたい。

　……そして、吉村の手から、彼を奪うばい返したい……。

「会長」

　その気持ちを見み透すかしたように、小山内が、腕うでに触ふれてくる。ハッとして双眼鏡を下ろすと、

「あんな場所で、押し倒たおしたりはできませんよ。あなたがそんな顔をするってことは、あの天使みたいな先生って、ただの知り合いじゃなくて……」

　可笑おかしそうな笑いをその綺き麗れいな顔に浮かべて、

「……本当は、あなたの想おもい人なんじゃないですか？」

「会長の想い人ーっ？」

　村瀬と多嶋が、声を揃そろえて叫んでいる。小山内は、うなずいて、

「ただの想い人というより、肉体関係もあり、くらいのような気がする。……どうですか、会長？」

　面白がるような顔で見上げられ、俺はため息をつきながら、

「そんな個人的なことまで、君たちに話す必要はない」

「しかし……あんなに美人の先生がフリーだとすると、彼の取り合いで、学園が大混乱になりますねえ」

　小山内は言って、その整った顔に意味深な笑いを浮かべ、

「生徒や教師に取られたくないのなら、先にナイトとして名乗りを上げておくのが礼れい儀ぎですよ。彼があなたの想い人だって噂うわさを流しておきますか？」

「知り合いだと言っただけで、想い人とは言っていない」

「単なる噂ですから、細かいことは気にしないでいいでしょう。ともかく学園内の秩ちつ序じよを守るのは、生徒会の役目です」

「……好きにするといい」

　俺は肩かたをすくめて言う。

　そして、彼と出会った夜のことを思い出す。

　……彼と、たった一度だけ結ばれた、あの夜のことを。
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　僕は、一度だけ、男とセックスをした経験がある。

　彼と出会ったのは、今からちょうど三ヶ月前だった。




　僕は、新宿の二丁目を歩いていた。

　ある種類の趣しゆ味みを持つ男が集まるので有名な場所だったけど、僕は別に男をひっかけにここに来ていたわけじゃなかった。

　ただ、就職先がみつからずに就職浪ろう人にんしちゃったのがショックで……、

　家では、伯父おじさんと伯母おばさんが期待して待っている。だから、帰るのを少しでも遅おくらせたくて……、

　新宿通り沿いの店で楽がく譜ふを買った後、すぐに帰りたくなくてフラフラしていただけだった。

　気がつくと、知らない道で。電柱の住所表示には、新宿二丁目って書いてあり……、

　道どう路ろ脇わきに立っている人々が、なんだか不思議そうな顔つきで僕の姿を目で追っていて……、

「……一人？　俺たちといいことしない？」

　低い声で呼びかけられ、僕は驚いて一いつ瞬しゆん固まってから、ゆっくり振ふり返る。

　後ろに立っていたのは、遊び人風の三人連れ。

「二丁目の、この界かい隈わいをさっきからぐるぐる歩いてるだろう？　ってことは恋こい人びとを募ぼ集しゆう中ちゆうなんだよね？」

「初めて見る顔だな。こんな綺麗な子、忘れるわけがない。男を探すのは、初めて？」

　僕は、その言葉に慌あわてて、

「あ、僕、そういうつもりじゃないんです！　本当に迷ってしまって……」

「またまた照れちゃって……」

　三人がかりで細い路地に追い込まれ、壁かべ際ぎわに追いつめられる。一人の男が手を伸のばし、笑ってる顔とはうらはらな強い力で僕の腕を摑つかむ。

「すんごい好みなんだよね。俺たちといいことしちゃおうよ」

「……やっ、放して、痛い……！」

「ほら、暴れると、もっと痛い目にあっちゃうよ？」

　もう一人の男が、僕の肩を摑んで、乱暴に壁に押しつけた。その拍ひよう子しに、僕の顔からもともと緩ゆるめだった眼鏡めがねが外れ、アスファルトの上に音を立てて落ちた。

　僕は、とても目が悪い。

　眼鏡のないぼんやりとした視界は、身体からだの一部をむきだしにされたように不安で……、

「……あ……！」

　反射的に眼鏡を拾おうとして身じろぎした僕を、男がますます強い力で壁に押しつける。

「そんなダサい眼鏡、ないほうがいいぜ。素す顔がおはますます色っぽいな」

　言って、一人の男が僕の上着の前を広げ、シャツのボタンに手をかける。

　いきなりボタンを外されて、僕は慌てて抵てい抗こうしようとする。けど、強い力で両手を広げられ、磔はりつけにされるような格好で手首を壁に押しつけられて、身動きがとれなくなる。

　僕の手から、鞄かばんと楽譜が取り上げられ、乱暴に道路に投げられる。

「……いやあっ……！」

　誰だれかの手が、僕のジーンズのボタンにかかり、それを外す。ゆっくりとファスナーを下ろされていく感覚に、僕は総毛立った。

　……なんで？

　……男はもちろん、女の子ともしたことのない僕が、どうしていきなりこんな目に遭あわなきゃならないの……？

　僕は力いっぱい暴れ、大声で、

「助けて、誰かっ！」

「あ、こら！　おとなしそうな綺麗な顔して、とんだ悪い子だなあ！」

　男がちょっと怒おこった声で言って、いきなりポケットから出したくしゃくしゃのハンカチを丸めて、僕の口にぎゅうぎゅう押し込む。

　口いっぱいに詰つめ込まれた布に、苦しくて涙なみだが出る。

「……ん、んぐっ……！」

「あとでもっとイイモノ銜くわえさせてやるから。今はソレで我が慢まんしな」

　いやらしい声で言いながら、僕のシャツのボタンを外していく。

「……ん、んんんーっ！」

　僕は、なんとか逃のがれようと暴れるけど、屈くつ強きような男三人と、僕みたいに力のないヤツ一人じゃ、全然相手にならない。

　ボタンを全部外されたシャツが、男の手で大きくはだけられ……三人の視線が、僕の身体に痛いほどに集中する。

「……すげえな……真っ白で、そこらの女よりよっぽど綺麗だぜ……」

「……乳ち首くびなんか、誰にも触さわられたことがないみたいなピンクで……こういうのに弱いんだよなあ」

「……んー！　んんーっ……！」

　僕は嫌けん悪お感かんに身をよじらせる。けど、それは男たちを喜ばせるだけの結果に終わり……、

「……うわ、どう見ても、誘さそわれてるようにしか見えねーよ……」

　違ちがう、と叫さけぶけど、ハンカチを口に詰め込まれたままでは、うめき声にしかならなくて……、

　このまま、こんな男たちに好きなようにされてしまうんだろうか……？

　僕は嫌悪感にすくみ上がりながら、心の中で叫んだ。

　……助けて、誰か……！

「彼を放せ」

　聞こえた声に、僕は自分の耳を疑う。

　男たちが、いっせいに振り向いて、

「……なんだ、てめーはあ……！」

「彼に用がある。その汚きたない手を放せ」

　聞き覚えのない、低い声だった。お腹なかの底に響ひびくような、すごい美声だ。

　それは、まるで王様のように高貴で、男たちはもちろん、僕までもすくませてしまう。

　……まるで、ほかの人間をかしずかせるために生まれてきたような……？

　ぼんやりとした視界の中、街灯の光をバックに路地の入り口に浮うかび上がっているのは、背が高く、細身だけどしっかりとした肩かた幅はばを持った、とても見事なシルエットだった。

『彼に用がある』って言ったけど……僕は、そのシルエットに……全く見覚えがない。

　僕を押さえつけていた男たちが、手を放す。

　口々に汚い言葉を吐はきながら、彼に襲いかかっていく。

　……危ない！

　僕は青ざめた。僕を押さえつけていた男たちはケンカ慣れしているように見えたし、相手の彼はスーツを着た優ゆう雅がな姿で、とても戦えるとは……、

　……しかし。

　僕が一歩踏ふみ出そうとした辺りで、男たちのうちの一人が、もう地面に倒たおれていた。

　呆ぼう然ぜんとしている間に、また一人。

　彼は、ケンカなんかじゃなく、なにかの拳けん法ぽうを基き礎そからやってきた人の見事な動きで、残った男の必死の攻こう撃げきを、軽くかわす。

　そして優雅としか思えない最低限の攻撃で、最後の一人も道路の上に沈しずめる。

　彼は、戦うんじゃなかった、とでも言いたげに深いため息をつく。

　そして目を上げ……立ちすくんだままの僕を、じっと見つめる。

　僕は、自分がどんなにみっともない格好をしているかを思い出し、ものすごく恥はずかしくなる。だけど、射すくめられたかのように身動きができなくて……、

「……かわいそうに」

　彼の小さな呟つぶやき。

　彼は手を伸ばし、僕の口に詰め込まれていたハンカチを取ってくれる。そのまま無造作に地面に捨てる。

　僕はやっと我に返り、脱ぬがされかけていたシャツを直し、途と中ちゆうまで開かれていたジーンズのファスナーを上げ、ボタンをかける。

　そして気づく。まだ怯おびえが残っているのか、手の震ふるえが止まらない。

　ボタンをかけるのに手間取っている間に、彼は身を屈かがめ、アスファルトの上に転がっていた、僕の荷物と楽がく譜ふの入ったファイル、それに眼鏡を拾ってくれる。

「……あ、ありがとう……」

　僕は受け取り、鞄と楽譜を脇わきに挟はさむ。ポケットからハンカチを出し、震えるままの手でレンズを拭ぬぐう。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　彼の心配そうな声。僕は慌ててうなずき、ポケットにハンカチを突つっ込んで、眼鏡をかける。

　眼鏡をかけた、鮮せん明めいな視界の中の彼は……ドキドキするようなものすごいハンサムだった。

　僕の頰ほおが、かああっと熱くなる。

「だ、大丈夫です。本当にありがとうございました。僕、帰らないと……」

「ちょっと待って。これを」

　彼は、言って、上着のポケットに手を入れる。そこから、筒つつ状じように丸めてあった紙を取り出し、

「君の落とし物だ」

　差し出され、僕は呆然とする。開いてみると……それは僕の字で注ちゆう釈しやくの書かれた楽譜。

「えっ、もしかして……？」

　さっき交差点で、楽譜をバサバサ落としてしまったことを思い出す。

　見上げると、彼は、

「君が落とすのを見たから、渡わたそうと思って追いかけてきた。あんな目にあっている君を見つけたのは、偶ぐう然ぜんじゃないんだ」

　彼は、さっきのことを思い出すように、苦しげな顔をして、

「すぐに君に追いついていれば、君はあんな目にあわずにすんだんだ。だから、あまりお礼を言われると心苦しい」

　そのオトナっぽい声に、鼓こ動どうが速くなる。

　顔は若々しいけど、こんなに慣れたふうにきちっとスーツを着て……、

　二十歳はたちの誕生日を迎むかえてからそんなに経たっていないって感じだけど……まさか、未成年じゃないだろう。

　大学を出たばかり、二十二歳、同い年の新人ビジネスマンってところかな？

「でも、やっぱりお礼を言わないと。……この楽譜も、なくなったら困るものだったので」

　僕は言いながらファイルを開け、返してもらった楽譜を挟み込む。

　……この楽譜は、とても大切なものだ。なくなったらとても悲しかっただろう……。

　……わざわざ追いかけてくれたなんて……強いだけじゃなくて、優やさしい人なんだな……。

　彼といると、なぜだか頰が熱くなる。どうしていいのかわからなくなり、慌あわてて、

「……本当にありがとうございました。そしたら、僕、これで……」

　言って逃にげようとした僕の肩を、彼の手がそっと包む。

「……あっ」

　僕の身体からだは、反射的にびくんと跳はね上がってしまう。

「こんなに震えて。怖こわかった？」

　彼の声に含ふくまれた、あたたかさ。僕の心臓が、ツキンと痛む。

　でも……、

「震えてなんかいません。僕、大丈夫ですから。ご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした」

　こんなに震えているくせに、いつものクセで、僕は礼れい儀ぎ正しく言ってしまう。

「……初めて会ったばかりの俺の前でまで、強がらないで」

　まっすぐに見つめられて、僕は魅み入いられたように彼の瞳ひとみから目が離はなせなくなる。

　黒くて、宝石みたいに透すき通って……すごく美しくて……、

　心の深い部分まで見み透すかされてしまうような、強い彼の眼まな差ざし。

　……僕は……本当は……。

　いきなり視界が曇くもる。あっ、と思った時には、頰をあたたかいものが滑すべり落ちていた。

　……うそ……。

　……この僕が、人前で泣くなんて……。

　後ずさろうとした僕の肩かたを、彼の手がそっと引き留める。

「……動かないで……」

　低い声で囁ささやかれ、僕はその場に固まってしまう。

　彼の両手が上がり、僕の眼鏡めがねを両側から挟む。そっとそれを外し、丁てい寧ねいに畳たたんで、僕のシャツの胸ポケットに入れてくれる。

「……あ……」

「眼鏡を取ると、綺き麗れいすぎるね。今でも、みんなが君に目を奪うばわれているのに」

「……なっ？」

　……そんなワケがない。

　……僕は、地味で、できることと言ったら、勉強することと、ピアノを弾ひくことと、品行方正ないい子を演じることだけで……、

「……かっ、からかわないでください！　僕は……！」

　叫んだら、また、涙なみだが溢あふれてしまう。

　……ああ、どうしたんだろう、僕……？

「からかってなんかいない」

　手の甲こうで涙を拭おうとして上げた僕の腕うでを、彼がそっと摑つかむ。

「……擦こすらないで。擦ったところが赤くなってしまう。せっかくこんなに綺麗な肌はだをしているのに」

　言いながら、彼は、スーツの上着のポケットから、きちんと畳まれたハンカチを取り出す。

「……目を閉じて」

　囁かれると、僕の身体はまた言うことをきかなくなってしまう。

　そして、従順に、彼の言うとおりに目を閉じてしまう。

　……ああ、どうしたんだろう、本当に……、

　……彼の声を聞くだけで、身体の奥が熱くなる……。

　……こんなこと、生まれて初めてかも……。

　あごを支える、彼のひんやりとした手。

　目を閉じた僕の頰に、上等の木も綿めんの感かん触しよく。

　頰に当て、零こぼれた涙をそっと吸い込ませる。そして、まつげにたまっていた涙の粒つぶも、ゆっくりと拭ふき取ってくれる。　>>>♥

　そのあまりに優しい感触に、僕はまた泣いてしまいそうになる。

　……ああ、なんでこんなに涙もろくなっちゃってるの……？

　……もしかして僕、ホントにホントに怖かったのかも……。

「いかにも泣いてましたって顔をしてる。このままじゃ、家に帰れないよね」

　言われて、僕は目を開ける。彼は、

「……少しだけ、つきあってくれないかな」

　硬こう直ちよくして後ずさろうとする僕に、彼は本当に優しい目で笑いかけ、

「別に、いかがわしいところに連れていったりしない。変な男が入ってこられないようなところで、君と話がしたいんだ」

　……そんな目で見つめられたら……断れるわけないじゃないか。
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　俺が、運命の人だと思った彼に会ったのは、ちょうど三ヶ月前のことだった。

　篁の一族が集まる食事会のあと。

　目白にある、篁の本家。

　俺が育った屋や敷しきは、格式があって豪ごう華かではあるが、閉へい鎖さ的で、そしてとても居い心地ごこちが悪い。まるで篁の一族そのものだ。

　三ヶ月に一度の割合で開かれるそこでの食事会は、気き詰づまりで、退たい屈くつで。

　しかし、本家の長男、篁コンツェルンの次期総そう帥すいになることが決められている俺には、欠かすことのできない義務で……。

　小学校に上がる歳からスイスの寄宿学校で過ごし、日本に帰ってきてからは、全ぜん寮りよう制せいの伯鳳学園に入学した。三ヶ月に一回のこの退屈な食事会さえこなしていれば、一族から離れた場所で、なにをしていようと自由だ。

　適当に義務をこなし、自分が優ゆう秀しゆうであることを証明し続けてさえいれば、それだけでいい。

　俺はこのまま、トップの成績で伯鳳学園を卒業し、日本で一番優秀な大学をトップで卒業し、篁の会社で総帥になるべく修しゆ業ぎようを積み、一族の決めた適当な女性と結けつ婚こんし、そのまま篁コンツェルンの総帥になって……一生を終えるのだろう。

　それに反はん抗こうするほど、俺は子供でもなく、自分の将来に夢を抱いだいているわけでもなかった。

　夢も、希望も、自由も、将来も、自分で選ぶ必要はない。

　考えてみれば、これほど楽な一生はないじゃないか。

　……ただ、少し悲しいだけで。

　それに、一族に反抗してまで手に入れたいものになど、一度も出会ったことがなかった。

　……そう。彼に、出会ってしまうまでは……。







　俺が彼を見かけたのは、いつものように食事会を終え、伯鳳学園に帰るリムジンの中だった。

　車はちょうど新宿通りにさしかかったところ。

　日曜日、夕方の新宿。工事のためか、週末の混雑のためか、車は渋じゆう滞たいし、リムジンはほとんど停とまっているのと同じ状態だった。やっと動いたと思ったら、赤信号にひっかかって停まる。

　篁家のリムジンの運転手は、品よく街を見回し、そこがちょうど、ある種の男性の集まる新宿の二丁目辺りだと解わかると、ため息をついた。

　後部座席に座った俺は、見るともなしにフロントガラスの向こうを眺ながめていた。

　そして……彼を見つけた。

　リムジンの前、横断歩道を渡わたっていく彼を見た時、芳かぐわしい花の香かおりが、ふわりと鼻をかすめたような、不思議な感覚を覚えた。

　まるで、清すが々すがしい風が、心の奥を吹ふき抜ぬけたような……。

　華きや奢しやな身体を包む、シンプルな茶の上着、白い綿のシャツ。すらりとした脚あしを包むジーンズ。

　彼はとてもありふれた格好をしていたけれど……とても美しかった。

　あごの尖とがった小さな顔、ミルク色の肌、上品な鼻び梁りよう。

　長いまつげ、大きな目、そして子供のように無む垢くな唇くちびる。

　その天使のような美しさを必死で隠かくしているかのような、禁きん欲よく的な銀ぎん縁ぶちの眼鏡。

　横断歩道を渡りながら、何かがたくさん挟はさまったファイルを、鞄かばんに入れようとしている。

　しかし、道の真ん中でファイルを落とし、金具が外れたのか、中から楽がく譜ふらしき紙し片へんが落ち、それを拾おうとして眼鏡を落とし、とても目が悪いのか、必死になってそれを拾い……、

「……危ない……大だい丈じよう夫ぶでしょうか……？」

　普ふ段だんは礼れい儀ぎ正しく黙だまっている運転手が小さく呟つぶやいて、俺は彼に少しだけ親近感を覚える。

　歩行者用の信号が点てん滅めつし始め、彼は慌あわてて楽譜を拾い、走って横断歩道を渡っていく。

　その後ろ姿と軽かろやかな足取りに、俺は見とれ……、

「……あ！」

　あることに気づいて、声を上げてしまう。彼のいた後には、楽譜らしき紙が、まだ一枚。

　俺は思わず、リムジンのドアのロックを解除する。ドアを開けると、運転手が驚おどろいたように、

「鷹たか之ゆき様!?」

「忘れ物を届けてくる！　君はもう、屋敷に帰っていい！」

「学園までお送りしなさい、と旦だん那な様に言いつけられています。そういうわけには……！」

　俺は、自分の鞄を持って車を降りながら、

「適当に時間をつぶしてから屋敷に戻もどりなさい。子供じゃないんだから、学校へは、電車で帰る。……それとも、篁家の次期総帥をそんなにバカだと思っている？」

　言うと、彼は困ったようなあきれたような顔で、

「それでは、旦那様にはなんと？」

「もちろん、『坊ぼつちゃまは無事に学校に戻られました』と。忘れ物を届けたら、すぐに電車に乗って学校に帰る。君が困ることなど何もない。……おやすみ」

　俺は言って、ドアを閉める。リムジンの前にまわり、あの青年が落とした一枚の楽譜を拾い、車道の信号が青になる寸前に、道路の向こう側にたどり着く。

　ちらりと振ふり向くと、リムジンがゆっくりと走り出すところだった。運転手はきっと、あきれたため息をついていることだろう。

　俺は辺りを見回し、あの青年の姿を捜さがす。

　……いない……。

　週末の人ごみにかき消されるように、彼の姿は消えていた。

　俺は、彼の足が向いていた方向に、早足で歩き出す。そんなに足が速いとは思えない体型だった。そのうちに追いつくだろう、と思ったのだが……、

　新宿には詳くわしくない。気がつくと、どうやらその類たぐいの男が集まっている道に迷い込んだような気配だった。

　看板は、クラブやその類のバーのものばかりだった。多分、週末だけのことだろうが、細い路地の両側には、様々なルックスの男たちが、ヒマを持て余したようにたたずんでいる。しかしその目は、品定めをするように輝かがやいていて……、

　……どうして彼は、こんな場所に……。

　俺は、話しかけてくる女性っぽい仕草の男たちの誘さそいを振り切り、必死で彼の姿を捜した。

　……彼は、ここに一夜の恋こい人びとを探しに来たのだろうか……？

　思ってしまってから、俺は慌てて否定する。

　……まさか……。

　彼はそういう類の男には見えなかった。

　彼の姿はとても禁欲的に見え、この街の猥わい雑ざつな雰ふん囲い気きからは全く浮ういていて……、

　多分、慌てていて迷い込んだというのが正しいのだろうが……あんな美しい子がここに入り込んだら、ただでは出られないような気がする。

　俺は、小さな路地の一つ一つを覗のぞき込みながら、彼を捜して走った。

　狭せまい地域のようだったが、俺には土と地ち勘かんがなく、人は多く、そして道は入り組んで……、

　……もしかして彼は恋人に会いに来ただけでどこかの店にでも入ってしまったのでは。

　……俺のしていることは全くの無む駄だなのでは……、

　と思い始めた時、

「……助けて……誰だれか……！」

　どこかの路地から、微かすかな声が聞こえたような気がした。

　俺は、それが聞こえたと思われる方向に、全速力で走り出す。

　……彼だ……！

　顔をちらりと見ただけ。もちろん声など知らないが、俺は確信した。

　よく澄すんだ美しい声。しかしそれは怯おびえたようにかすれ、必死で助けを求め……、

　入り組んだ路地を全速で駆かけ、俺は彼の姿を捜した。しかし、彼の姿は見つからず、どんなに耳をすましても、その声はもう聞こえず……、

　……どこだ……？

　胃が、ぎゅっと縮み上がるような気がする。

　彼の声は、切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようを伝えてきていた。

　……もし、彼に何かがあったら……！

　俺は息が切れるのもかまわずに走り、そして、本当に狭い路地の暗がりの向こうに……人が固まっているのを見つけた。

「……すげえな……真っ白で、そこらの女よりよっぽど綺き麗れいだぜ……」

「……乳ち首くびなんか、誰にも触さわられたことがないみたいなピンクで……こういうのに弱いんだよなあ」

　いやらしい囁ささやき合いが聞こえ、全身から血の気が引いた。

「……んー……んんー……！」

　何かを口に詰つめられたような、くぐもった声。それは、まちがいなくさっき聞こえた……、

　俺の後ろを通った車のヘッドランプの光が、路地の奥を、一いつ瞬しゆんだけ照らし出した。

　男三人に囲まれていたのは……やはり彼だった。

　さっきまであんなに清々しく見えた、天使のように美しい顔。

　その小さな口に何かの布をいっぱいに詰め込まれ、今は苦しげに眉まゆを寄せている。

　華奢な両手首を摑つかまれた格好で、磔はりつけにされるように手を広げ、壁かべに押しつけられている。

　上着ははだけ、シャツのボタンは外され、ジーンズのファスナーまでも途と中ちゆうまで下ろされていて……、

　俺は、彼をこんなふうにした男たちに対する怒いかりで、目が眩くらみそうになる。

　男の手で大きくはだけられたシャツ。真っ白な美しすぎる肌はだに、三人は呆ぼう然ぜんと見とれていた。

　彼は、最後の抵てい抗こうを試みるように、そのしなやかな身体からだを力無くよじらせ……、

「……うわ、どう見ても、誘われてるようにしか見えねーよ……」

　欲よく情じように我を忘れたような、男の囁き。

　俺のどこかで、なにかがぷつんと切れたような気がした。

　俺は今まで、人のために命を懸かけようなどとは思ったことがなかった。

　篁コンツェルンの次期総そう帥すいとして、まずは自分の身を守れ、と教えられてきた。

　しかし……、

「彼を放せ」

　俺は路地の入り口に立ちはだかり、思わず言ってしまう。

　男たちが、いっせいに振り向く。彼らの目が、俺の姿を認める。

　欲情に曇くもっていた目が、獲え物ものを奪うばわれまいとする野や獣じゆうの獰どう猛もうさを浮かべる。

「……なんだ、てめーはあ……！」

「彼に用がある。その汚きたない手を放せ」

　言うと、男たちの顔に、凶きよう暴ぼうな怒りが走る。

　口々に汚い言葉を吐はきながら、俺に襲おそいかかってくる。

　俺は四歳の時から、護身のために合気道を習わされてきた。海外にいる時も、ずっとだ。

　お坊ちゃま学校で安あん穏のんとした学園生活を送るのには何の役にも立たないと思っていたそれが、こんなところで役に立つなんて。

　路上でのケンカには慣れているのだろうが、本当の戦い方を全く知らないらしい彼らの動きは、俺にはまるでスローモーションのように見え……、

　俺は彼らの拳こぶしを余よ裕ゆうでかわし、最低限の動きで彼らを攻こう撃げきし、死なない程度に急所を突ついて、彼らを汚い道路の上に沈しずめる。

　三人とも動かなくなったのを確かめた俺が、深いため息をついたのは、後こう悔かいのためではなく、怒りのあまり、このまま攻撃を続けてしまいそうな自分を鎮しずめるためだった。

　俺は目を上げ……そして、怯えたように壁により掛かかったままの彼から、視線を離せなくなってしまう。

　彼の滑なめらかな肌は、暗くら闇やみの中で微かに発光してでもいるかのように白く……。

　その目は、フロントガラス越ごしに見たときよりも、ずっとずっと透すき通っていて……、

「……かわいそうに」

　俺は呟いて彼に歩み寄り、その小さな口に詰め込まれた布を取り去って地面に捨てる。

　彼は、我に返ったように、慌あわてて乱れた服装を直す。

　俺は身を屈かがめ、アスファルトの上に転がっていた、彼の荷物とファイル、そして眼鏡めがねを拾う。差し出すと、彼は受け取って、

「……あ、ありがとう……」

　小さく言い、荷物とファイルを脇わきに挟はさむと、ポケットからきちんと畳たたまれたハンカチを取り出し、それで眼鏡のレンズを丁てい寧ねいに拭ぬぐう。

　その声も、その華きや奢しやな指も、まだ怯えている証しよう拠こに、微かに震ふるえている。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　言うと、彼は慌ててうなずき、眼鏡をかける。

　そして、眼鏡の向こうから、潤うるんだような美しい瞳ひとみで、俺を見つめる。

　その瞬しゆん間かん、身体に、激しい電流のようなものが走った。

　……なんだろう？　これは……？

　呆然とする俺に、彼は力ない声で、

「だ、大丈夫です。本当にありがとうございました。僕、帰らないと……」

「ちょっと待って。これを」

　俺は言って、上着のポケットから、筒つつ状じように丸めてあった紙を取り出し、

「君の落とし物だ」

　差し出すと、彼は呆然と受け取り、ゆっくりと開いて、

「えっ、もしかして……？」

「君が落とすのを見たから、渡わたそうと思って追いかけてきた。あんな目にあっている君を見つけたのは、偶ぐう然ぜんじゃないんだ」

　さっきの彼の痛々しい姿を思い出し、胸が痛む。

「すぐに君に追いついていれば、君はあんな目にあわずにすんだんだ。だから、あまりお礼を言われると心苦しい」

　彼は、驚おどろいたような顔で俺をしばらく見つめ、

「でも、やっぱりお礼を言わないと。……この楽がく譜ふも、なくなったら困るものだったので」

　呟つぶやいてからファイルを開け、楽譜を大切そうに挟み込む。

「……本当にありがとうございました。そしたら、僕、これで……」

　そして、あっさりと踵きびすを返そうとする。俺は思わず手を伸のばし、彼の肩かたに触ふれてしまう。

「……あっ」

　彼は小さく声を上げ、小動物のようにびくんと身体を震わせる。俺は、

「こんなに震えて。怖こわかった？」

「震えてなんかいません。僕、大丈夫ですから。ご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした」

　彼は、銀ぎん縁ぶち眼鏡に似合った、鹿しか爪つめらしい口調で言う。

　しかし、その声は微かすかに震え、その様子は胸が痛むほどか弱げで……。

「……初めて会ったばかりの俺の前でまで、強がらないで」

　思わず言ってしまうと、彼はとても驚いた顔で俺をまっすぐに見つめ……、

　その宝石のように透き通った琥こ珀はく色の瞳は……今まで見たどんなものよりも美しくて……。

　俺の身体の中に、小さな、火が灯ともる。

　それは、幼い頃ころからずっとずっと探していたものを見つけたかのような、何かの確信。

　……彼と出会えたのは……運命だ……。

　俺はその時、確かにそう思った。

　……俺たちは、今夜、出会うべくして出会ったんだ……。

　抑おさえ込んでいた感情が溢あふれたのか、彼の美しい目に、ゆっくりと涙なみだが盛り上がった。

　それは街灯の明かりの中でふるふると震え、それから、滑らかな肌の上を美しく煌きらめきながら滑すべり落ちた。

　……ああ……。

　他人に全く興味のなかった冷れい徹てつな俺が、初めて感じる……いとおしさ。

　……ずっと、彼のそばにいたい……。

　……彼を抱だきしめ、いつでも守ってやりたい……。

　彼は、自分がいきなり泣いてしまったことに動どう揺ようしたのか、恥はずかしげに後ずさろうとする。

　俺は手を伸ばし、後ずさろうとした彼の肩を、そっと引き留めた。

「……動かないで……」

　囁ささやくと、彼は少し怯おびえたような顔で、身体を硬かたくする。

　彼の眼鏡を、壊こわさないようにそっと両側から挟む。そっと外し、丁寧に畳んで、彼のシャツの胸ポケットに入れる。

「……あ……」

　眼鏡のない彼は、あらためて見ると、本当に美しい。

　二十歳はたちにやっと達したくらいだろうか。

　ビスクドールのように完かん璧ぺきに整った顔だち。それに似合わない、潤んだ瞳と柔やわらかそうな唇くちびる。

　そのどこか未完成で儚はかなげな感じが、男の脳の原初的な部分を、図はからずも刺し激げきしてしまう。

　自分の身体に走った、不思議なほどの欲よく望ぼうに、俺は少し驚いてしまう。

「眼鏡を取ると、綺き麗れいすぎるね。今でも、みんなが君に目を奪われているのに」

　思わず言ってしまうと、

「……なっ？」

　彼は、とても驚いたような顔になり、

「……かっ、からかわないでください！　僕は……！」

　少し腹をたてたように叫さけび、感情が激したのか、また涙を零こぼれさせる。

　……もしかして、彼は、自分がどんなに美しいか、自覚していないのだろうか……？

　……だとしたら、よく、今まで、無事で……。

　彼は子供のような仕草で腕うでを上げ、目を擦こすろうとする。

「からかってなんかいない」

　俺は、上げられた彼の腕をそっと摑つかむ。それは本当に華奢で、ひんやりと滑らかで……、

　その手触りだけで目眩めまいがする。必死で耐たえないと、欲望に負けてあの男たちと同じことをしてしまいそうな……、

「……擦らないで。擦ったところが赤くなってしまう。せっかくこんなに綺麗な肌はだをしているのに」

　俺は、スーツの上着のポケットから、ハンカチを取り出す。

「……目を閉じて」

　囁くと、彼は従順に、目を閉じる。

　彼の華奢なあごを支え、ハンカチで、その煌めく涙を、そっと拭ふき取る。

　まるで作り物のように長いまつげにたまっていた水すい滴てきも、そっと吸い取ってやる。

　無防備に目を閉じた、彼のあまりの美しさに、俺は思わず唇を奪うばってしまいそうになる。

　……ああ、本当に、どうしたというんだろう……？

　俺は、彼と別れたくなくなっていた。どんな口実でもいい。一いつ瞬しゆんでも長く、彼と一いつ緒しよにいたかった。

「いかにも泣いてましたって顔をしてる。このままじゃ、家に帰れないよね」

　言うと、彼はゆっくりと目を開ける。

「……少しだけ、つきあってくれないかな」

　言うと、彼はさっきまでの男たちのことを思い出したようだ。ふいに身を固くして、後ずさろうとする。

「別に、いかがわしいところに連れていったりしない。変な男が入ってこられないようなところで、君と話がしたいんだ」

　安心したようにうなずく彼を見て、俺の心が少し痛む。

　……俺は君を、本当は抱だいてしまいたいんだよ。
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「どうもありがとう。……何度お礼を言っても足りないくらい」

　西新宿にある超ちよう高級ホテル、そこのロビーラウンジにある洒落しやれたカフェ。

　少し落ち着いてきた僕は、あらためてお礼を言う。

　きっと彼がいなかったら、僕は今いま頃ごろ、無事ではいられなかっただろうから。

　思うだけで、怖さにまた身体からだが震えてしまう。

「当然のことをしたまでだ。君みたいな綺麗な子が、変な男たちに襲おそわれそうになっているのを見てしまったら……黙だまって通り過ぎられるわけがない」

　彼は、氷の入ったペリエのグラスを回しながら言う。

「どうもありがとう……なんて言っていいのか……」

「お礼はもういいよ。ますますうしろめたくなってしまう」

「……え？」

「本当のことを言うと……」

　彼は、美しい黒い瞳ひとみで、僕の目をじっと覗のぞき込み、

「……俺は、君のことを抱いてしまいたいと思っているんだ」

　僕の頰ほおが、かあっと熱くなる。それくらい、彼の声はセクシーで……、

「……欲しい」

　囁かれるだけ、見つめられるだけで……なんだか魔ま法ほうにかかったように、何も考えられなくなってしまう。

　いつだって品行方正だった僕。

　誰だれかに逆らったことなんか、したことのない僕が……、

　……ああ、どうしたんだろう……？

　僕は、混乱しながら思う。

　……今夜は、もう、なにもかも忘れてしまいたい。

　……彼に……、

　僕はそのとき、確かに思ったんだ。

　……僕は、彼に抱かれたい……。

　初めて会った男と一夜を共にするなんて……僕は今まで想像したこともなかった。

　でも、今夜だけは……、

「どうしたんだろう、こんなことを思ったのは、初めてなんだ」

　彼が、少し当とう惑わくしたように言う。僕は、

「僕も……」

　呟つぶやいた声が、かすれてしまっている。

「……こんなこと思ったの、初めてだ……」

　彼は驚おどろいたように目を見開き、それから、なんだかすごく真しん剣けんな声で、

「それは……君も俺と同じ気持ちってこと？」

　囁かれ、僕は赤くなって目をそらす。彼の手がテーブル越ごしに伸のびて、僕の手をそっとすくいあげる。

　当惑して見上げると、彼は、

「答えて。君も……同じ気持ち？」

　僕は、彼の目から目が離はなせなくなってしまう。

　彼の瞳は、黒くて、美しくて、そして、すごく獰どう猛もうな光を放ち……、

　僕は、まるでその光に操あやつられたかのように、うなずいてしまう。

　彼は、エスコートするように僕の手を自分の手に包み、ゆっくりと引っ張って僕を立たせてくれる。

　少しよろめく僕の肩かたを、支えるフリをしてさりげなく抱だき寄せ、耳元に、

「……嬉うれしい。信じられないくらい」

「……僕も、信じられないよ。なにかの魔法にかかったみたい……」

　呟くと、彼は優やさしく笑って僕の肩をきゅうっと抱きしめ、

「……魔法じゃなくて、俺は運命だと思う」




　僕らは、そのホテルの客室にいた。

　ホテルのフロント。彼がチェックインの時にゴールドカードを出すのを見て、僕は驚いた。

　二十歳そこそこの彼が、自分でゴールドカードを取得できるわけがないから……きっと親おや御ごさんに持たせてもらってるんだろう。

　……お金持ちの家の息子むすこさんなんだな……。

　そして、ベルボーイが案内してくれた部屋を見て、さらに驚いてしまう。

　だってそこは、見たこともないほど贅ぜい沢たくな……スウィートルームだったんだ。

　あたふたする僕に比べて、彼は全く動ぜず、平然としてベルボーイにお礼を言う。

　それは……ホテルではスウィートに泊とまるのが当たり前、という人の自然さで……。

　……こういう部屋に泊まるのが、普ふ通つうの人なんだ……。

　……すごい。世界が全然ちがう……。

　落ちついたリビング。隣となりには、会議のできそうな広いテーブルのあるダイニング。

　ベッドルームはもちろん別だし……庶しよ民みんの僕には、目が眩くらむほどリッチな空間だ。

　上品なベージュ系で統一されたリビングは、ものすごく広く……そして、なんと驚いたことに……部屋の一角にはグランドピアノがあった。

　まさか、泊まる人全員がピアノを弾ひけるわけがなく（まあ、たまには恋こい人びとを口説くために、ロマンティックな曲を弾く男もいるだろうけど）……これはきっと、ここでパーティーをする時に、ピアニストを雇やとってＢＧＭがわりに弾かせるためのものだろう。

　この部屋は、三十人くらいの規模のパーティーなら十分できそうなほど、広いし。

　だけど今は……このあまりにも贅沢な部屋に……彼と二人きり。

　すっかり緊きん張ちようした僕は、座り心地ごこちのいい大きなソファに、はまりこむようにして座ってる。

　バーでは向かい合わせに座ってくれたけど、ここでは彼は、容よう赦しやなく僕の隣に座った。

　すぐそばから伝わってくる彼の体温。芳かぐわしいコロンが空気にただよって僕を包み込み、僕の意地も道徳も、トロトロに溶とかしてしまって……。

「あっ、あのっ！」

　僕はあまりの緊張に耐たえきれず、思わずソファから立ち上がってしまう。

「ピアノ！　せっかくだから、ピアノ、弾いてみてもいいっ？」

　叫さけんだ声が、うわずってしまう。彼は少し驚いた顔をしてから、クスリと笑って、

「そういえば、君が持っていたのは、ピアノ用の楽がく譜ふだったよね。……ぜひ聴ききたい。君のピアノ」

「あ、ううん、全然ヘタクソなんだけど。でも、ピアノがあるとつい試ためしてみたくなってしまって……」

　僕は言って、彼の視線から逃にげるようにリビングを横切り、ピアノの前のイスに座る。

　イスの高さを調整してから、鍵けん盤ばんの蓋ふたを開ける。

　軽く指慣らしをしてみる。

　ただのインテリアじゃなくて、ちゃんと弾かれているのを示すように、調律は正確だ。

「ええと……何を弾こうかな……」

「さっきの楽譜の曲は？　たくさん書き込みがあって、とても練習しているようだったし」

　背中のすぐ後ろで、彼の声。僕の心臓が、ズキンと跳はね上がる。

「あ……あの曲は……」

　動どう揺ようして振ふり向いた僕に、彼は優しく笑いかけて、

「俺は、ヴァイオリンをほんの少しかじったことがあって……楽譜を見ればわかる。とても美しい曲だね。……君が作ったの？」

　その言葉に、僕はかぶりを振った。

「僕じゃない。作ったのは、僕の父親。彼はピアニストなんだ。クラシックの」

「……すごいね……」

　感心した声で言う彼に、僕は少し笑って、

「彼は忙いそがしくて、ほとんど日本に帰ってこられない。母は僕が十歳の時に亡なくなって……僕は、伯父おじさんと伯母おばさんの家で育ったんだ」

　言いながら、僕は少し驚いていた。

　……なんで、見ず知らずの彼に、こんな話をしてるんだろう……？

　だけど、彼にはなんだか人を信しん頼らいさせるような雰ふん囲い気きがあって……僕は操られるように自分のことを話してしまう。

「君も、ピアニストを目指しているんだね？」

　彼の言葉に、僕は少し胸を痛ませながら、かぶりを振る。

「いちおう音大は出たけど、プロとしてやっていく自信はない。伯父さんも伯母さんも教師だし、僕は、高校の音楽の教師になろうと思ってる。でも実は……今年は、就職先の学校が見つからなくて……就職浪ろう人にんしちゃったんだよね」

「高校の、音楽の……教師？」

　彼はなぜか、とても驚いたような声で言う。僕はうなずき、

「ま、来年があるから！……なんで、こんな話になっちゃったんだろう？」

　思わず笑ってしまう。それから、また鍵盤に指をおいて、

「僕は、父親の才能を受け継つぐことはなかったけど……彼の演奏も曲も、すごく好きなんだ」

　言って、ピアノに向き直る。指を鍵盤に置き、深呼吸。

　息を大きく吸い込んで、止め、ゆっくり吐はき出すと同時に一気に弾き始める。　>>>♥

　才能溢あふれる父さんの曲は、本当に美しい。だけど、本当に難しくて……、

　なんだか、弾いてると、自分の才能のなさを思い知らされるような……。

　僕の脳のう裏りを、四ヶ月前のコンクールのことがよぎる。

　あのコンクールで優勝できたら、プロとしてやっていきたい、と伯父さんと伯母さんに言うつもりだった。

　ただでさえ厳格な彼らは、世界中を飛び回って子供である僕を放ほうりっぱなしの父さんのことをいつも怒おこってる。

　ピアニストという職業を、だからとても嫌きらってる。

　彼らが、僕の夢に、反対をしないわけがなかった。

　だけど、僕は……。

　音大では、才能がある、といつも誉ほめられていた。しかし、音楽の世界はそんなに甘いものではなく……入賞することすらできずに、僕は惨ざん敗ぱいしたんだ。

　そして、僕は伯父さんと伯母さんが薦すすめるままに、教師になることを決めた。

　でも、就職先すら、見つからなくて……、

　なんだかもう、全すべての自信を失ってしまったような……。

　指が完全に憶おぼえているはずの、父さんの、この曲。

　だけど、僕の指づかいは、僕の精神状態を表すように乱れ……、

　……ああ……。

　僕は、演奏をやめる。こんなひどい演奏技術じゃ、この曲を弾く権利はないよ……。

「綺き麗れいな曲だ。それに君のピアノは、本当に美しいね」

　ため息をついた僕は、いたわるような声で言われて、なんだか泣きそうになる。

「……でも……」

　言いながら振り向くと、彼はすごく優しい顔をして、

「俺は……君のピアノがとても好きだよ」

「……あ……」

　頰ほおが、かあっと熱くなる。それくらい、彼の目は優しくて……、

「……ありがとう、僕……」

　言いかけたとき、僕の鞄かばんの中の携けい帯たい電でん話わが、遠くで呼び出し音を奏かなでた。

　僕は、飛び上がるようにしてピアノの前のイスから立ち上がる。

　時計を見ると……十時半。決められた門限を、三十分も過ぎていて……、

　僕は、リビングを横切り、鞄の置いてあるソファまで走る。携帯電話を取り出し、アセって落としそうになりながら、慌あわてて通話スイッチをオンにする。

「はい！」

『……涼音か？　もう門限をとっくに過ぎている。今、どこにいるんだ？』

　厳格な声に、僕はすくみ上がる。都内の公立高校で校長をしている伯父さんは、約束にはものすごく厳しい。

　……しかも、男と一いつ緒しよにホテルにいるなんてことが知れたら……、

「ごめんなさい、伯父さん。今……音大時代の教授のお宅にお邪じや魔ましているんです」

　口からするすると出てきた噓うそに、僕は自分で驚おどろいてしまう。

　噓なんか、よくないのは解わかってる。だけど、僕は、今夜だけは……、

　思わず見上げると、彼はそばに来ていて、僕を励はげますように見つめてくれる。

「教授は、久しぶりだから泊まっていきなさい、とおっしゃってくださっています。お断りするのも失礼かと思うので、できれば今夜は教授のお宅に泊まらせていただきたいのですが」

　一気に言って、青ざめながら伯父さんの言葉を待つ。

　……その教授を電話に出せ、とか言われたら、どうしよう……？

『……それなら、仕方ないな』

　不ふ機き嫌げんそうに、でもそう言ってくれた伯父さんの声に、僕はそっと安あん堵どのため息をつく。

　伯父さんが、怒ど鳴なりたいのを我が慢まんしているのが目に浮うかぶ。

　伯父さんも、伯母さんも、父さんとは歳としが離はなれてるとはいえ、まだ五十歳前だ。

　だけど、友達に言うと驚かれるくらいに、二人とも本当に厳格で……。

　それは僕を大切に思ってくれてるからだって解るから、僕は反はん抗こうなんかできなくて……。

　でも……今夜だけは……。

「こちらから早めに電話をしなくてすみませんでした。……おやすみなさい」

　言うと、伯父さんは不満げな声で、おやすみ、と言ってくれる。

　僕はその言葉を聞いてから、そっと通話スイッチをオフにして……ほーっと深いため息をつく。

「イケナイ人だな。噓をついたりして」

　彼の可笑おかしげな声に、僕は思わず赤くなる。彼は、ソファの僕の隣となりに腰こしを下ろす。

「でも、嬉うれしいよ」

　すごくセクシーな声で言う。僕の頰が、ますます熱くなってしまう。

「名前を聞いていなかったね」

　急に言われて、僕はとっさに噓をつくことができずに、

「……涼音」

　本当の名前を言ってしまう。思わず慌てる僕を見て、彼は優やさしく笑って、

「噓をつくことができなかったって顔。それは本当の名前だね？」

「……あ……」

「俺も、本当の名前を言うよ。篁鷹之だ。篁は高い村じゃなくて、こういう字。鷹之はこう」

　言いながら、僕の手を取って、手のひらに指でそっと書いて教えてくれる。

　まさか名字まで言うとは思っていなかった僕は、すごく驚いてしまう。

「出会い方はこんなふうだった。でも、君と出会えたのは運命、と俺は思う」

　彼は、僕の手をそのままゆっくりと引き寄せて、

「愛してるよ。一目見た瞬しゆん間かんから……」

　呆ぼう然ぜんとした僕の唇くちびるに、彼の唇が重なった、

　見た目よりも柔やわらかな唇。それは僕を愛あい撫ぶするように包み込み、軽いキスをくり返し……、

「……んんっ……！」

　僕の身体からだが、びくんと震ふるえてしまう。

　震えた拍ひよう子しに、僕の眼鏡めがねが、カチ、と彼の頰をかすめた。

　彼は笑いながら唇をゆっくりと離し、両手を上げて、僕の眼鏡をそっと外してくれる。

　丁てい寧ねいに畳たたんで、ローテーブルに置く。

　焦しよう点てんが合わなくなった僕は、服でも脱ぬがされたかのように、自分が無防備になった気がする。

「……あ……」

「見えなくて不安？　でも外すよ。今夜二人がすることには、必要ないから」

　……今夜二人がすること……。

　思った僕の身体が、かあっと熱くなる。

　……彼は、僕に、どんなことをするんだろう……？

　恥はずかしさに耐たえきれず、思わず顔をそらそうとした僕のあごに、彼の指がかかる。

「……もう一度」

　囁ささやいて顔を上げさせられ、彼の唇が重なってくる。

　クチュッ、と音を立て、味わうように何度もついばまれて、身体が痺しびれてしまう。

　僕の唇から力が抜ぬけてしまったのを見計らって、彼の舌が僕の口こう腔こうに忍しのび込む。

「……ん、あん……」

　驚いて逃にげようとする僕の舌を、彼は容よう赦しやなく追いつめ、すくい上げ、吸い上げ……、

「……んん……！」

　びくんと震えた僕の身体に彼の腕うでがまわる。そっと腰を抱だき寄せられる。

「……愛してる、抱だきたい……」

　唇が触ふれたままで囁かれて、僕は動どう揺ようして、

「……あ、待って！　僕……」

「……気が変わった？」

「……そうじゃない。そうじゃないけど……僕……初めてだから……」

　白状すると、彼はとても優しく笑って、僕の唇にそっとキスをする。

「大だい丈じよう夫ぶ、優しくする。君が今夜のことを、一生忘れられなくなるように」

　囁いて、僕の耳たぶをそっと口に含ふくむ。

「……君を抱きたい。いい……？」

「……あっ」

　そのまま耳たぶを舐なめられ、チュッと吸い上げられて、僕は我を忘れそうになる。

「……んっ……あぁっ……」

「色っぽい声。いいか、だめか、早く言わないと問答無用で襲おそいかかってしまうよ」

　囁きながら、首筋にキスをされ、僕の全身に甘い震えが走った。

「……あっ！　あぁ……だけど、僕……！」

「……だけど、じゃない。君が今、どうしたいか、正直に言ってごらん……」

「……あ……」

「……ん？　言って……」

「……あなたに……」

　僕は、彼の腕の中で、あまりの恥ずかしさに真っ赤になりながら、蚊かの鳴くような声で囁く。

「……あなたに、抱かれたい……」

　囁きが終わる瞬間、僕の身体がふわりと浮いた。彼が、僕をいきなり抱き上げたんだ。

「……あっ！　なに……？」

　僕は、転げ落ちないように彼の首にすがりつきながら言う。

「ベッドに行こう。……それとも、ソファの上に押し倒たおされる方がいい？」

　笑いながら囁かれ、僕は、全身真っ赤になりながら、慌てて、プルプル、とかぶりを振ふる。

　僕を軽々と抱き上げたまま、彼は寝しん室しつのドアを背中で押して開ける。

　そして、まるで壊こわれやすい宝石でも扱あつかうように、そうっとベッドの上に僕を下ろす。

　抱き上げられて運ばれるなんて初めての経験に動揺しているのか、身体に力が入らない。

　彼の手に優しく肩かたを包まれて、本当に軽く押されただけで、僕の身体はふわりと傾かたむき、ベッドに仰あお向むけになってしまう。

　……これじゃまるで、押し倒されるのを待ちこがれていたみたいな……。

「……いや……僕……」

　慌てて起きあがろうとする僕の肩を、彼がきっぱりとベッドに押さえつけた。

「君はさっき、抱かれたい、って言ったんだ。もう後あと戻もどりはできないよ？」

「……あっ……！」

　あまりの恥ずかしさに、僕はかたく目を閉じる。

　……ああ、僕、なんてこと言っちゃったんだろう……？

　……彼も、僕も、同じ男なのに……！

　それに、さっき初めて会ったばかりの人なのに……！

　……でも……。

　彼の身体がのしかかってくるだけで、僕の全身はそのまま熔とけてしまいそうに熱くなる。

　優しいキスを繰くり返されて、唇から力が抜けてしまう。

　忍び込んでくる彼の舌に、まるで愛撫されているように、身体が震えてしまう。

　……ああ、やっぱり僕、彼に抱かれたいんだ……。

　彼の指が、僕の上着を脱がせ、シャツのボタンを外していく。

「……あ、だめ……」

　彼の手が、僕の身体を覆おおっている全すべての布を取り去り、絨じゆう毯たんの上に落としていく。

「……ああ……いや……」

　生まれたままの姿になった僕の手首に、銀色の時計だけが残されている。

　これは、父さんがくれた、大切なオメガ。いつでも腕にはめていたけど……、

　自分でそれを外す。彼はそれを受け取り、そっとベッドのサイドテーブルに置いてくれる。

「……大切なものなんだ。でも、あなたの背中に、傷をつけたくないから」

　囁くと、彼は優しく笑って、僕の唇にごほうびのような軽いキスをしてくれる。

　恥ずかしさに身じろぎする僕を、彼は少し苦しげに見える目で見つめ、

「……綺き麗れいだ。信じられないくらい……」

「……いやあ……」

　シーツを引き寄せようとする僕の手を止め、そのままきゅっと抱きしめてくれる。

「……君が欲しい……」

　彼の囁きが、耳たぶにかかり、僕のむき出しの身体がぴくんと震えてしまう。

　服を脱がされ、抱きしめられただけ。でも、僕の内部のなにかが、頭をもたげる。

　それは、欲よく望ぼうと呼ばれるものに似た、熱くて、甘くて、そして激しい……、

　僕は、自分の中心が、彼の体温だけで反応し、きゅっと硬かたくなっているのに気づく。

「……いや、あ……」

「……いやだなんて、噓うそばっかり」

　彼の甘い声が、耳に吹ふき込まれると、もう何もかも忘れてしまいそう。

　また、くっ、と強く勃たち上がった僕の中心を、彼の手がそっと包み込む。

「……くぅんっ……」

　声も出せずに息を吞のんだ僕のそこを、彼のひんやりとした指が往復する。

「いやっ……そんなとこっ……だめっ……！」

　僕はあまりの恥ずかしさに、ぎゅっと目を閉じ、かぶりを振る。

「口では、そんなに品行方正なことを言う。でも、ここは……こんなに濡ぬれているよ……？」

「……あああぁっ……！」

　指先で先せん端たんに円を描えがかれて、そのヌルリとした感かん触しよくに、僕の身体からだが勝手に跳はね上がる。

　僕は、先端から、恥ずかしいほどたくさん、蜜みつを垂らしてしまっていたんだ。

「欲望なんかとは縁えんがない、って感じの、涼すずしげでこんなに綺麗な顔をして。でも……」

　クチュ、と音を立てて、彼の指が僕の側面に蜜を塗ぬりこめる。

「……んんっ……！」

　それだけで、ビク、と腰こしを浮うかせてしまった僕に、

「でも、信じられないほど感じやすい。もう腰まで浮かせて……イケナイ人だな」

　囁きながら、容赦なく愛あい撫ぶされて、僕はもう気が狂くるいそうなくらい感じてしまう。

「いや、いやああ、ああ……ん！　おねがい……！」

　僕は、どうしていいのか解わからずに、涙なみだを振りこぼしながら叫さけぶ。

「……ん……？　なに……？」

「……おねがいっ……許して……あああ、んっ……！」

「……どう許して欲しいの？　言ってもらわなきゃ、わからないよ……」

「……あ……」

　真っ赤になって言葉を失った僕に、彼はすごくイジワルな顔になって、

「『もう触さわらないで』、なんて一言でも言ったら……」

　彼は、限界近くまで勃ち上がった僕の屹きつ立りつから、無情にも手を離はなしてしまう。

「このままにしてしまうよ？」

「……あああ、いやああ……」

　僕の欲望は、ピク、と震ふるえて、お願い、というようにまた先端から涙を流す。

「……どうして欲しいの？　言ってごらん？」

　彼は、僕の耳に囁ささやきを吹き込む。

　あたたかい彼の吐と息いきに、僕の身体はますます反応してしまって……、

「……お願い……イ……」

「……ん？　『イ』？」

「……あ……」

　真っ赤になって口ごもってしまう僕を見て、彼は、

「……い？　もしかして、『イかせて』って言いたいの……？」

「……い、いやああ……」

　あまりの恥はずかしさに、涙が溢あふれてしまう。彼は、

「……恥ずかしくて言えない？　じゃ、うなずいてごらん。……イかせて欲しい……？」

　すごく優やさしい声で囁いてくれる。僕は、ぎゅっと目を閉じ、そっとうなずく。

「……よくできました……」

　言って、唇くちびるを頰ほおにつけ、僕の涙をそっと吸い取ってくれる。

「……んん……」

「……ごほうびだ。君の言うとおりにしてあげるよ」

「……んっ、ああっ……！」

　屹立をきゅっと握にぎられて、僕は声を上げる。

　垂らした蜜で、僕の側面はたっぷりと濡れてしまっている。

　その上を、滑すべるように指を往復されて……、

「……あっ、いやっ、いやああ……ん！」

　僕は、手で顔を覆って、喘あえいだ。

　……だって、もう、どうしていいのか……！

「……顔を見せて……」

　彼は、僕の屹立を容よう赦しやなく愛撫しながら、もう片方の手で、顔を覆った僕の手に触ふれてくる。そっと手をはずされて、僕は羞しゆう恥ちにぎゅっと目を閉じる。

　……だって、僕は、こんなに感じてしまって……きっとすごく恥ずかしい顔をしてる……。

「……綺麗だ。涼音の感じてる顔……」

　囁かれて、僕はかぶりを振る。

「……や……恥ずかしいから……」

　目を閉じたまま呟つぶやいた僕の唇に、優しいキス。

「……ん……」

「……可愛かわいい。俺、おかしくなりそうだよ……」

　唇が触れたまま、息だけの囁きが、

「……イかせて、いい……？」

「……あっ……！」

　僕は、それだけでイってしまいそうになって、思わず、

「……お願い、イかせて……！」

　言ってしまってから、あまりの羞恥にまた泣いてしまう。

　……ああ、僕、なんて恥ずかしいことを言っちゃったんだろう……？

「……ん……？　恥ずかしいの……？」

「……うん……」

　彼は、うなずいた僕の唇に何度もキスをする。

　彼の手が、僕の屹立を巧たくみに愛撫し、肌はだの上を移動した彼の唇が、僕の乳ち首くびにキスをし……、　>>>♥

「……あ、あああっ、やっ、イッちゃうっ！」

「……イッて。俺の手に出していいから」

「……あ……ああぁっ、くぅ、んっ！」

　僕はもう、我が慢まんする余よ裕ゆうもなく、背中をのけぞらせ、彼の手の中に思い切り放ってしまう。

　初めて他人の手で放出させられるのは、想像もできないほどの快感だった。

　ピク、ピク、と震えて蜜の名残なごりを吐はき出す僕の中心を、彼は愛いとしげに指でたどる。

　そのまま、脚あしの間の谷間に、そのたっぷりと濡れた指が滑り込む。

「……はっ、いやっ、なにっ……？」

「……君が欲しい」

　囁いた彼の指が、僕の一点に触れる。

「……あっ！」

　ミツバチが花の蕾つぼみに潜もぐり込むように、ギュ、と指先が侵しん入にゆうしてくる。

「くう、んっ！　いやっ、なにっ？　うう、んっ！」

　僕は、未体験の異物感に、混乱してかぶりを振ふった。

　欲しい、とは言った。でも、僕は、具体的なことなんか、全然知らなくて……、

　なんの経験もない僕の蕾は、とても堅かった。そこに何かを受け入れるのは、本当なら気絶するほど痛いことだっただろう。

　だけど、彼の指は、僕の蜜を含ふくんでどうしようもないほど濡れていて……、

　蕾は、だからその侵入を拒こばめず、かえってひきとめるように指を締しめつけてしまい……、

「すごい。涼音。こんなに締めつけてくる」

「……いや、いや……」

　最初は引きつれるような痛みがあったけど、彼の指の巧みな動きで、僕の身体に残る快感は、ゆっくりとまた燃え上がり……、

　時間をかけてほぐされ、指を増やして押し広げられ、その快感はますます強くなって……、

「……や……いや……あ、ああんっ！」

　身体の奥の、ある一点を彼の指がかすめたとき、僕は思わず叫んでしまった。

「……ん？　ここ……？」

「……くぅ、んっ！」

　きゅっと一点を刺し激げきされ、またイッてしまいそうになった僕はシーツを摑つかんで必死に耐たえる。

「……もう大だい丈じよう夫ぶかな。そのまま力を抜ぬいていて」

　彼が囁いて、ゆっくりと指を引き抜く。僕はそれだけで感じてしまって、

「……ああ、いやあ……」

　甘いため息をもらしてしまう。

　彼の手が、僕の腿ももに触れる。脚をそっと開かされて、僕は怯おびえてしまう。

　……こんな格好を、初めて会ったばかりの、しかも同性の彼の前で……？

　……彼は、僕に、どんなことをするんだろう……？

　……僕は、そして、どうなっちゃうんだろう……？

　未知の行こう為いへの怖こわさは圧あつ倒とう的てきだったけど、その怖さには、不思議な甘い感情が交ざっていた。

　……彼になら、これから何をされてもいい……。

「……大丈夫、怖くないよ。俺の名前を呼んでごらん」

　硬こう直ちよくしている僕に、彼が囁いて優しいキスをしてくれる。

　唇が離はなれると、僕は少し震えてしまいながら、

「……鷹之……」

　彼の名前を、そっと呟いてみる。唇があたたかくなるような、いとしい響ひびき。

　……そう。彼になら、どんなことをされてもいい……。

　僕は目を閉じ、彼の手に全すべてを任せたんだ。

　その先のことは、夢中でよく憶おぼえていない。

　彼は、僕を刺激し、どうしようもなく濡ぬれた僕を、逞たくましい欲よく望ぼうで貫つらぬき……、

　最初は驚おどろくほど痛くて気絶しそうだったけど、彼の優しい愛あい撫ぶで、身体からだがまた蕩とろけだし……、

　いったん憶えてしまうと、内部で感じる快感は、圧倒的な激しさで、僕を翻ほん弄ろうし……。

　僕は、彼に貫かれながら、あまりの快感に気が遠くなりそうだった。

　それほど、彼の動きは巧みで……、

　僕は、彼の逞しい身体にすがりつき、その行為に溺おぼれ……、

「……イッていいよ……」

　囁ささやかれ、恥はずかしいほど硬かたく勃たち上がった中心を愛撫されて、僕は放ってしまった。

　あまりの気持ちよさに、彼を思い切り締めつけてしまう。

　彼は、悩なやましいため息をついて、僕の蕾の奥深くに、激しく欲望を撃うち込んだんだ。

「……愛してるよ……涼音……」

　囁かれて、僕の閉じた瞼まぶたの隙すき間まから、涙なみだが一筋、流れた。

　……僕も……。

　僕は、切なくなりながら思う。

　……どうしよう、僕も、彼のことをこんなに好き……。

　……でも。彼は男で、こんなに格好良くて、きっとこれは、一夜だけの遊びで……。

「……どうして泣くの？　今夜のことを、後こう悔かいしている？」

　囁かれて、僕はかぶりを振る。

　……後悔なんかしていない。だってこれは、一夜だけの夢のような出来事で……。

　僕はゆっくりと目を開き、彼の、胸が痛くなるほど美しいその顔を見つめる。

「……後悔なんかしてない。すごく幸せだった……」

「だった、なんて言わないで。すごく幸せ、って言ってごらん」

　彼の言葉に、僕はすごくつらくなりながら、笑えみを浮うかべてみせる。

「……うん、僕、すごく幸せだよ……」
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　信じられない。

　運命の人だと思った彼が、俺の腕うでの中にいる。

　一糸まとわぬ彼は、想像以上の美しさで、俺の理性の全てを吹ふき飛ばした。

　彼の天使のような唇くちびるからは、それに似つかわしくない扇せん情じよう的なため息が漏もれている。

　俺は、彼の瑞みず々みずしい果くだ物もののような乳首にキスを繰くり返し、その形のいい屹きつ立りつに、その甘い蜜みつを塗ぬり込める。

「……あ、あああっ、やっ、イッちゃうっ！」

　彼が切せつ羽ぱ詰つまった声で喘あえぎ、俺の身体にすがりついてくる。

「……イッて。俺の手に出していいから」

　囁くと、彼の身体にさざなみのように震ふるえが走った。

「……は、あ……ああぁーんっ！」

　彼はしなやかなラインを描えがいて背中をのけぞらせ、手の中に、トクン！　と白い蜜を放った。

　ピク、ピク、と震えて蜜の残りを吐き出す彼の中心を、俺はそっと指でたどる。

　彼は羞しゆう恥ちにその滑なめらかな肌を染め、だめ、というようにかぶりを振った。

　俺の前に全てをさらけ出し、小さく喘ぐ彼は、凄せい絶ぜつなほどに色っぽく……俺は、あまりの欲望に目が眩くらみそうになる。

　……ああ、今すぐ、彼の全てを奪うばってしまいたい……。

　彼のすらりとした脚の間の谷間に、蜜で濡れた指を滑すべり込ませる。彼は驚いたように、

「……はっ、いやっ、なにっ……？」

「……君が欲しい」

　後ろの蕾に、きゅっと指を押し当てる。彼は、身体を震わせ、

「……あっ！」

　泣きそうな顔をして声を上げる。

　彼が未経験であることを示しているように、その反応は初うい々ういしかった。

　堅い彼の蕾。彼の蜜の滑ぬめりに助けられ、俺の指がゆっくりとそこに吸い込まれる。

「くう、んっ！　いやっ、なにっ？　うう、んっ！」

　彼は、甘さの滲にじんだ声を上げ、かぶりを振る。

　彼の蕾は、とまどいながらも従順に俺の指を受け入れ、感じてきたことを示すように、きゅ、と俺の指を締めつけて……、

　いとおしさに、胸が痛くなる。

「すごい。涼音。こんなに締めつけてくる」

「……いや、いや……」

　恥ずかしげに、彼はまた肌はだを桜色に染める。

　乱れたシーツの上に横たわる、白く、滑らかな裸ら身しん。

　俺の微かすかな指の動きにも敏びん感かんに反応し、震え、濡れながら締しめつける。

　どうしようもないほど感じてしまっている、という顔で、悩ましく眉まゆを寄せ、唇から甘い吐と息いきを漏らす。

　それでも、彼はどこか高貴で、その姿は、とてつもなく美しかった。

　そんな顔で喘ぎながら、いや、いや、と繰り返す彼の慎つつしみ深さが、逆に俺の欲望に火をつける。

　彼を傷つけないように、ゆっくりと時間をかけて、その蕾つぼみを解ほぐす。

　彼は、呼吸を速くしながらその試練に耐え、俺の指がある一点に触ふれたとき、

「……や……いや……あ、ああんっ！」

　切羽詰まった甘い声を上げる。

「……ん？　ここ……？」

　言いながら、くっと押してその場所を確かめると、彼は息をのむようにして、

「……くぅ、んっ！」

　華きや奢しやな指でシーツを摑み、びく、と腰こしを浮かせる。

「……もう大だい丈じよう夫ぶかな。そのまま力を抜いていて」

　囁いて、指を蕾から抜ぬく。彼はその動きにも感じてしまったように、

「……ああ、いやあ……」

　細いため息を漏らす。

　俺は、彼の柔やわらかな腿ももに触れ、そっとそのしなやかな脚あしを広げさせる。

　その間に身体を割り込ませると、彼は怯おびえたような目で、俺を見つめてくる。

「……大丈夫、怖こわくないよ。俺の名前を呼んでごらん」

　囁いてキスをする。チュ、と音を立てて唇が離れると、彼は少し震えながら、

「……鷹之……」

　俺の名前を、自分に言い聞かせるようにして、小さな声で呟つぶやく。

　しかし、屹立を押し当てると、彼は怯えたようにびくんと身体をずりあげる。

　抱だきしめて、その身体を引き留める。

　背中にまわした手を滑らせて、まだ濡れている彼の屹立をそっと刺し激げきする。

「……はっ、やっ……ああ、ん……鷹之ぃ……」

　彼が喘ぎ、その蕾がわずかにほころんだ瞬しゆん間かんを狙ねらって、グッ、と欲望を突つき入れる。

「あっ、ああーっ！」

　彼は驚いたように叫さけび、また蕾を堅く収縮させてしまう。

　しかし俺の先せん端たんをすでに受け入れているその入り口は、むりやりに開かれて、とてもつらそうで。　>>>♥

「……あ、ああ……」

　彼は、助けて、と言いたげに、苦しげに喘いだ。

「……力を抜いてごらん。それじゃ、君が傷ついてしまう……」

　囁いてやると、彼は、できない、というように小さくかぶりを振ふる。

「……大丈夫。息を吸って。ゆっくり吐はいて……」

　従順に従う彼の屹立を、ゆっくりと扱しごき上げてやる。

「……ん、んん……」

　彼の唇から、甘い声が漏れる。先端に蜜を塗り込めると、身体からだがピクンと震えて、蕾が、俺を待つように柔らかく蕩とろけてくる。

「……あ、いや……んん……」

　彼の色っぽさに我を忘れそうになる自分を必死で抑おさえる。彼を驚おどろかせないように、ゆっくりと欲よく望ぼうを押し入れる。

「……息を吐いて……力を抜いて……痛い？　我が慢まんできなかったら言って……」

「……だいじょ、ぶ……」

　痛みに震えながらも、彼は気き丈じように呟き、

「……あっ！」

　屹立が感じやすい部分に当たったのか、背中を、クッとしなやかに反り返らせる。

「……ん？　ここ？」

　そこを擦こすり上げるようにしてやると、彼は目を閉じ、声にならない喘ぎを漏らす。

「……っ、くっ……！」

　彼の腕が、必死の仕草で、俺の裸はだかの背中にまわる。助けを求めるようにして、俺にすがりついてくる。

　華奢な腕、彼の肌。吸いついてくるほどにきめが細かく、その身体は彼の内部の熱を示すようにふわりとあたたかく……、

「……動くよ、大丈夫？」

　囁ささやくと、彼はうなずいて、

「……お願い……」

　と囁いた後、口の動きだけで、して、と伝えてくる。

　彼の恥はじらうように染まった頰ほおが、俺の、残っていたわずかな理性を吹き飛ばした。

　俺は全すべてを忘れて彼を激しく奪った。

　こんなに淫みだらなことをされ、しかし彼はそれでも高貴で美しかった。

　俺は全てを忘れ、彼に溺おぼれる。

　ベッドが、二人の動きに合わせて、激しく揺ゆれた。

　彼は、かぶりを振り、許して、と喘あえぎ、しかし俺に感じて身体を甘く震ふるわせ……、

「……あっ、ああっ、だめ……鷹之……！」

　悩なやましくかすれた声を上げ、濡ぬれた蕾で俺を締めつけて……、

「……あっ、いやっ、イくっ……！」

「……イッていいよ……」

　囁いて、限界まで勃たち上がった中心を指で愛あい撫ぶしてやると、

「あ、んんっ！　ああーっ！　鷹之ぃっ……！」

　彼は俺の名前を呼び、その美しい屹きつ立りつから、白い蜜みつを、トクン、トクン！　と放った。

　きゅうっ、とたまらなげに締め上げられて、俺ももう何もかも忘れ、彼の蕾の奥深くに、思い切り欲望を放ってしまう。

「……あっ……んん……っ！」

　それでまた感じてしまったのか、彼はもう一度ピクン、と身体を震わせる。

　……こんな、気高い天使のような顔をして……、

　俺の心に、いとおしさが広がる。

　……ベッドの中の彼は、なんて色っぽいんだろう……。

「……ああ……」

　ため息を漏もらし、ゆっくりと弛し緩かんする彼の、華奢なあごにキスをする。

「……愛してるよ……涼音……」

　囁くと、彼の閉じた瞼まぶたの隙すき間まから、涙なみだが一筋、流れ落ちた。

「……どうして泣くの？　今夜のことを、後こう悔かいしている？」

　彼は、大きくかぶりを振り、それから瞼を開いて、潤うるんだ目で俺を見つめる。

「……後悔なんかしてない。すごく幸せだった……」

「だった、なんて言わないで。すごく幸せ、って言ってごらん」

　彼は、その美しい顔に、笑いを浮うかべる。

「……うん、僕、すごく幸せだよ……」

　……彼の微笑ほほえみは、なぜ、こんなに儚はかなげなんだろう……？
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　彼に抱だかれたあと。僕は一晩中、眠ねむれなかった。

　身体は、たまらない快感の余よ韻いんで、まだ甘く痺しびれている。

　何度も何度も、深い眠りの中に引き込まれそうになった。だけど……、

　そっと目を開けると、すぐそばに、月明かりに照らされた彼の寝ね顔がお。

　彼は本当にハンサムだ。その寝顔すら端たん整せいで……でも今は、どこか子供みたいに無む邪じや気きに見える。

　規則正しい寝ね息いきのリズム。彼は深い眠りに落ちているはず。

　でも彼の腕うでは、もう離はなさない、とでも言っているように、僕を抱きしめてくれていたんだ。

　……本当は、このままずっと彼の腕の中にいたい。……でも……。

　僕の心が、きゅっと痛む。

　彼を起こさないように、ゆっくりとその腕の中からすり抜ける。

「……ん……涼音……」

　彼が小さく呟き、そっと僕の手首を摑つかむ。そして、半分寝ね言ごとのようなかすれた声で、

「……どこに、行くの……？」

「……もう一度、シャワー。……また、汗あせ、かいたから……」

　僕が言うと、彼はその端整な顔にどこか不安そうな表情を浮かべ、

「……すぐ、戻もどってきてくれるね。……でないと、この手を放さないよ……？」

「……うん……寝ねてて。シャワーを浴びたら、すぐベッドに戻ってくる」

　僕が囁くと、彼は安心したように少し笑い、それから僕の身体を、くっと引き寄せる。

「……あ……」

　倒たおれ込んだ僕を抱きしめ、唇くちびるに、チュッとキスをする。

　まつげが触ふれそうなほど近い距きよ離り、うっとりとした、でもまだ少し眠そうな目で僕を見つめ、

「……俺が寝てしまっていたら起こして。夜が明ける前に、もう一度抱きたいよ」

　甘い声で囁く。僕は、なんだかすごくつらくなりながらも、むりやり笑ってみせて、

「……エッチな人」

「……君のせいだ。愛してるよ」

　彼は囁いて、僕の唇に、もう一度、さっきより深いキスをする。

　そして眠そうな、でもすごく幸せそうな顔で笑いかけ、それからもう一度目を閉じる。
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　僕は、シャワーの雨の中に立ちつくしていた。

　洗面台の上には、ベッドサイドからそっと拾い上げてきた、上着とシャツとジーンズ。シーツの間から持ってきた下着、リビングのローテーブルから取ってきた眼鏡めがね。

　数時間前、彼の手で、それらを全すべて取り去られた時のことを思い出して、胸が痛む。

　僕の身体は、何度も蕩けさせられてしまった証しよう拠こに、どこもかしこも甘く疼うずいてる。

　肌はだを見下ろすと、鎖さ骨こつにも、胸にも、下腹にも……花びらのように散る、彼の唇の痕あと。

　僕は甘い記き憶おくをたどってしまいそうな意識を叱しかりつけ、自分に言い聞かせていた。

　……きっと、朝が来たら、全てが終わってしまう。

　……夜が明けたら、どんな魔ま法ほうだって、とけてしまうんだ。

　僕はシャワーを止め、きゅっと目を閉じる。

　……彼はきっと、後悔した顔をする。

　……一夜だけの遊びで抱いた男に、『愛してる』なんて言わなきゃよかったって。

　僕の心が激しく痛む。

　心と、甘く痺れる身体からだに、今夜の記憶が刻まれている。

　熔とけるほどに熱くて、甘くて、気が狂くるうほど幸せだった。

　……この煌きらめくような記憶が、苦い後悔に変わるくらいなら……！

　僕は目を開け、バスタオルで身体を拭ふき、すばやく服を身につける。

　裸のままでいたら……決心が鈍にぶってしまう……！

　きつく唇を嚙かんで、眼鏡をかける。

　バスルームの電気を消し、ドアを開けてリビングに出る。

　ベッドルームのドアはきちんと閉めた。少しくらいの物音を立てても聞こえないくらい、ここの防音はきっちりしているようだったけど……、

　僕は、スニーカーを履はき、ソファに置いてあった鞄かばんと楽がく譜ふの入ったファイルを拾い上げ、辺りを見回し……、

「……あ……」

　……腕時計がない。

「……うそ……どうしたんだっけ……？」

　あれは、父さんからもらった大事なオメガ。

　ずっと大切にしてきて……、

　僕は、この部屋に入ってきたときのことを思い出す。

　ソファに座って、話していて、キスをして、そのまま抱き上げられ……、

「……ベッドルームだ……」

　服を脱ぬがせてもらった時、時計を外した。彼がそれをベッドサイドのテーブルに……、

　彼が寝ている間に、そっと行って取ってくるしか……、

「……涼音……？」

　ベッドルームのドアの向こうから聞こえた、微かすかな彼の声に、心臓が跳はね上がる。

　……彼、起きてる……。

　ということは、今にもノブが回って、ベッドルームのドアが開くかもしれない。

　……もう一度彼の顔を見てしまったら、僕は、もう……。

　心臓が、ぎゅっと痛む。今すぐにでも、泣き出してしまいそうだ。

　踵きびすを返し、リビングを横切って、廊ろう下かへのドアに走る。

　そして、そのまま……僕はホテルの部屋を後にしてしまったんだ。
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　彼がまだ隣となりにいないことに気づき、俺は短いまどろみから目を覚ます。

「……涼音……？」

　隣の部屋に向けて呼んでみるが、返事がない。

　……まだシャワーだろうか……？

　思いながら絨じゆう毯たんの上に目を落とし、さっきまでふわりと落ちていた、彼の服が消えていることに気づく。

　一気に眠ねむ気けが覚める。心をよぎった冷たい予感に、俺は身を起こした。

　ベッドから下りようとして……サイドテーブルに、彼の時計が、きちんと置いてあるのに気づく。

　……まるで、天使のような彼の存在が夢ではなかったことを、証明するかのように。

　……まさか、彼が、いきなり消えてしまうはずがないじゃないか。

　この時計を、とても大切そうにしていた。

　それに、あんなに感じ、優やさしく身体を開いてくれた彼が、どこかに行ってしまうはずがない。

　……しかし。

　涼音には、不思議な雰ふん囲い気きがある。

　それは、彼の言動に見え隠かくれする禁きん欲よく的な性格からくるのかもしれないし、まるで天使のような、浮うき世よ離ばなれしたあまりに美しい容姿からくるものかもしれない。

　どんなにしっかり捕つかまえたと思っても、あっさりと指をすりぬけ、飛び去ってしまいそうな。

　遠くで、ドアの閉まる音がしたような気がした。

　バスルームから、彼が出てきたんだろうか？

　俺は少しだけ待ち、それからもう、ドアの向こうからは何の音もしないことに気づく。

　……涼音……？

　バスローブを羽織り、ベッドルームを横切って、リビングへのドアを開けた。

　暗いリビングには……誰だれもいない。

　ソファのところに置いてあったはずの、彼の鞄と眼鏡、それに楽譜の入ったファイルが消えている。

　俺は一いつ瞬しゆん、息を吞のむ。それからリビングを横切って、バスルームに走る。

　ドアは開いたままだった。暗いバスルームには、まだ湯気とシャボンの香かおりが残っている。

　シャワーブースは、彼がシャワーを浴びたことを示すように、濡ぬれている。

　タオルかけにきちんとかけられた、湿しめり気を含ふくんだバスタオル。

　あとは、彼の痕こん跡せきを残す物は、一いつ切さい残されていなかった。

　……涼音……！

　俺は、噓うそだ、と心の中で叫さけびながら、ベッドルームに走る。

　Ｙシャツとスラックスに着き替がえ、お守りのように、彼の時計をポケットに入れる。

　昨夜、彼を無事に見つけ出せたように、これを持っていれば、彼に必ず会える気がして。

　靴くつを履き、カードキーを持って部屋を出る。廊下を見み渡わたすが、彼の姿はない。

　エレベーターホールに走り、ボタンを押す。

　階数ランプを見ると、二基のエレベーターが、下に下がっていくのが見えた。

　一基のエレベーターは、フロントのある三階に止まった。

　……それは、チェックアウトをする客が乗っていたことを示しており……、

　そしてもう一基のエレベーターは、フロントのある三階には止まらず、エントランスのある一階まで下りた。

　……それは、チェックアウトの客ではなく、ただ外に出たいだけの人間が乗っていたことを示していて……、

　俺は、到とう着ちやくしたエレベーターに飛び乗り、一階のボタンを押す。

　……どうしてだ、涼音……？

　一階に下りた俺は、正面のエントランスから出て、車通りのない道路を必死に走った。

「涼音！　涼音ーっ！」

　呼ぶが、その声はまだ暗いビルの谷間に反はん響きようするだけ。

　俺は、少し考えてから、道路を新宿駅の方向に走り出した。

　彼が家に帰るつもりなら、きっと駅に向かうだろう。

　途と中ちゆうで追いつくことができるかもしれない。

　昨夜も、あんなに人の多い場所で、彼を見つけ出すことができたんだ。

　俺はポケットに手を入れ、彼とともに過ごした時間の、唯ゆい一いつの証しよう拠こである時計を握にぎりしめた。

　……きっと、彼を見つけ出せるはずだ……！

　俺は自分に言い聞かせ、彼を捜さがして走り続けた。
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　夜明けのほの暗い道路に、僕は立っている。

　初夏の風が、まだ少し濡れている僕の髪かみを揺ゆらしている。




　僕は、三階でエレベーターを降りた。

　広々とした豪ごう華かなロビーにはひと気がなく、フロントにいた従業員は少し眠ねむそうだった。

「メッセージをお願いしたいんです」

　言うと、彼は少し驚おどろいたような顔で僕を見つめ、それから慌あわててメッセージペーパーとペンを渡わたしてくれた。

　書こうとすると、言葉が溢あふれてしまいそうになった。

　昨夜、どんなに幸せだったか。彼をどんなに愛いとしく思ったか。そして、今も……、

　僕は涙なみだをこらえながら、ペンを走らせる。

『黙だまって帰ってごめんなさい。さよなら』

　それだけを書いて、紙を畳たたみ、ペンと一いつ緒しよにフロントの人に渡した。

「これを、２８４５室の、篁さんにお願いします」

　彼はクレジットカードを見せていた。ということは、チェックインは本名でしている。一瞬、やっぱり噓の名前を言われてたら？　と思ったけど、彼は不ふ審しんそうな顔をすることもなく、

「篁さまですね。承うけたまわりました」

　うなずいて、受け取ってくれた。……彼は本当に、本名を僕に教えてくれていたんだ。

　呆ぼう然ぜんとしたままロビーを歩き、例によって迷ってしまい……僕はさっきと違ちがうエレベーターの前に出た。

「これでも下りられるよね」

　呟つぶやきながら待機していたそれに乗り込み、一階のボタンを押した。

　そのエレベーターは、ホテルの裏に出るエントランスの前に到着するものだった。

　僕はホテルの裏から外に出た。ふと、彼が追ってきてくれているような気がした。

　……彼の顔を見たら、泣いてしまう……！

　僕は、思った。

　……そして、あなたを本気で好きになってしまった、ってすがってしまう……！

　僕の足が、勝手にアスファルトを蹴けって走り出した。

　見覚えのない道をさんざん走ってから……ふと立ち止まる。

　新宿駅に向かおうとしていたのに、駅なんか影かげも形もない。

「……もしかして、逆方向に来ちゃった……？」

　そういえば、ホテルの正面エントランスは、新宿駅方向に向いていたはず。

　……ってことは、裏のエントランスは、新宿駅と反対方向ってことで。

　そこからまっすぐ走ったから、ちょうど逆方向に来ちゃったってことで。

　……方向音おん痴ちの僕が、そう簡単に目的地に着けるわけがなかった……。

　僕は、目眩めまいを覚えた。

　昨夜からの疲つかれと相まって、もう、駅まで戻もどるなんて、できそうになかった。




　僕は、空車ランプのついたタクシーに気づき、手を挙げる。

　停とまってくれたタクシーに乗り込む前、どうしても我が慢まんできずに、遠くにそびえ立つホテルを見上げてしまう。

　……どの窓の向こうか解わからない。でも、あの中のどこかに、彼がいるんだ。

　僕は、運転手さんに行き先を告げながら、思う。

　……彼は、怒おこっているかな？

　……いや、もう僕のことなんか忘れて、また深い眠りに入ってしまっただろうな……。

　なんだか、涙がこぼれてしまいそうだ。

　男の僕が、男とセックスすることなんか、許されないに決まってる。

　会ったばかりの男と本気の恋こいに落ちてしまうことなんて、ありえないに決まってる。

　……だけど僕の心は、ずっと愛していた人に別れを告げたかのように、つらく痛んでいて。

　今までずっと守ってきた、道徳とか良識とかいうなじみ深い感覚と、昨夜教えられたばかりのあたたかくてとてつもなく甘い感情の間で、揺れてしまって。

　僕はシャツの胸の辺りを摑つかんで、心臓の痛みに耐たえた。

　……こんな感情を持つなんて、許されないに決まってる。

　僕は、窓の向こうに遠ざかるホテルに向かって、小さく呟く。

「……さよなら……」

　そして、そっと目を閉じる。

　……夢は終わったんだ。彼とのことは、一生忘れない、美しい思い出になるんだ……。

　心が、壊こわれてしまいそうに痛んだ。ずっと我慢していた涙がふいに溢れ、頰ほおを伝った。

　……ああ、こんなつらい想おもいをするくらいなら……、

　……彼と、出会わずにいられればよかった……。
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　さんざん走り、俺は、またホテルに戻ってきていた。

　もし、彼がほんの少し朝の散歩に出ただけだとしたら、帰ってきても部屋に入れず、困っているに違いない、そう思ったからだ。

　俺の脳は、散歩するのに全すべての荷物を持って出ていくものか、と否定している。

　しかし、俺の心は、どうしても、彼が消えたことが信じられなくて……、

「篁さま」

　エレベーターを降り、ロビーに足を踏ふみ入れた俺を、従業員が呼び止める。

「メッセージをお預かりしていますが」

　その言葉に、俺は可笑おかしいほどホッとしてしまう。

『散歩から戻ったら、あなたがいなくて部屋に入れない。帰ってきたら、カフェに来て』。そんなメッセージを、きっと彼は残していて……、

　俺たちは、きっと、すれ違いになったことを笑い合うだろう。

　俺は、君が消えてしまったかと思った、と言い、彼は、そんなことはしないよ、と微笑ほほえんでくれる。

　フロントマンが、二つ折りにされた紙を渡してくれる。

　俺は、文面を読もうと、急いでそれを開き……、

　目に飛び込んできた、その短い文章を信じられずに、思わず目を閉じる。

　……どうして……。

　……どうしてだ、涼音……。

『黙って帰ってごめんなさい。さよなら』

　几き帳ちよう面めんに整った美しい字。そして、感情の読みとれない、あまりにも短いメッセージ。

　連れん絡らく先さきもない。次の約束もない。『さよなら』という文字が、二度と会えないことを物語る。　>>>♥

　俺は、フロントのカウンターを離はなれながら、その紙を丁てい寧ねいに折り、Ｙシャツの胸ポケットに入れる。

　胸の辺りに、少しだけ彼の体温を感じた気がして、とてつもなく寂さびしくなる。

　上ってきたエレベーターのドアが開き、外国人の三人連れがやかましく降りてくる。

　彼らは、このホテルのロゴの入った、貸し出しのトレーニングウエアーを揃そろって着ている。

　走ってきたように汗あせをかき、足にはやはり貸し出しの物らしいジョギングシューズ。

　今度は泳ぐつもりなのか、ロビーフロアからプールの方に向かって歩いていく。

　そして、俺は理解した。

　あの時、一階に下りたのは、彼らだった。そして、三階で下りたのが……涼音だったんだ。

　あの時、エレベーターの『１』ではなく、『３』のボタンを押してさえいれば……俺は、彼を行かせないことができ……、

　思ってしまってから、俺は深いため息をつく。

　……俺が目を覚ます前に、彼は部屋から出ていった。

　……大切にしていた時計を、置いていってしまうほど、慌てて。

　胸に、絶望に似た暗い雲が広がる。

　……彼は、俺に、引き留められたくなかった……？

　俺は、昨夜見た、彼の美しい姿を思い出す。

　彼は優やさしい声で、俺に愛の言葉を囁ささやいてくれた。

　あれが、噓うそだったとは思えない。絶対に、そう思いたくない。

　俺は、心に決める。ポケットから彼の時計を出し、それを見つめながら思う。

　……君を捜さがし出す。俺はあきらめない。

　……君の、本当の気持ちを確かめるまで。
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　僕の身体からだは、あの時のことを思い出すだけで不思議に熱くなる。

　そして、心は、泣いてしまいそうに痛む。

　……どうしてあの時、逃にげてしまったんだろう？

　……どうして二度と彼に会えないように、自分からしてしまったんだろう……？

　思ってしまってから、僕は慌あわてて、

　……そうじゃない！　僕は逃げてしまったことを後こう悔かいしてるんじゃなくて……！

　唇くちびるを嚙かみながら、思う。

　……僕は、一夜の過あやまちでアンナコトをしてしまったことを、後悔してるんだ！
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　さんざん迷って寮りようの部屋に着き、荷物を置いた後。僕は、今度は学園長室を探していた。

「ええと……どこだったかなあ？」

　面接で、この学校の学園長室には一度来たことがある。

　……でも、僕はものすごい方向音痴だから……その時も迷いまくったし……、

「おはようございます」

　後ろから声をかけられて、慌てて振ふり向く、

　そこに立っていたのは、華奢で、すごく綺き麗れいな顔をした生徒だった。

　ふわりとした茶色の髪かみ、茶色の目。高校生にしてはオトナっぽい顔。多分、三年生だろう。

「今日からいらした、新しい先生ですよね？」

　その子が、顔に似合った綺麗な声で言う。僕は苦く笑しようして、

「そうだよ。臨時採用の真宮です。音楽を担当する。よろしくね」

　僕が右手を差し出すと、彼はにっこりと落ち着いた笑いを浮うかべて、僕の手を握にぎり、

「小山内と言います。生徒会の副会長をしています。よろしくお願いします」

「副会長なんだ！　さすがにしっかりしてるね！　小山内くん、ちょっと聞きたいことがあるんだけど……」

　僕は、ちょっと赤くなりながら、

「僕、迷っちゃったんだよね。学園長室って……どこ……？」

　彼は少し驚おどろいたような顔で、

「学園長室ですか？　校舎のちょうど反対側の端ですけど……？」

「しまった！　逆方向に歩いて来ちゃった！　戻らなきゃ！　ここって、なんて広いんだ！」

　僕は思わず叫さけぶ。学園長室に来なさい。と言われた時間まで、あと十五分しかない。

　……もし、また迷ったら……！

「僕がご案内します、真宮先生。……素す敵てきな先生が来て、学園生活がさらに楽しくなりそう」

　言って、妙みようにオトナっぽい色気のある顔で笑われて、僕は一人で赤くなってしまう。

　……なんか僕、生徒よりもガキっぽいかも……？
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「……おはよう。どうですか、我が校の印象は？」

　鳳おおとり学園長が、大きなデスクの向こうで笑う。

　彼は、まだ三十代の若さで、この名門校の学園長になったほどのやり手。……というか、ここはもともと彼の一族が、代々経営している学園なんだ。

「は、はい！　生徒たちもいい子ばかりのようですし、授業を始めるのが楽しみです！」

　僕が緊きん張ちようしながら言うと、彼はすごく格好いい仕草で細身のタバコを構えたまま、

「……それはよかった。模も範はん的な、いいお答えだな」

　なんだか少し笑いをこらえているような声で言ってくれる。

　この学園の学園長、鳳倖こう司じ氏は、モデルみたいなすごい美形だ。歳は四十代前半って聞いたけど、陽ひに灼やけた頰と引き締しまった身体をしていて、もっとずっと若く見える。

　父さんも鳳氏も、この学園の出身。そして父さんは、ちょうど彼と同じくらいの四十四歳。

　この間の面接の時にはそんな話は出なかったけど……もしかして、この人と父さんは、どこかですれ違ちがったこともあったかもしれないな。

「……君は、若い頃ころの君のお父さんに、本当によく似ているね」

　考えを見み透すかされたようなタイミングで言われて、僕は驚いてしまう。

「……えっ、父をご存じなんですか？」

「君のお父さん、真宮柾まさ音ねくんとは、同級生だ。学園生活を一いつ緒しよに過ごした仲なんだよ」

「そ、そうなんですか？」

「そうだよ。だから、君のことも他人とは思えない」

　彼はなにか含みがあるような声で言い、タバコを一息吸ってから、僕を見つめてふっと笑う。

「……これから一ヶ月が、楽しみだよ、真宮先生！」
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　それから四十分後。僕は、講堂で行われている朝礼に出席していた。

「……真宮先生、うなじも綺麗だなあ。それにいい香かおり。キスしてみたいなあ……」

　隣となりに座っている吉村先生が、身を屈かがめ、耳に吹ふき込むようにして囁いてくる。

　僕は、くすぐったさに思わず震ふるえてしまってから、

「……吉村先生、朝礼の最中ですよ、お静かに……！」

　慌てて囁く。彼は、全然聞いてないような平気な声で、

「……さっきのご招待はまだ有効ですよ。……今夜、どうですか？」

　僕は大声を出しそうなのをやっとのことで抑おさえ、囁き返す。

「……いやですっ！　だからお静かにっ……！」

「……真宮先生！」

　反対側の隣、さっき紹しよう介かいされたところによると古文の先生、三み好よし女史が、

「……朝礼の最中はお静かに！」

　厳しい声で囁き、細すぎる眉まゆをきゅっと上げる。僕は生徒みたいにすくみ上がって、

「……す……すみません……」

　職員席から一番近いところに座ってる三年の生徒たちが、唇の端で微かすかに苦笑している。

　……うわ、僕、すんごく格好わるい……！

　横にいる吉村先生をキッと睨にらんでやるけど、彼は、尻尾しつぽを振る犬みたいな嬉うれしそうな顔で笑いかけてくるばかり。全然反省の色なし。

　……もう、知らんぷりするのが一番かもっ……！

　僕はため息をついて、生徒に笑われないように姿勢を正す。

　さりげなく見み渡わたしてみると、生徒たちはホントにお金持ちっぽい品のいい子が多い。

　だいたい学校に一人や二人いる、不良っぽい生徒が……ここには一人も見あたらない。

　講堂に集まった全員が、姿勢を正して、完かん璧ぺきに品行方正な顔をして前を向いている。

　僕は不思議に思ってしまってから、いやいや、と否定して、

　……問題のある子がいないっていうのはいいことじゃないか……！

　……やっぱ、お坊ぼつちゃまばかりだと、バカらしくて不良化なんかしていられないのかなあ？

　……それとも、伯鳳学園の生徒会ってやつは、そんなに統とう率そつ力があるわけ……？

　しかし。お金持ち揃ぞろいで栄養が行き渡わたってるせいか、それとも世代の違いか、三年生の生徒のほとんどは、僕よりもよっぽどオトナっぽいし、背だって高くてガタイもいい。

　……最近の高校生って、大学生……いや、社会人って言われても、全然わかんないよなあ。

　……この中に交ざったら……僕なんかの方が、高校生と間ま違ちがわれそう……。

「……それでは……生徒会長、生徒会からの連れん絡らく事じ項こうをお願いします」

　司会進行役の、三年の学年主任らしい先生がマイクに向かって言う。

　……生徒会長かあ……。

　僕は、さっき副会長の小山内くんに聞いた、生徒会長のプロフィールを思い出す。

　財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司し、どこかのコンツェルンの次期総そう帥すい。

　中学校卒業の歳までスイスの有名な寄宿制のお坊ちゃま学校で過ごし、高校からは日本の経済と経営学を学ぶために日本に帰ってきて……、

　学力は余よ裕ゆうで万年トップ、スポーツ万ばん能のう、おまけにものすごい美形。性格は穏おん和わで、考え方はオトナで、生徒会長としても完璧な器うつわだって言うし……、

『彼のプロフィール、知らなかったんですか？』と彼は少し意外そうに言った。そんなに有名な人なの？　と思いながらうなずくと、彼は、『イジメられないように用心してください』って付け加えてきた。

　僕は、小山内くんの楽しむような口調を思い出して、ちょっと微笑ほほえましく思う。

　……僕が新人だから、心配してくれたのかな？　秀しゆう才さいの生徒会長にイジメられないかどうか。

　……僕だって、新人とはいえ、いちおう教師なんだ。生徒にイジメられるなんてことは……。

「……おはようございます。生徒会からの連絡事項をお知らせします」

　マイクを通した低い声が、僕の思考を中断した。

　……え……？

　その声は、僕の脳のう髄ずいを痺しびれさせ、僕の身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「来週、第一回の予算委員会が開かれます。各部の部長は、部費として申しん請せいしたい金額の見積もりと、その詳しよう細さいを書類にして……」

　事務的な口調で淡たん々たんと語られる、その言葉の内容。それは僕の頭の中を素す通どおりしていたけど、その声は、僕の、心の奥の奥に封ふうじ込めたはずの記き憶おくを鮮あざやかによみがえらせた。

『君と出会えたのは運命、と俺は思う』

『……愛してるよ……』

　彼の言葉が、また聞こえるような気がして……、

　僕は、固まった身体をむりやり動かすようにして、視線をステージの上に移す。

　マイクの前に立っていたのは、背の高い生徒。この学校の制服である紺こんのスーツに、レジメンタルっぽいネクタイ。

　オトナっぽい顔と相まって、彼は高校生というよりは、まだ若いサラリーマンのように見え……。

　……うそだ……。

　彫ほりが深くて男っぽい、ハンサムな顔。ちょっと冷たそうな光をたたえた、精せい悍かんな黒い瞳ひとみ。

　それは、この三ヶ月間、僕が片時も忘れることのできなかった……、　>>>♥

　ステージの上で、冷静な声で話していた彼が、ふと視線をこっちに向ける。

　まっすぐに見つめられたような気がして、僕はそのまま硬直する。

　鼓こ動どうが、どんどん速くなっていく。

　……信じられない……。

　僕は引きはがすようにして、彼から目をそらす。

　……まちがいない……。

　今、伯鳳学園の生徒会長としてそこに立っているのは……、

　僕は、鼓動を静めようと深呼吸をした。

　そうでもしないと……立ち上がって走り出し、講堂を飛び出してしまいそうだったから。

　彼は……三ヶ月前、僕がセックスをした男、篁だった。

　……どうして……？

　僕は、混乱しながら、思っていた。

　……オトナっぽく見えた彼は、まだ十代の……高校生で……？

　……そのうえ、僕の教え子になる……？

　僕は、泣いてしまいそうになる。

　……まさか……あの夜の男と、こんな形で再会するなんて……！

　彼のことは、もう忘れたはずだった。だけど……、

　僕の胸は、まだこんなに甘くしめつけられて……もしかして、コレは……、

　思ってしまってから僕は慌あわててその考えを否定する。

　……ちがう……これは、行きずりの男とあんなことをしたことに対する罪悪感だ……！

　しかも。彼は、僕の、絶対に人に知られたくない過去を知っている。

　……もし彼が、僕との夜を面おも白しろ半分に言いふらしたとしたら……、

　胃の辺りから、スッと血の気が引いた。

　あの年とし頃ごろの男の子にすれば、街で出会った誰だれかとそのまま……なんてことは、単なる面白半分の自じ慢まん話ばなしになるだろう。

　しかもその相手が、新任の、男の教師だったら……その自慢話はとんでもないスキャンダルとして、学園を駆かけめぐるに違ちがいない。

　ゲイだなんて噂うわさが生徒に広まったら、僕は無事ではいられない。

　この学園への臨時採用が決まった時、伯父おじさんも伯母おばさんも、手放しで喜んでくれた。厳格な二人が、本当に嬉しそうに。

　教育の世界は広いようで狭せまいらしい。しかもゲイで生徒に手を出した教師の噂なんて、あっという間に教育委員会に伝わるだろうし……、

　そうなったら、僕がクビにされるだけじゃなく、きっと伯父さんや伯母さんに迷めい惑わくが……、

　なによりそんなことが学園長に知れたら、篁も一いつ緒しよに処分を受けてしまうに違いない。

　思ってから、僕はまた深いため息をつく。

　……悩なやんでも仕方がない……。

　きっと彼は、三ヶ月も前、一晩だけ一緒に過ごした男のことなんか、もうとっくに忘れてる。

　……思い出されないように、彼のことを避さけるしかない。

　幸いにしてこの学園は広い。音楽教師だけでも僕のほかに二人いる。

　あの彼を受け持ってしまうかどうかの確率は三分の一あるけど……少なくとも授業以外の時に必要以上に会わないように避け続ければ……なんとかなるかもしれない。

　それに……もし彼が思い出したとしても、わざわざ蒸むし返したりなんかしないかな。

　……彼にとっても、気の迷いで男と一晩過ごしてしまったことなんて、もう忘れたいことだろうし……。

　心臓の辺りが、きゅうっと痛む。

　……ああ、どうして、そう思うだけでこんなに胸が痛むんだろう……？
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「……生徒会の顧こ問もん補ほ佐さに、真宮先生を？」

「ええ」

　俺はうなずいた。学園長は、その端たん整せいな顔に不思議そうな表情を浮うかべ、

「前の顧問が辞やめて以来、三年生の学年主任の溝みぞ口ぐち先生が顧問をしてきたじゃないか。彼だけではなにか不満かな？」

　言って、細身のタバコに火をつける。俺は、肩かたをすくめて、

「不満はもちろんありません。しかし溝口先生は、フェンシング・クラブの顧問も務めていらっしゃいます。そちらの遠えん征せいもあって、お忙いそがしいようですし。我々は、短い間でもいいですから、真宮先生に、顧問として意見を述べていただきたいのです」

　振ふり向くと、副会長の小山内も、

「学校の問題点を指し摘てきしていただくには、やはり外部から来た、真宮先生のような方がぴったりですし」

　言って、これでいいの？　というように俺に眉まゆを上げてみせる。会計の村瀬も鹿しか爪つめらしく、

「外部から来た先生なら、いろいろと新しいアイディアを提案してくださるでしょうし」

　そして、多嶋が、

「それに僕たち、真宮先生のファンなんですうー！　だって彼、綺き麗れいなんだもーん！　顧問になってもらえれば、そばでお話もできるしー！」

　能天気に叫さけぶ。俺は慌てて睨にらむが、学園長は楽しそうに笑って、

「……あはは。真宮先生は、いらした早々、大人気のようだね」

　言って、含ふくみのある横目で俺を見る。

　もしかして、君が、彼のことを特に気に入ったんじゃないの？　とでも言いたげなその顔。

　……全く、勘かんの鋭するどい男だ……。

　俺は思いながらも、礼れい儀ぎ正しい口調で、

「このままにしておくと、自分の部の顧問補佐に、といろいろなクラブがこぞって名乗りを上げ、モメ事が起こります。……その前に、彼を生徒会の顧問補佐に」

　彼は、考えるような顔でタバコを吸い、形のいい唇くちびるから煙けむりを細く吐はき出して、

「……ううーん。これは私の一存ではね。真宮先生の、ご意見を聞いてみなければ」

「彼がオッケーと言えば、学園長は承しよう認にんしてくださるんですね？」

　俺が畳たたみかけようとして言うと、彼はにやりと笑って、

「まあ、あんなに控ひかえめそうな彼が、赴ふ任にん早々、私の提案を断れないとは思うけれど」

「じゃあ、オッケーってコトですか？　わーい！」

　多嶋が、まるで新しいおもちゃをもらった子供のように、両手を上げて喜んでいる。学園長は、俺に視線を合わせたまま、

「……ただし。彼は、私の大事な人の息子むすこさんなんだ。くれぐれもイジメるような真似まねはしないでくれよ」

　いつもふざけたような口調の彼の声に、真しん剣けんな響ひびきが混ざっている。

「イジメるだなんて、とんでもない」

　俺は、真ま面じ目めな生徒会長らしい顔を作りながら、

「我々は、伯鳳学園生徒会、ひいては学園のためを思って、提案をしにきただけです」

　学園長は、本当かな？　という顔で眉をつり上げ、俺を見つめる。

　美味おいしそうにタバコを吸い、ゆっくりと煙を吐き出すまでの間、俺から視線を離はなさない。

　それから、ふと薄うすく笑って、

「……いいだろう。こんなに慕したってくれる生徒がいて、彼は幸せ者だね」
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「せ、生徒会の顧問補佐、ですかっ？」

　僕はあまりのことに叫んでしまう。学園長は、そのすごくハンサムな顔に笑いを浮かべ、

「……そう。あなたにならぴったりかと思って」

「……いえ、しかし……僕みたいな若じやく輩はい者が……」

「……大だい丈じよう夫ぶ、生徒会長の篁くんがあれだけしっかりしているので、本当のところ、顧問にはたいした仕事はないんですよ。それに、形だけとはいえ、正顧問もいることはいますし。ほかの部の活動が忙しいので、まずほとんど顔は出さないようですが」

「……いえ、あの、オーケストラ部の方は……？」

「……音楽主任の中なか野の先生がやってくださっています。この学園の生徒会の顧問になるのは、名めい誉よなことですよ。それとも……なにか……顧問になるのが嫌いやな、特別な理由でも？」

　眉をつり上げて、少し怒おこったように言われたら、僕は慌ててかぶりを振って、

「……いえ、光栄です……」

　……と、言うしかないじゃないか！

　学園長は、そのハンサムな顔に満面の笑えみを浮かべて、

「……それはよかった。今日の放課後から、生徒会室に顔を出してみてください。彼らがなんでも教えてくれますから、大丈夫です」

　言って、話は終わったよ、というようにうなずいてみせる。

「わかりました。……失礼します」

　僕は頭を下げ、学園長室から出ながら、小さくため息をつく。

　学園長はすごくハンサムで格好いいし、優ゆう秀しゆうな人みたいだけど、けっこうワンマンな部分もある人らしい。

　あんまり逆らわない方がいいって、吉村先生も言ってたし。

　それに、ここで学園長の印象を悪くしたら、これからの学園生活が思いやられるし……。

　でも、生徒会の顧問になんかなったら、あの篁って生徒会長と毎日のように顔を合わせなくちゃならない。

　……どうしよう……。

　……前門の虎トラ、後門のオオカミってヤツ……？
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　僕は、ため息をつきながら、音楽室で授業の始まりのベルを待っていた。

　ピアノの前のイスに座り、鍵けん盤ばんの蓋ふたを開ける。

　国産の古いグランドピアノ。父さんも……このピアノを弾ひいたんだろうか？

　鍵盤の上に指を走らせてみる。……少しだけ、調律が狂くるってるな。

　ピアノに触さわるのは……すごく久しぶりのような気がする。

　適当に指慣らしをしてから、深呼吸。

　手が弾きだしたのは、スケルツォ・第二番・変ロ短調。ショパンだ。

　最初のソット・ヴォーチェ、それに続くダイナミックなフォルテ。

　大学生の時、何度も演奏会で弾いた曲。でも、卒業前のコンテストの課題曲になり、それで賞を逃のがしてから……ずっと弾いていなかった。

　僕は目を閉じて演奏に没ぼつ頭とうしようとする。何もかも忘れたい。

　でも……。

　僕の頭を占しめているのは、朝礼で見た、彼の姿ばかりだった。

　……三ヶ月前と、少しも変わっていない……？

　……いや、前よりも逞たくましくて、ますます男っぽくなったみたいな……。

　弾きながら、泣いてしまいそうになる。

　彼は、あの朝、突とつ然ぜん消えた僕を、怒っているだろうか？

　僕は、未いまだに、あの優やさしかった夜のことを夢に見る。

　彼は、魅み力りよく的で、とても優しく、そして純じゆん粋すいな人だろうと思う。

　もし僕が男じゃなく、あんな出会い方をせず、こんな関係でなかったら……どんなによかっただろう。

　もし僕が女性で、普ふ通つうの男女として出会い、普通の恋れん愛あいに堕おち、そして結ばれたんだとしたら……どんなに幸せだっただろう。

　……でも、そんなことは思っても仕方のないことで……。

　このままでは、彼の将来に傷がついてしまう。

　男と、しかも教師と関係したことがあるなんて、学校や彼の両親にバレたら、たいへんなことになる。

　とても明るいはずの彼の将来が……めちゃくちゃになってしまう。

　……そんなことになるくらいなら、僕は……。

　心に、つらい痛みが走る。

　僕は、中間部の叙じよ情じよう的な旋せん律りつに移ろうと深く息を吸い込み……それをため息にして吐き出して、演奏の手を止める。

　……集中できない。全然だめだ……。

　いきなり、音楽室のドアが開いた。

「真宮先生！　すごおーい！」

「ピアノ、すんごく上手なんですねー！　ＣＤかけてるのかと思った！」

「もっと聴ききたい！　弾いてくださいよお！」

　無む邪じや気きに言いながら、生徒たちがなだれ込んでくる。

　僕は、聴かれていたことに赤面しながらも、むりやり笑って、

「だめ。僕がピアノ弾いて遊んでたら、授業にならないでしょ？　今日はＣＤで音楽鑑かん賞しようをしてレポートを書いてもらう日だから……」

　言うと、生徒たちは、ピアノの前にいる僕を取り囲むようにして、

「ええー、ＣＤなんてつまらないよ。先生が弾いてよー！」

「そうそう！　生で音楽鑑賞！」

　口々に言う。僕は笑ってしまいながら、

「ホントにちゃんと聴くのかなあ？」

「絶対聴く聴く！」

「そうそう！　俺、真宮先生のピアノ、聴きたい！」

「僕にピアノを弾かせてれば、時間切れで、レポート書かなくてよくなると思ってるんでしょう！」

　僕は言いながら鍵盤の蓋を閉め、立ち上がる。

「僕のピアノを鑑賞しようなんて、十年はやい！　まずはアシュケナージのショパンでも聴きなさい！　ほら、もうすぐベルが鳴るから、席について！」

　言うと、生徒たちは、ザンネン、とブーイングしながらそれぞれ席につく。

　僕のピアノがすごくよかったというよりは、きっと、僕にピアノを弾かせておいて、レポートを逃のがれようとしたんだろう。

　僕は思わずクスリと笑ってしまう。

　……見かけはみんなオトナっぽいけど、中身はけっこう無邪気で、いい生徒たちかも。

　……この学園に来られてよかった……。

　思ったところで、僕の心に、鋭するどい痛みが走る。

　……彼とさえ、会わずにすんだのなら、素す直なおにそう思えたのに。

　彼の、ますます男っぽくなった、美び貌ぼうを思い出す。

　……ああ、どうしてこんなに心が痛むんだろう……？




　　　　◆◇◆




　僕の臨時採用講師一日目の授業は、なんとか全部、無事に終わった。

　産休の先生が課題を置いていってくれたおかげで、マニュアル通りにすすめればよかったし。

　この学校の生徒は本当に素直で扱あつかいやすくて、授業中に騒さわぐ子なんて一人もいなかった。

　……扱いやすいというか……気が抜ぬけるというか……。

　音楽主任の中野先生も、まだ若い市いち川かわ先生も、おっとりとしたいい人たちで……。

　篁がどのクラスだかわからないけど、ともかく授業に彼の姿はなくて……僕はホッとした。

　しかし……放課後。生徒会室に行ったら、否いや応おうなしに彼と顔を合わせることになる。

　職員室で書類をまとめながら、なんとかサボれないかと口実を考えていた僕に、

「真宮先生！」

　後ろから、聞き覚えのある声。振ふり向くと……、

「顧こ問もんがサボると困るので、連行しに来ました」

　綺き麗れいな顔に、にっこりと笑みを浮うかべているのは……生徒会副会長の……小山内くん。

　冗じよう談だんで言ったんだろうけど、今まさに逃にげようとしていた僕は、ぎくんと固まる。

「もしかして……本当に逃げようとしてました？」

　小山内くんが笑いながら覗のぞき込んでくるのに、僕はむりやり顔に笑いを押し上げて、

「そんなわけないだろ？　このレポートをまとめたらすぐに行くから……」

「じゃ、僕、待ってますね。先生がまた迷って会議に遅おくれるといけないから。ご案内します」

　そう言われたら、もう逃げられないじゃないか。僕はため息をついて書類を鞄かばんにしまい、

「これは帰ってからやることにする。荷物を片づける間だけ……待っててくれる？」

　言うと、小山内くんはうなずいて、満面の笑えみを浮かべる。

　まるで、彼の方が先生で、出来の悪い生徒に向かって「よくできました」って言ってるみたいだ。

「……真宮先生」

　いつのまにか近づいてきていた吉村先生が、声を潜ひそめて言う。

「……生徒会顧問なんて、生徒会室の隅すみに黙だまって座ってるだけの仕事なんだよ。ここの生徒会はめちゃくちゃ優ゆう秀しゆうで、顧問の出る幕なんかないんだから。サボっちゃいましょ」

　考えを見み透すかされたような気がして見上げる僕に、彼は片目をつぶってみせて、

「……そして俺とデート、にしません？　すっごく楽しい夜になると思うよ」

　僕は、サボったらサボったで、ロクなことにならなそう、とため息をつき、荷物を持って、

「……小山内くん。行こう。生徒会室に案内してくれる？」

　言うと、小山内くんは、うなずき、吉村先生を見上げて、

「先生。大事な顧問を誘ゆう惑わくしないでくださいね」

「ああー、はいはい！」

　吉村先生は、聞かれてたか、という顔で肩かたをすくめ、

「でもあきらめないよ！　だって真宮先生、めちゃくちゃ綺麗で、マジ好みなんだもん！」

「吉村先生？」

　近寄ってきた小山内くんは、高校生らしくない、妙みように色っぽい目つきで吉村先生を見上げ、

「伯鳳学園生徒会を敵に回すと、たいへんなことになりますよ？」

「ううー、こわー！」

　吉村先生は、まんざら冗談でもなさそうな顔で言い、

「真宮先生。生徒会のメンバーに、とって喰くわれないように気をつけて」

　僕に手を振って自分の席に帰っていく。僕は、荷物を持って立ち上がりながら、

「吉村先生ったら失礼だなあ。生徒を猛もう獣じゆうみたいに」

　僕が笑いながら言うと、小山内くんは、なんだか可笑おかしげな顔で僕を見て、

「でも……まんざら噓うそでもないかもしれませんよ」

　彼のあとに続いて廊ろう下かを歩きながら、僕は走って逃げてしまいたい欲よつ求きゆうと闘たたかっていた。

　……なんか、裁きを受けるために、法ほう廷ていにでも連行されているみたい。

　あの朝、彼を避さけるようにして逃げた僕を、彼は怒おこっているだろうか。

　でなければ、会ったばかりの男と遊ぶようなヤツが教師ヅラしてるなんて、って蔑さげすんでいるだろうか。

　そして、彼があのことを誰だれかに漏もらしたら……僕は、もう破は滅めつだ。

　……どっちにしろ、僕の運命は彼次し第だいってこと……？

　彼のあの黒い瞳ひとみ、あの時はあんなに優やさしかった視線が、冷たいモノに変わるのを想像して……僕はなんだか泣いてしまいそうになる。







「失礼します」

　ノックをした小山内くんが、言いながら、両開きの立派なドアを開ける。

　僕は硬こう直ちよくして室内を見、そしてあの篁がいないのを確かく認にんして、ホッと肩を落とす。

　中には大きなテーブル、そこにいるのは、見覚えのない二人の生徒だけ。

　……よかった。生徒会長は、今日は会議には欠席かな？

　……だから、僕が臨時で呼び出されたとか？

　思うと、気が抜ける。

　二人の生徒は、僕を見て慌あわててイスから立ち上がり、なぜだかすごく驚おどろいた顔で僕を見ている。

「今日から顧こ問もん補ほ佐さになった真宮です。よろしく」

　僕が、緊きん張ちようを解こうと笑いながら言うと、彼らはなんだか夢から覚めたみたいに瞬まばたきをして、

「よ、よろしくお願いします。会計の、村瀬です。三年です」

　大きくてオトナっぽい方の生徒が言って、丁てい寧ねいに頭を下げる。

「あっ、僕、書記の多嶋まことでーす！　二年生です！　よろしくお願いしまーす！」

　小さくて子リスみたいなイメージの子が言って、ぴょこんと頭を下げる。僕は笑って、

「僕、新米教師だから。なんにもできないかもしれないけど。がんばります」

　彼らは、また驚いたような顔で僕の顔を見つめて、

「ああ……しかし、真宮先生って、近くで見ると、本当に……本当に……」

「どうしよう！　僕、ドキドキしちゃうー！　嬉うれしすぎー！」

　小山内くんに向かって口々に言う。僕は、不思議に思って、

「なに？」

　小山内くんは、気にしないで、という顔で笑って、

「いえ。真宮先生は優しそうだし、顧問補佐になっていただけて嬉しいな、と」

　言いながら、僕が座るべき、顧問用のイスを示して、どうぞ、と言う。

　僕はそれに座りながら、立派な生徒会室を興きよう味み津しん々しんで見み渡わたす。

　暗い赤の布張りの壁かべ、大きな飴あめ色いろのテーブル、やはり布で張られたイス。

　学校の生徒会室、というよりは老舗しにせの高級ホテルのメインダイニングルームかどこかみたい。

「ボロいでしょう？　昔は立派だったらしいけどもう古くて。この学園っぽいですよねえ」

　小山内くんが笑いながら言うのに、僕は、

「格好いいよ。君たちみたいなお坊ぼつちゃまには古いのばかりが目立つのかもしれないけど、僕みたいな庶しよ民みんには、どこかのお屋や敷しきに紛まぎれ込んだみたいで楽しい」

　言うと、テーブルに着いたメンバーが笑う。小山内くんが、

「可愛いなあ、真宮先生」

　言うと、ほかのメンバーがうなずいている。

「可愛かわいいってなに？　あ、童顔だからバカにしてる？」

　小山内くんは、ますます可笑おかしそうに笑いながら、

「ごつい生徒の多いこの学校では、真宮先生の方が、よっぽど生徒らしいですね」

「やっぱりバカにしてる？」

　僕が言うと、三人はまたいっせいに笑う。多嶋くんが、思い出したように、

「あっ！　先生！　篁会長の勇姿、その最新版、見たくないですかー？」

「……え？」

　多嶋くんは、自分の鞄の中から数冊の雑誌を取り出す。それはすごく難しそうな経済雑誌、それに、英語版の……これも、すごくお堅かたい経済雑誌みたいだ。

「……これ……どうしたの？」

「うちの執しつ事じが、送ってくれるんです！　『お坊ぼつちゃまのご学友のことが載のってますよ』って！」

　……執事？　お坊ちゃま？　ご学友……？

　僕は、あまりの世界の違ちがいにとっさに理解できず、呆ぼう然ぜんとその雑誌のページをめくる。

「ここ、ここ！　あと、この本ではこれでしょー？　あとー……」

　彼は言いながら、フセンがつけてあったページを次々に開いていく。

「……あ……！」

　経済雑誌。『篁財ざい閥ばつの軌き跡せき』っていう特集が組まれている。

　メインページに大きく写真が載っているのは、七十歳近いであろう、貫かん禄ろくのある紳しん士し。

『篁コンツェルン現総そう帥すい・篁善よし之ゆき』っていう名前が書いてあって……、

「それ、篁会長のお父さん！　すんごい怖こわそうだけどけっこう格好いいですよねー！　あとあと、次のページ！……篁会長、格好よく写ってるでしょ！」

　多嶋くんが笑いながらページをめくり、指さした場所を見て、僕は硬直する。

『篁コンツェルン次期総帥・篁鷹之』っていう文字と、モノクロの小さな写真。

　そこに写っているのは、すごく厳しい顔をした、でもすごくハンサムな……彼だった。

　ほかの雑誌にも、篁コンツェルンの記事が載っていて……。

　英語版の雑誌の記事は、専門用語が多くてとっさには翻ほん訳やくできなかったけど、彼が総帥になったら、日本の経済にはこういう影えい響きようが、みたいなことが書いてあるみたいで……。

「お父さんが『息子むすこが二十五歳になったら、総帥の座を明け渡わたしたい』なんて言うから、ここんとこ大おお騒さわぎだよね。でも、会長なら、二十五歳で総帥でもやっていけそう」

　小山内くんが、身を乗り出しながら言う。

　僕は、その記事を見つめたまま、呆然としていた。

　お金持ちだろうな、とはずっと前から思っていた。財閥の子息だということも、頭の中では理解していた。だけど……、

　僕は、彼がいかに遠い存在の人なのかを、心の中であらためて思い知っていた。

　……彼は、彼を取り巻く一族の人々の期待を一身に受けたサラブレッドで。

　……平へい凡ぼんな僕なんかとは、本当に住む世界の違う人で。

　僕は、青ざめながら、思っていた。

　……僕は、彼に、近づいちゃいけない。彼の輝かがやかしい未来に、傷をつけるようなことは……、

　軽いノックの音。そして、いきなりドアが開く。

　入ってきたのは……彼……篁鷹之だった。

　彼は、書類の束を持ち、その一枚を読みながら部屋を横切ってきて、

「村瀬、去年の予算報告書を見せてくれる？　去年の予算との格差があまりにも……」

　言って、ふと立ち止まり、ゆっくりと目を上げる。

　彼の強い視線が、まっすぐ僕に向けられる。

「……あ……」

　近くで見ると、はっきりと解わかる。あの夜より、もっともっとハンサムになったその顔。

　深い色で煌きらめく、そのセクシーな瞳ひとみ。

　がっしりとした肩かた、スレンダーな身体からだ。逞たくましい腕うでも、あの夜のままで……。

　僕は、泣いてしまいそうになる。

　会いたかった、と駆かけ寄って抱だきついてしまいそうになる。

　……いけない……！　どうしてそんなこと……！

　僕は、慌てて気を引き締しめる。

　彼がいきなり、あの夜のことを問いつめてきたら……、

　僕は、焦あせりのあまりどうしていいのか解らなくなって、思わず言ってしまう。

「はっ、初めまして。顧問補佐になった、真宮です」

　彼は、驚いたように目を見開いて、僕を見つめる。多嶋くんが、不思議そうに、

「あれ？　篁会長と真宮先生って、前からの知り合いじゃなかったの？」

「てっきり、真宮先生は会長の想おもい人なんだと……」

　村瀬くんまでが言ったのを聞いて、僕は青ざめる。

　……彼は、どこまで話したんだろう……？

　篁は、なにかを考えるように少し言葉を切り、それから、挑いどむような目で僕を見つめる。

「……彼も、俺とどこで会ったか……すぐに思い出してくれると思うよ」

　その言葉に、僕は硬こう直ちよくする。多嶋くんが嬉しそうに、

「わかった！　真宮先生、臨時採用になる前にここに面接に来てるはず！　そのときに道を尋たずねられて会長が一ひと目め惚ぼれ、とかそういうんでしょう！　うーん、意外に青春っぽい出会いですねえ！」

「そうなんですか？　もう少し色っぽい関係かと思ったんだけどなあ」

　小山内くんまでが、そんなことを言い、さて、と呟つぶやきながら立ち上がる。

「自己紹しよう介かいも終わったことですし、失礼します。明日、英語の小テストがあるので」

「……えっ？　会議、とかは……？」

　驚おどろいた僕に、村瀬くんが、

「今日は、新顧こ問もんへのご挨あい拶さつのために臨時に集まっただけ。会議はありません。僕も失礼します。明日までに提出するレポートがあるので。……会長、去年の予算報告書はここに」

　ファイルをテーブルの上に置いて、立ち上がる。多嶋くんは、雑誌を置いたまま慌あわてて立ち、

「僕も帰ろうっと！　別に用事ないけど、ここにいるとお邪じや魔まだしー。邪魔したら会長にあとで怒おこられそうだしー。……会長、雑誌に載ってましたよ！　記念に差し上げますねー！」

「……ええっ？」

　驚いている間に、三人はそそくさと生徒会室から出ていってしまう。　>>>♥

　パタン、とドアが閉まるのを見つめ、僕はそのまま硬直し……。

「……どうして、忘れたフリをするの？」

　後ろから言われたその言葉に、ギクンと震ふるえ、それから覚かく悟ごを決めてゆっくりと振ふり向く。

　ずっと忘れようとしてきた、あの夜、そして彼のこと。

　やっと、少しだけ思い出が薄うすれかけていたのに。

　その瞳を見つめるだけで、全すべてを思い出してしまいそう。

　彼の身体の感かん触しよく、指の動き、そして僕を狂くるわせた、あの熱。

　それに……、

「ずっと会いたかった。……あの朝、どうして逃にげてしまったのか、聞かせて欲しい」

　話しかけてくるのは、あの日と変わらぬ甘い声。

　だけど……、

　彼は、二十歳はたち過ぎの独立したオトナじゃない。

　彼は、まだ十八歳の学生で。僕の生徒で。

　そして、大財閥の子息で、コンツェルンの跡あと取とり。

　僕とは、住む世界のあまりに違う人で……、

「涼音？　どうして黙だまっているの？」

　疑いを持たない、強く、まっすぐな瞳が……僕は怖い。

「教師を……」

　呟いた声は、少し震えていた。

「……教師を呼び捨てにするのはやめなさい、篁くん」

　彼は、どうしてそんなことを言うの？　という顔をするけど、すぐにうなずいて、

「わかりました、真宮先生。今の二人は、確かに教師と生徒です。だけどあの夜、出会えて、一つになれたことを、俺……」

「あの夜のことは……！」

　僕は、泣きそうになりながら、彼の言葉を遮さえぎった。

「……あの夜のことは忘れよう」

　僕の言葉に、彼は一いつ瞬しゆん、その意味が解らないという顔をする。

「……え……？」

　モデルみたいに完かん璧ぺきに整った、オトナっぽい彼の顔。それに似合わない呆然とした表情。

　それは、彼がまだ十八歳であることを証明するように、無防備で、子供みたいな純じゆん粋すいな驚きの色を浮うかべていて……、

　僕の心臓が、きゅうっと痛む。

　あの夜、彼は僕に噓うそなんか一つもつかなかった。

　サラリーマンだとも言わなかったし、歳を上に言うこともなかった。

　彼が言ったのは、自分の名前だけ。

　あの夜の僕らは、激しい欲よく望ぼうに溺おぼれ、言葉なんか忘れていた。

　あの夜の僕らの唇くちびるは、数え切れないほどのキスをすることと、相手の肌はだを滑すべることと、喘あえぎと甘いため息を漏もらすことだけに使われていた。

　もしあの朝、僕が逃げたりしなかったら、彼はきっと自分の全てを話してくれただろう。

　多分、彼はそういうまっすぐな人だ。

　僕はあの時、彼を年上で、独立した社会人だと、勝手に思いこんだ。

　見知らぬ男と一夜を過ごす自分の後ろめたさを……少しでも薄れさせるために。

「……どういうことですか？　あの夜を忘れるなんてこと、できるわけがないのに」

　信じられない、という顔で、彼が言う。

「あの時、言ったはずです。出会ったのは偶ぐう然ぜんだったけれど、俺は一夜限りの遊びだと思ってあなたを抱いたわけじゃない」

　彼の言葉は、僕の心臓に深く鋭するどく突つき刺ささる。彼は、本当に純粋な目で僕を見つめて、

「あなたの夢ばかり見た。会いたくて、ずっと捜していた。どうしてあの時逃げてしまったのか、俺はずっとあなたに聞きたくて……」

「僕はもう、忘れたいんだ！」

　僕は、耐たえきれずに叫さけんだ。

　彼の低い声、優やさしい眼まな差ざし、それはあの夜と何も変わっていなくて……、

　だから、もうほんの少しでもこのまま聞いていたら、僕は、自分の立場を忘れて彼の腕に飛び込んでしまいそうで……、

「僕にとって、あれはただの一夜の遊びだった！　だから逃げたんだよ！」

　僕は、全てのことを断たち切るように叫んだ。

　彼は、信じられない、とでも言いたげなかすれた声で、

「……まさか……」

　僕は、もうどうしていいのか解らなかった。

　ただ、彼の目に、これ以上見つめられているのは、つらくて……、

「そうだよ！　あの時、初めてだなんて言ったけど、あれは噓だ！　僕は、男なら誰だれでもよかった！　あのあとだって、あれきりじゃない！　僕はそういう人間なんだよ！」

　彼は、なにか物理的な衝しよう撃げきでも受けたかのように、少しよろめく。

　凍こおりついたような顔で僕を見つめ、そのまま動きを止める。

　……ああ……。

　僕は、涙なみだがこぼれそうなのを我が慢まんするために、唇をきつく嚙かむ。

　……これでいいんだ、きっと……。

　彼は、なにかに耐えかねたように、力なく視線を足あし下もとに落とす。長すぎるほどの沈ちん黙もくの後、

「……わかりました……」

　小さく呟く。

　彼の声があまりに絶望的で、僕の心臓まで凍ってしまいそうになる。

「……わかってくれた？　だからあの夜のことはもう忘れて欲しい……」

　僕が言うと、彼は顔を上げて、

「……わかりました。あの夜のことはもう忘れましょう……」

　彼の目には、さっきまでの優しい光はあとかたもなかった。そのかわりにあるのは、まるで野生動物みたいな、獰どう猛もうで、容よう赦しやのない冷れい酷こくさ。

　彼の手がふいに伸のび、僕の手首を強く握にぎりしめた。

「……あっ……」

「男なら誰でもいいんでしょう？　それなら、相手が俺でもかまわないはずだ」

　彼の言葉に、僕は凍りつく。

　……それって……？

「あの夜の、優しい時間も、あなたが言ってくれた甘い囁ささやきも、俺はもう全部忘れます」

　ぐいっと引き寄せられ、そのまま強く抱だきしめられて、僕は息が止まりそうになる。

「……今の俺は、ただあなたを抱きたいだけの男です」

　彼の声は、まるで泣いているかのように震えていた。

　僕は、彼の腕うでの中で、苦しみに喘いだ。

　息ができないことが苦しかったんじゃない。

　鼻び孔こうをくすぐる、甘い、オトナっぽい彼のコロンは、あの時のままで。

　身体からだにまわった逞たくましい腕も、頰ほおに押しつけられた厚い胸も、あの夜のままで。

　でも、彼は……僕には手の届かないほど、遠い人で……。

「……いや……はなして……」

　力なくもがいて彼の胸を押しのけようとする。彼は、僕の脇わきの下と膝ひざの後ろに腕を差し込んで、いきなり抱き上げた。

「あっ、なに……？」

「……あの夜と、同じことですよ」

　言われて、僕は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。それから、やっと言葉の意味を理解して、

「いや……いやだ……やめなさい、篁くん……！」

　あの時と同じことを、もう一度されたら……僕は……、

　彼は、もう何も聞こえない、という顔でかぶりを振り、僕を絨じゆう毯たんの上に仰あお向むけに下ろす。

「……あっ……！」

　慌あわてて起きあがろうとした僕の肩かたを押し戻もどし、強い力で絨毯の上に押しつけて、

「いやだなんて、言わせない。男なら誰でもいいって、言ったじゃないですか」

「……ちが……」

　違ちがうって言わなきゃいけないのに、彼の体温を身近に感じるだけで、僕はどうしていいのか解わからなくなって……、

「……いや……」

　呟つぶやく声は、力なくかすれてしまって……、

「俺だからいやなの？　それとも……」

　彼の手が、僕の両手を頭上で一ひと摑つかみにして、絨毯に押しつける。

「……生徒と関係したら、せっかく入れたこの学校も辞やめさせられるかもしれない。教師の職を失うのが、そんなにいや？」

「……あ……」

　空いている方の彼の手が、僕のネクタイにかかる。

「あ、いやぁっ！」

　シュルッと音を立てて、彼の指が僕のネクタイを解ほどいてしまう。ネクタイが、僕の手首に巻きつけられる。

　そのまま両手をまとめて縛しばり上げられて、僕は本気で怯おびえた。

　身をよじるけど、両手を拘こう束そくされたままだから抵てい抗こうらしい抵抗ができない。

　彼の手が、僕の眼鏡めがねをそっと外して、少し離はなれた場所に置く。

　そして、僕の上着をはだけ、Ｙシャツのボタンを外していく。

「いやっ、いやだっ！」

　Ｙシャツをはだけられ、肌が外気にさらされる感覚。

　それは、僕の頭の中に、あの甘い夜のことを否いや応おうなしに思い出させ……、

「……いや、やめなさいっ！　篁くんっ……！」

　僕は泣きそうになりながら、かぶりを振ふった。身体が熱くなって、力が入らなくなってくる。

　彼の手が、僕のむきだしの肌に触ふれ、僕はそれだけで震ふるえてしまう。

　鎖さ骨こつをたどり、胸を下り、胸の飾かざりの周りに円を描えがいて……、

「……あっ、やっ、だめっ……」

　僕の身体が、ピクンと震えた。

「……あなたはひどい人だ」

　耳に届いた声に、僕は彼の顔を見上げる。

「……口ではそんなにいやがっている。なのに、こんなに色っぽく肌を染めてみせる……」

　ぼやけた視界の中、彼は欲よく情じようしているというよりは、なんだかすごく哀かなしげに見えた。

　彼の指先が、僕の乳ち首くびに触れてくる。そのまま、羽根が触れるように、軽く先せん端たんを刺し激げきされて、僕の全身に、たまらない痺しびれが走った。

「……あっ、んんっ……！」

「そのうえ、そんな悩なやましい声を聞かせて……俺を狂くるわせるんだ……」

　彼の精せい悍かんな目。美しい黒い瞳ひとみの奥には、つらそうな暗い炎ほのおが揺ゆれているように見えた。

　それは、なんだかものすごくセクシーで……、

　身体がすくんでしまうほど怖こわいと同時に、身体の奥に痺れるような快感を呼び起こし……、

　僕の胸が、激しく痛む。

　……ああ……このまま、あの夜みたいに抱かれてしまうことができたら……、

　思ってしまってから、僕は唇くちびるを嚙んだ。

　……だめだ、そんな……！

　でも、僕の乳首は、彼の指を待つように尖とがり……、

　腰こしの辺りには、じわりと快感が広がって……、

　僕の中の倫りん理り観かんが、自分のこの状態を、激しく拒きよ否ひする。

　……生徒に押し倒たおされて感じてしまうなんて……！

　……そんなこと、許されないに決まってるんだから……！

　僕は、彼をきっと睨にらみ上げて、

「これを解きなさい、篁くん！　僕は臨時採用とはいえ、いちおう君の先生なんだ！　その僕に向かって、コンナコトをしていいと思ってるのっ？」

　彼は驚おどろいたように目を見開く。それから、すごく怒おこったように目を光らせて、

「……先生」

　彼の声は、すごく冷酷なものを含ふくんでいて……、

「……こんな、天使みたいに綺き麗れいなあなたが、行きずりの男とホテルで一夜を過ごすような人だなんて知ったら……みんな驚くだろうな」

「……え……」

「抵抗すれば、俺は、あなたと一夜を過ごしたことを、学校中に言いふらしてしまうかもしれませんよ」

　その言葉は、僕の心臓を氷の矢みたいに鋭するどく貫つらぬいた。

「そんな……そんなことをしたら、君まで……」

「俺はあなたより年下です。三ヶ月前、あなたに誘ゆう惑わくされたと言えば、世間はどちらの言葉を信じるでしょうか？　それに……」

　彼は、獲え物ものを追いつめた猛もう獣じゆうみたいに、

「……俺は、あなたを抱けるのなら、そのあと自分がどうなってもかまわない」

「……あ……」

　彼の唇が、僕の肌はだに下りる。軽いキスを繰くり返しながら、

「……誰だれにも秘密にしてあげます」

「……あっ……！」

　その柔やわらかく、湿しめった感かん触しよくだけで、気が遠くなりそうになる。

「……そのかわり、俺の命令に逆らわないで」

「……えっ？」

　驚いて見上げる僕に、彼はすごく苦しげな、でもすごく冷れい徹てつな目をして、

「……抱だかせてください」

　刺激を待って尖ってしまっていた乳首に、あたたかい息を感じる。

「……やっ、だめ、篁く……あっ！」

　乳首をそっと含まれて、腰が跳はね上がった。

　濡ぬれた舌が、敏びん感かんな先端を往復する。

「……やっ……いやああ……」

　かぶりを振り、逃のがれようとするけど、身体が言うことをきかなくて……、

「……ん、んんー……あぁん……」

　声を殺そうとするのに、彼の巧たくみな愛あい撫ぶに、唇からは甘い声が漏もれてしまって……、

　僕の中心は、あの夜を思い出したように、ビクンと震えて反応してしまって……、

　彼の手が布地の上を滑すべり、スラックスの上から、僕の膨ふくらみを確かめる。

「……あっ……いやあっ……」

　形を手のひらでたどられて、僕は必死でかぶりを振る。

　愛撫のような、ただ触れているだけのような……、

　そのジラすような彼の手の動きに、僕の欲よく望ぼうがますます熱を持ってしまう。

「……あっ、あっ、やめて……」

　いきなり、きゅっ、と握にぎり込まれ、両手を頭の上で束そく縛ばくされたままの僕の背中が反り返った。

「何をやめて欲しいの？　触さわること？　それとも……」

　クイッと扱しごかれただけで、僕はいきなり放ってしまいそうになる。

「やああ……ん！」

「……ジラされること？」

　囁ささやきながら、彼の手が、布地の上から僕をゆっくりと刺激している。

　彼の唇が、僕の肌に落ちる。

　乳首にキスをされ、チュッと吸い上げられて、僕はあまりの快感に気が遠くなりそうになる。

「……あっ、だめ、いやあ……！」

　抵抗しようとするけど、彼の唇も、その指も、僕を大切に扱あつかってくれた、あの夜の優やさしいものと少しも変わらず……、

「……あ、ああ……ん……」

　僕の身体からだが、あの夜のように痺れ始める。

　まるで、責め苦のようなこの三ヶ月間なんか、なかったみたいに。

　あの夜に、戻もどってしまったみたいに。

「……ああ……あ……だめ……」

　僕は、快感に何もかも忘れそうになり……、

　彼の手が、僕のベルトを外しているのに気づいて、はっと我に返る。

　……いけない！　こんなことをしたら……！

「は、放しなさい！　篁くん！」

「……放さないよ」

　言った彼の声は、なんだかすごく静かで、悲しそうで……。

「……愛してる」

　言って、僕のスラックスのボタンを外し、ファスナーの隙すき間まから、手を滑り込ませる。

「やめなさい！　だめ……ああ……っ！」

　いきなり、直じかに触れてくる、ひんやりとした彼の指。　>>>♥

「……やめ……ん、んん……！」

　先端から蜜みつをすくいとり、ジラすように指を滑らせるやり方は、あの夜の彼の愛撫と同じ。

「……あ、ああ……ん……」

　僕の唇から、勝手に濡れた声が漏れてしまう。

　乳ち首くびを舐なめ上げられ、溢あふれさせた蜜を先端に塗ぬり込められて、僕の身体を鋭い電流が貫く。

「……ん、んんっ……やっ……いやあっ……！」

　身体を突つき上げる射精感。僕はかぶりを振ふって、それに耐たえる。

「……『イかせて』と言ってください」

　彼の囁き。乳首に触ふれる温かい息に、僕はさらに限界に押し上げられる。

「……いやあっ……んんっ……！」

「『イかせて』と言ってください。……俺の命令に逆らわないでと言ったはずです」

「……いや、いや、ああ……！」

　羞しゆう恥ちに身体をよじらせる僕に、彼は、

「……言って」

　囁く。チュクッと乳首を吸い上げられて、もう何も解わからなくなる。

「……イ……イかせて……！」

　僕の唇から、切せつ羽ぱ詰つまった声が勝手に漏れた。

　彼は、ごほうびをくれるように、どうしようもなく濡れた僕の屹きつ立りつを愛撫してくれながら、

「……いい子だ。『愛してる』って言って」

「……いやっ、いやだっ」

　僕は、本気で泣いてしまう。

　……そんなことを言ってしまったら、僕は……！

　あの時、あんなにつらい思いをして、彼の許もとから去った。そしてこの三ヶ月間、彼を忘れようとずっと苦しんだ。

　それが、その一言で全部消えてしまうような気がする。

　……僕はきっと彼にすがってしまう。

　……そして、彼の将来を壊こわしてしまう。

　唇くちびるを嚙かんでかぶりを振る。彼は、少し苛いら立だったような声で、

「『愛してる』って言って」

　言って、指を、蜜をとめどなく流す僕の先せん端たんに絡からませる。

　くちゅ、くちゅ、という淫みだらな音に、あの夜の圧あつ倒とう的てきな快感の記き憶おくがよみがえる。

「……あ、ああああ、ん……いやあ……」

　もう一度かぶりを振ると、彼は顔を上げ、さらに苛立った声で、

「俺の命令に逆らわないでと言ったはずです。『愛している』って言ってください」

「……ほかのことなら……」

　僕は、彼の言うとおりにしてしまいたい、彼の手で放ちたいという欲よつ求きゆうと必死で闘たたかいながら、

「……ほかのことなら、なんでもする。どんなことでも、僕に命令するといい」

　のしかかっている彼を、まっすぐに見上げる。

　彼は、欲望に溺おぼれた目はしていなかった。

　そのかわり、その瞳ひとみにはとても傷ついたような、暗く、悲しげな蔭かげがあり……、

　僕の心臓を、ぎゅっと痛ませて……、

　僕は、涙なみだを必死でこらえながら、できるだけ厳しい声で、

「……僕に、どうして欲しい？　ほかのことなら、なんでも君の言うとおりにする」

「それなら……」

　彼の声に、冷れい酷こくなものが滲にじむ。彼は手を伸のばし、僕の両手首のネクタイを解く。

「……自分で、Ｙシャツを脱ぬいでください」

　恥はずかしさに唇を嚙む。でも、彼を見つめたまま、はだけられていたＹシャツから腕うでを抜ぬく。

「……それから……？」

「……自分で、スラックスと下着も脱いで」

　彼の命令に、僕は、いやだ、と叫さけびそうになる。

　……だけど……。

　前をくつろげられていたスラックス。少し下ろされていた下着。

　僕は、息を止め、腰こしを浮うかせるようにして、それらを一気に脱ぎ捨て、遠くに投げる。

　何も身につけない裸はだかのまま、絨じゆう毯たんの上に横たわる。

　冷たい空気に触れる感覚に、蜜を垂らした屹立が、ピクンと反応する。

　僕はこんな恥ずかしい姿を人目にさらすことに対する羞恥で、気が遠くなりそうになる。

　でも、気力を振り絞しぼって、彼をまっすぐに見つめる。

「……それから？」

　彼の目に、凶きよう暴ぼうな光がよぎる。

「……脚あしを開いて。『抱だいて』って言って、俺を誘さそってください」

「……くっ……」

　僕は、もう耐えきれずに視線をそらし、横を向く。彼のひんやりとした手が僕のあごを包み、そっと上を向かせ、

「……言って。脚を開いて。俺を誘って」

　深い色の瞳で覗のぞき込まれ、一いつ瞬しゆん、全すべてを忘れそうになる。

　こんなことをされているにも拘かかわらず、僕の欲望は萎なえることを知らず……、

　彼の体温を身近に感じるだけで、愛あい撫ぶを待って反り返ってしまい……。

　……ああ、本当に、今すぐ、彼に抱かれてしまいたい……。

　僕は、『抱いて』という言葉を、本気で言ってしまいそうになる。

　……いけない！　流されたら……！

　僕は、慌あわてて自分を叱しかりつける。

　彼は、僕を辱はずかしめるためにそんなことを言わせようとしてるんだ！

「……これは命令です。脚を開いて。言ってください。『抱いて』」

　彼の冷れい淡たんな声が、僕の怒いかりに火をつける。

　僕は、激しい羞恥と闘いながら、ゆっくりと脚を広げる。それから堅かたく目を閉じて、

「……抱いて」

　僕の声は、羞恥と怒りに震ふるえていた。

「……抱いて。それで君が満足するのなら、僕をめちゃくちゃにするといい」

　目を閉じたまま、覚かく悟ごを決める。

　彼はきっと、僕を貫つらぬき、侵おかし、辱め、自分の欲求を満足させるだろう。

　そして、『愛してるって言って』なんてセンチメンタルなことは、もう二度と言わない。

　僕の心の中の、あの夜の優やさしい記憶を、凶暴で悲しいものに塗り替かえてしまうだろう。

　目の奥が、ぎゅっと痛む。閉じた瞼まぶたの隙間から、涙が一筋流れ落ちた。

「……抱いて。何度でも言ってあげる。どうしたの？　そう言えって、君が命令したんだよ？」

「……涼音……」

　彼の、本気で傷ついたような声。僕は唇を嚙んで、彼を待った。

　愛撫のかわりに、ふわ、という軽い感かん触しよくを肌はだに感じて……僕は目を開ける。

　裸の身体からだに、彼がＹシャツをかけてくれたんだ。

　眼鏡めがねと、脱ぎ捨てたほかの衣類も、僕に渡わたしてくれて、

「……風邪かぜをひく。服を着てください」

　彼はあの夜、本当に優しかった。今の彼みたいな、こんな冷たい声はしていなかった。

　僕は泣いてしまいそうになりながら身を起こし、眼鏡をかける。

　彼は、僕が服を身につけるまで、うつむいたまま、その場に固まるようにして待っていた。

　そして、僕が身み支じ度たくを整えたのを確かめてから、そっと踵きびすを返し、静かに部屋を出ていく。

　どうしてだろう？　その後ろ姿を見るだけで、僕の心は、切なく、つらく、揺ゆれてしまう。




　そろそろ寮りようの夕食時間にあたるせいか、廊ろう下かに生徒の姿はない。

　うつむいたまま歩いていた僕は、廊下の曲がり角で、向こうから来た誰だれかにぶつかりそうになってしまう。

「……あっ、ごめんなさいっ！」

　見上げると、相手は背の高い、けっこうなハンサムだ。

「あれ、真宮先生じゃないですか！　どうしました？」

　彼は、職員室で紹しよう介かいされたはず。ええと……、

「……ええと……養護教きよう諭ゆの……？」

「天あま瀬せだよ。天瀬直なお貴き。あんなにたくさんの教師を紹介されたら憶おぼえきれないのもムリないけど……こんなすごい美形の顔くらい、憶えておいて欲しいなあ」

　笑われて、僕は真っ赤になりながら、

「す、すみません、僕、記憶力ゼロで……」

「いいですよ。もう憶えてくれた？　俺の名前は？」

「天瀬先生」

「あはは、よくできました！」

　彼は言って、まるで生徒にするように僕の髪かみをふわりと撫なでる。それから、

「真宮先生、なんだか目が赤いですよ。もしかして……」

　彼は、その精せい悍かんな目で僕を見つめて、

「……生徒会の誰かに、泣かされてたんじゃないんですか？　生徒会長の、篁とか？」

「……えっ？」

　僕は図星を指されて、一瞬固まってしまう。

「あなたみたいな純情そうな先生に生徒会の顧こ問もんを押しつけるなんて、学園長もひどいなあ。ま、彼らは、学園長の前で尻尾しつぽを出すほど、マヌケじゃないと思いますけどね」

「……な？」

「君を泣かせたのは誰？　会長の篁かな？　だとしたら、許せないなあ」

　言った彼の目に、なんだか怒おこったような光が走る。僕は慌てて、

「……ちっ、ちがいますっ！」

　叫んで、眼鏡を取り、手の甲こうで目をごしごし擦こする。

「……僕、別に泣いてなんかいませんしっ！」

「……だめだよ」

　彼は、目を擦っていた僕の手首をきゅっと摑つかむ。

「……そんなことしたら、ますます目が赤くなっちゃうよ。……おいで」

　言って、そのまま僕の手首を引っ張って、どこかに連れて行こうとする。

「あっ、なんですかっ？」

「保健室に行きましょう。目薬をつけてあげる」

「いえ、けっこうです！　僕、もう寮の部屋に帰りますので……」

「養護教諭の言うことを聞かないと、この学園ではたいへんなことになりますよ」

　ふふ、とイジワルそうな笑いを浮かべられ、僕は硬こう直ちよくする。

「さっ、保健室に行きましょうか！」




「だからっ、目薬くらい自分でつけられますってば！」

　目薬を構えた彼に、あごを上げさせられて、僕は必死でもがく。

「はい。暴れない。口に入れられたくなかったら、おとなしくして」

　慌てて動きを止め、ぎゅっと目を閉じた僕の両瞼に、冷たい雫しずくが落とされる。

「……んっ……！」

　瞬きをして、僕は呻うめく。さっき泣いたせいで、目薬がすごくしみたんだ。

「はい。おしまい」

　彼の声に、僕は慌てて目を開ける。

　……と、本当に近くに、彼のオトナっぽい端たん整せいな顔があって、驚おどろいてしまう。

「……あ……」

「……そんな可愛かわいい顔をされると……」

　彼は、イタズラっぽい笑いを浮うかべ、

「……キス、したくなっちゃうなあ……」

「……なっ！」

　僕は慌てて顔を逸そらして、

「冗じよう談だんは止めてください！　まったく、からかってばっかり！」

　言いながら、胸ポケットから眼鏡を出してかける。彼は、あはは、と声を立てて笑う。

　僕がムッとしていると、彼は、

「からかったわけじゃない。けっこう本気なんだけどなあ」

　……うそつけ！　思いっきりからかってるくせに！

　僕が睨にらみ上げると、彼は肩かたをすくめて、

「ま、機会はいくらでもあるでしょ。なんたって……」

　また、にやりとイジワルな笑いを浮かべて、

「……僕は養護教諭だからね」

「……うっ……！」

　僕は言葉に詰つまり、それから心の中で青ざめる。

　……ここの先生って、イジワルな人が多い！

　……どうして僕ばっかり、こうやってからかうの……？




「一服したいときは、いつでもここに寄ってくださってかまいませんよ」

　彼が、白地に綺き麗れいなブルーで模様が描えがかれた、繊せん細さいなカップに紅茶を満たしてくれる。

　ピアノの先生のお宅で見たような気がする。ロイヤル・ウースターの一客二十万円もする品。

　……保健室に、こんな物を置いてあるなんて……。

　……贅ぜい沢たく、というか、あまりにも場ば違ちがい、というか……。

　ふわりと広がるのは……やっぱり保健室に似つかわしくない、芳かんばしいバラの香かおり。

「あなたのイメージに合わせて、ローズティー」

　僕は、差し出されたカップとソーサーを受け取って、

「天瀬先生。女性といるんじゃないんですから。冗談は」

「冗談で言ってるわけじゃない。君は本当に、咲さきかけの、うす紅色のバラみたいだ」

「……は……？」

　キザなセリフに、僕は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてから、

「男の僕の、どこがバラなんですか。からかっていますね？」

「からかってなんかいないさ。君はどこもかしこもふんわりしたピンクで、ふれなば落ちん、の風ふ情ぜいで……本当にバラの花みたいだ」

「……う……」

「……しかも、ちょうど蕾つぼみが開きかけた……危あやうくて色っぽい時期、のバラだな」

　僕は言葉に詰まってから、目を上げて、彼の顔を見る。笑っているかと思った彼の顔は意外に真しん剣けんで……僕はますますからかわれているって気がしてくる。

　……まったく。吉村先生といい、この人といい……。

　……なんでこう、次から次へとキザなことばっかり言ってからかうわけ……？

　思いつつ、紅茶を飲み、ため息をつく。

　……こんな山奥に、男ばっかりが集まってると……どっか感覚が狂くるっちゃうのかなあ……？

　……まあ、聞き流しておけばいいか……。

「……あ、そうだ……」

　ローズティーの香りを嗅かいだ僕は、ふと思い出す。

「この学校には、バラ園がありますよね？」

　父さんが昔、話してくれたこと、そしてこの学園からの手紙に染しみついていた、バラの香り。

　僕は気になっていた。前庭の花か壇だんにも、朝チラリと見た寮の中庭にも、花はたくさん植わってて目を楽しませてくれてたんだけど……バラの花というものは一本も見あたらなかったんだ。

「……バラ園？」

　天瀬先生は、急になんでそんなことを？　と言いたげな不思議そうな顔で、

「この学園には、バラなんてありませんよ。温室はあるけど、観察用の熱帯植物ばかりだし」

「……え？」

　僕は呆ぼう然ぜんとする。

　……じゃあ、父さんが言ってたバラ園は、もしかしてずっと昔に潰つぶされていて？

　……あの、手紙からしたバラの香りも……単なる僕の気のせいで？

「……そんなことより、真宮先生。さっきの話の続きですが」

　彼は、自分のカップを持って僕の方に身を乗り出し、

「……え？」

「生徒会長の篁。あなたみたいな純情そうな人は、近づかない方がいい」

　僕は、その言葉の意味を考えていた。

　……それって……。

　……彼が、僕なんかには絶対手に負えなそうな遊び人だからって意味……？

　胃の辺りから、血の気が引いていく。

　……確かに、彼は学園では絶対の権力を握にぎってるみたいだし……、

　……彼にめちゃくちゃ夢中な生徒もたくさんいるみたいだし……、

　僕の心が、ぎゅうっと痛む。

　……こんな美形の多い学校で、しかも全ぜん寮りよう制せい。可愛い男の子に手を出し放題と言えば、確かにそうで。……ってことは……。

　鼓こ動どうが、壊こわれそうなほど速い。

　……三ヶ月前、僕を抱だいたあの夜のことも、彼にとってはたまに街に出たときに味わう、学校とは趣しゆ向こうの違ちがうお遊びだった？

　……そして、弱みを握にぎられたまま、ここに飛び込んできた僕は、彼にとっては、都合のいい新しい遊び道具かなあ……？

「真宮先生、どうしました？　顔色が悪い」

「……え」

　天瀬先生の声に、僕は我に返る。

「あ、いえ。……僕、もう寮りようの方に帰らないと」

「ちょうど私も寮に帰るところだ。お送りしますよ」

　言いながら彼はカップを手早く片づけ、白衣を脱ぬぐと、

「早く帰りましょう。九時を過ぎると、食堂にはなにもなくなりますよ？」

　言われて、慌あわてて時計を覗のぞく。

　生徒会室であんなことをされたり、ここで悠ゆう長ちように話したりしていたから、もう、こんな時間。

「ああ……授業レポートを書かなくちゃいけなかったのに……」

　僕がため息混じりに言うと、彼は笑って、

「そんなの適当に書いて提出すればオッケーでしょ。行きましょう」

　鍵かぎを持って、ドアの方に向かう。僕が慌ててドアから出ると、彼は外から鍵を閉めて、

「真宮先生って、すんごい方向音おん痴ちなんですって？」

　言われて、僕は真っ赤になってしまう。

「ど、どうしてそんなこと、ご存じなんですか？」

「あはは、もう学校中の噂うわさですよ！　みんな、興きよう味み津しん々しんなんですよ、あなたに」

　僕は目を丸くする。

「そんな。授業の時も、生徒たちは特にそんなふうには……」

「だって、あの篁のお気に入りに手を出せる男なんて、生徒の中には一人もいませんからね。水面下じゃ、攻こう防ぼう戦せんが繰くり広げられているんですよ」

「攻防戦？」

「あなたを、誰だれが本当にオトせるかっていう……。あなたに恋こいをした生徒は、数え切れないほどいるんですよ？」

「ええっ？」

　僕は驚いてから、つい吹ふき出してしまう。

「からかってますね。僕みたいな地味な教師に興味のある子なんて、いるわけがない」

　言ってから、心が少し痛む。

　篁は、僕をイジメたりするけど……それは興味があるんじゃなくて、きっとただ楽しんでいるだけなんだ。

「本当に、自覚がないとは。今までよく無事でいられましたねえ」

　彼はため息をつきながら言って、廊ろう下かの突つき当たりにあるドアを開けてくれる。

「ここから、寮へいく渡わたり廊下に出られます。あと、ここにあるのが教職員用のポスト」

　彼は、廊下の壁かべ際ぎわにある鍵つきのポストを指さす。自分の名前のあるポストに、鍵を入れて、

「学校に届いた手紙は、ここに分けて入れられます。寮の部屋の鍵と別に、もう一つ、キーホルダーに鍵がついていたでしょう？」

　僕はスラックスのポケットから、ここに来たときに渡された小さなキーホルダーを出す。確かに、部屋の鍵のほかに小さな鍵がもう一つ。僕は、隅すみっこに自分の名前の書いてあるポストを見つけ、なにも来てないだろうな、と思いながらそれを開け……、

「……あ……！」

　そこには、エアメール用の封ふう筒とうに入った、薄うすい手紙が一通。消印は、ウイーンになっている。

　……父さん……？

　慌てて手に取り、裏を返してみると、父さんの几き帳ちよう面めんな綺き麗れいな字で『真宮柾音』とだけ。

　演奏会で忙いそがしすぎる父さんは、日本にはほとんど帰ってこない。でも、一ヶ月に一回くらいの割合で、世界のいろいろな場所から僕に手紙を送ってきてくれるんだ。

　ここの学園で臨時採用講師として一ヶ月過ごすことと、ここの住所は、この間出した手紙に書いたから……。

「おっ、ラヴレター？」

　言いながら覗き込んでくる天瀬先生に気づき、僕は封ふうを開けないまま、それを上着のポケットに入れる。

「……父親からです。僕がちゃんと教師をしているかどうか、心配なんでしょう……」

　言うと、彼は楽しげに笑って、

「こんな綺麗な息子むすこがいたら、ご家族も心配でしょう。俺が心配の種を作ってしまいたいなあ」

　彼は言って、僕の頭を抱かかえるようにしてぎゅっと抱だき寄せる。

「あ、やめてくださいっ！」

「綺麗な髪かみ。いい香かおり。なんだかおかしくなりそうです」

　彼はふざけて、僕の髪にチュッとキスをする。

「先生っ！　もおっ、やめてくだ……」

　言いかけた僕は、ふと鋭するどい視線を感じたような気がして、顔を上げ……、

「……あ……」

　渡り廊下のところに立っていたのは……、

　僕は、天瀬先生に抱かれたような格好のまま、その場に凍こおりついた。　>>>♥

「おお、篁くんじゃないか！　どうした？」

　天瀬先生が言う。

　……そう。そこに立っていたのは、生徒会長の篁だったんだ……。

　彼は、僕を見つめて、一いつ瞬しゆんだけ苦しげな顔をしたけど、すぐに無表情になって、

「いえ、別に」

　天瀬先生は、なんだか挑いどむような顔になって、

「真宮先生のことが心配で、待ってたんじゃないか？」

　僕の心臓が、ビクンと跳はね上がる。篁は、冷静な顔のまま、

「たまたま通りかかっただけです。寮に帰るところですが」

「ふうん。……真宮先生」

　抱きしめるような格好のまま、彼は僕を見下ろして、

「どっちがいいですか？　部屋まで、篁くんに送ってもらうのと、私に送ってもらうのと」

「……あ……」

　篁の無表情な顔に、僕の心臓が、ズキリと痛む。

　……なんでそんなに冷たい目をするんだよ……！

「悪いね、篁くん。真宮先生は、私の方がいいみたいだな」

　僕が言葉を失っている間に、天瀬先生は、僕の肩かたを抱いて廊下を歩き出す。

　背中に、篁の視線が突き刺ささるような気がする。

　……もしかしたら、僕の勝手な思いこみかもしれないけれど。……でも……、

「あ、あの……天瀬先生……！」

　つい振ふり向いてしまいそうな僕の肩を、天瀬先生がぎゅっと抱きしめる。

「……振り向かないで」

　囁ささやきの、そのなんだか妙みように真しん剣けんな感じに、僕は振り向けなくなってしまう。




　　　　◆◇◆




　この学園の寮は、英国イングリツシユ庭園ガーデン風の中庭を囲んで、ちょうどコの字の形をしている。

　短い縦の棒に当たるところには、食堂、喫きつ茶さ室が入り、長いコの字の二辺が、それぞれ職しよく員いん寮りようと、学生寮になっている。学生寮の向かい側が、ちょうど職員寮。

　……これじゃ、悪いことをしようったってできないだろう。

　天瀬先生は、すぐに楽しそうな声に戻もどって、

「さ、部屋の前までお送りしちゃおうかな。食堂が閉まるまでにはまだ少しだけ時間があるから、お茶くらいごちそうしていただけます？」

「……え……」

　教師用の寮の部屋には、けっこうちゃんとしたキッチンがついていた。でも、そんなことは知らなかったから、ヤカンだの鍋なべだのなんてものは、もちろん持ってきてなくて。

「僕の部屋では、まだお茶が淹いれられないんです。すみません」

「あはは。本当は、お茶なんかどうでもいいんですけど」

　彼は笑って、僕の肩をきゅっと引き寄せて、

「君の部屋に入る、ただの口実。部屋に入れてくれる？」

「別にいいですが。荷物はスーツと本だけだし、面おも白しろいモノはありませんよ」

「面白い……というか、すごく魅み力りよく的なモノがあるんだよ、君の部屋には」

　笑いながら言われて、僕は考え込んでしまう。

　寮の部屋は、ホテルのスウィート並みに広くて設備が整っていた。置いてある家具も、それに見合ったアンティークっぽくて重厚な品。もしかして、高価な美術品でも交ざっているとか？

「気がつきませんでした。どこにあるんですか？」

　言うと、天瀬先生は、ものすごく楽しそうに笑って、

「……ここですよ」

　人さし指を伸のばして、僕の鼻の頭をチョン、とつつく。

「僕にとっては……ものすごく魅力的なモノだなあ」

「またそういうご冗じよう談だんを……！」

　僕は言って、まだ図ずう々ずうしく肩を抱だこうとしてきていた彼の手を振り払はらい、

「ココから先は、一人で帰れます」

　……本当は、彼と一いつ緒しよのところを、これ以上篁に見られるのがなぜかつらかったんだ。

「送ってくださってありがとうございました。おやすみなさい」

　僕はぺこんと頭を下げて、一人で廊下を歩き出す。彼が後ろから、

「真宮先生！　ちょっと待って！」

「まだ、なにか？」

　ムッとして振り向く僕に、彼は可笑おかしそうに頰ほおを引きつらせながら、

「あなたの部屋は、あっちですよ」

　僕が向かっていたのと、反対方向を指さす。

　僕は赤くなりながら方向転てん換かんをし、自分の部屋に向かって歩き出す。







　食しよく欲よくがなくて、でもレポートを書く元気もなかった僕は、着き替がえもしないまま、ぼんやりとソファに座っていた。

　開いた窓から吹ふき込む初夏の夜風が、アンティークなレースのカーテンを揺ゆらしている。

　コンコン！

　ドアに軽いノックの音。

　時計を見ると、もう夜中の一時を過ぎてる。

　試験前は延長が認められてるみたいだけど、今の時期だと生徒はとっくに消灯している時間。レースのカーテン越ごしに見える学生寮の窓は、残らず電気が消されている。

　もしかして、学園長からの急用かも？　と思った僕は、慌あわてて立ち上がる。

「はい！　ちょっと待ってください！」

　言って鍵かぎを開け、ドアを開いて……、

「……あ！」

　そこに立っていたのは、篁だった。

　僕の脳のう裏りを、生徒会室でされたことがよぎる。

　ズキ、と甘い電流が、僕の身体からだの奥を痛ませる。

「こ、こんな時間に、なんの用？　篁くん？」

　僕は、ことさらに厳しい声を出して言う。

「もう、とっくに消灯時間は過ぎていて……！」

　言いかけて、僕は気づく。彼の端たん整せいな顔には、なんだか疲つかれたような色が浮うかんでいる。

「どうしたの、篁くん……」

　僕は、思わず言ってしまう。

「どこか、具合が悪いとか？　そしたら、保健室に……」

「そうじゃありません。……これを」

　彼の手には、紙の袋ふくろが下げられていた。彼はそれを僕の方に差し出すようにする。

「……これ、なに？」

「夕食です。厨ちゆう房ぼうにあまり材料がなくて、サンドイッチしか作れなかったんですが」

　彼は、なんだか怒おこったような顔をして言う。

「……え？」

「夜、食堂に来なかったでしょう？　だから、なにも食べていないんじゃないかと思って……」

「……あ……もしかして……」

　僕は、受け取った紙かみ袋ぶくろを覗のぞいてみる。そこにはコンビニで買った出来合いなんかじゃない、手作り風のバゲットサンドが入っている。それに、銀色の保温ポット。

「……篁くん……これ、作ってきてくれたの……？」

　僕は、呆ぼう然ぜんとしながら聞く。

　寮の生徒用の部屋には、火災を防ぐためにキッチンはついていないらしい。だから彼は、食堂の厨房に入って、そこでわざわざ……？

　憮ぶ然ぜんとした顔でうなずいた彼を見て、なんだか胸が熱くなる。

「こんな消灯後の時間に、厨房なんかに入ったことがバレたら、怒られちゃうでしょう。しかも、君はただでさえ目立つんだし……」

　彼はふいに目を上げ、僕をまっすぐに見つめて、

「でも。あなたがお腹なかを空すかせていたら、いけないと思って」

「……えっ、そんな、別に……」

　言った時、ちょうど僕のお腹が、クウーッと音をたてた。

「お腹が鳴ってますよ？」

　彼は、思わず、といった感じで、口くちの端はしに、笑いを浮かべる。

　それは本当に微かすかな笑いだったけど、彼が笑う顔なんかずっと見ていなかった僕には、なんだかすごく眩まぶしく見えて……、

　でも彼は、その魅力的な笑いを一いつ瞬しゆんで顔から消し、また冷たい目に戻ると、

「よかったら食べてください。……それじゃ」

　言い捨てるように言って、簡単に踵きびすを返す。

　その後ろ姿を見たとき、僕の心の中に、泣いてしまいそうなほどの寂さびしさがよぎった。

「待って！　あの……！」

　僕は思わず叫さけび、それから自分でも驚おどろきながら、

「ええと、あの……このポットの中身って、コーヒー、かなあ？」

　彼は、少し不思議そうな顔をしながら、小さくうなずく。僕は勇気を出して、

「くれた本人に言うのもヘンなんだけど。ええと、お礼に……コーヒーを飲んでいかない？」

「こんな夜中に、俺を部屋に入れたりしていいんですか？」

　彼は、なんだかすごく怒ったような声で言う。

「……うっ！」

　僕は言葉につまってから、

「そ、それは……さっきみたいなことされたら、困るけど……きちんと話を……」

「じゃ、部屋には入れない方がいいと思いますよ。俺には、自分をコントロールする自信がありません」

「……えっ……？」

「でも……」

　彼の目が獰どう猛もうに光る。僕は怯おびえて後ずさろうとするけど……腕うでを強く摑つかまれる。

「……あっ……！」

「そんなに簡単に、男を部屋に誘さそう。それが本当のあなたなんですよね」

　彼の冷れい淡たんな声に、心が凍こおりつく。

「……ちがっ……放してっ……！」

「放さない」

　彼は言って、僕の腕を摑んだまま、部屋に入る。

　乱暴にドアを閉め、僕を追いつめて、

「もし俺が来なかったら、別の男を誘っていた？」

「……そ、そんな……！」

「例えば、来たのが俺じゃなくて、天瀬でも……そのままセックスしていた？」

「……そんなこと……！」

　彼の瞳ひとみに走った獰猛な光に、僕は怯えてドアに背中を押しつける。

　彼は僕を見つめ、呟つぶやくような声で、

「……誰だれかが、あなたに触ふれることを思っただけで、気が狂くるいそうになる」

　彼の思いつめたような言葉に、胸が痛む。

「……嫌きらわれてもいい、憎にくまれてもいい。あなたが別の男のものになるくらいなら……」

「……あっ！」

　いきなり、僕の唇くちびるに、嚙かみつくようなキス。

「……んっ、んんっ……！」

　僕は逃のがれようともがくけど、腰こしを引き寄せられて、もう逃にげられなくなる。

　そして彼の巧たくみなキスで、すぐに身体が痺しびれてしまって……、

「……あ、ん……んん……」

　脱だつ力りよくした僕の手から、床ゆかにパサリと紙袋が落ちた。

　あごから力が抜ぬける。開いた歯の間から、彼のあたたかな舌が滑すべり込む。

「……ん……」

　二人の舌が、クチュ、という濡ぬれた音をたてて絡からみ合う。

「……んん……」

　甘いキス。それはまるで、二人が出会ったあの夜のような……。

「……涼音……」

　唇が触れたまま、彼が囁ささやく。その声は、さっきまでの彼とは別人のように優やさしくて……、

「……鷹之……」

　唇が、彼の名字ではなくて名前を勝手に囁いてしまう。僕は自分で驚いて息を吞のむ。

　彼も少し驚いた顔をして僕を見つめ、それから黙だまって、僕を抱だきしめる。

　言い直すスキを与あたえないようにするかのように、また降ってくる、彼の激しいキス。

「……あっ……んんん……」

　僕の脳裏から、つらい三ヶ月のことも、学園に来てからの彼の冷たい仕打ちも……消える。

「……ん……んん……」

　身体からだの奥が熱くなる感覚。それは、まるで初めて抱かれたあの時のような……、

　ああ、このまま何もかも忘れて、あの夜の二人に戻もどることができたら……。

「真宮先生！」

　いきなり声がして、部屋のドアが勢いよくノックされる。

　僕らは、夢から覚めたように目を開き、唇を離した。

　優しかった篁の顔に、苦しげな蔭かげがよぎる。

「天瀬先生の声だ。……彼も誘っていたのか。……やっぱり……相手は誰でもよかったんですね……？」

　篁は、つらそうな声で囁く。

「……ちがっ……！」

　彼の手が滑り下りて、僕のスラックスの前に触れてくる。

　さっき、生徒会室でアンナコトをされ、でも解放されないままに取り残された僕の中心は、彼の手の感かん触しよくだけで、もうピクンと反応してしまう。

「……やっ、篁くんっ……！」

　逃げようとするけど、ドアに押しつけられて、身動きがとれなくなる。

　彼の指は、僕の中心をたどり、その形を確かめる。

「……や、いや……」

「……大声で、助けを求めていいですよ。どうぞ？」

　言いながらも、彼の指が、僕のスラックスのファスナーを開けて、中に滑り込んでくる。

　ひんやりとした手。巧みな愛あい撫ぶを加えてくる、その指。

　僕の固く閉じた瞼まぶたから、涙なみだがこぼれ落ちた。

「……うっ……ん、くっ……んんっ！」

　絶え間なく襲おそう快感の波。

　僕は唇を強く嚙んで、漏もれそうな喘あえぎ声を必死で抑おさえた。

　僕にこんなことをしているのが学校に知れたら、篁は……、

「……どうして助けを求めないんですか？　ほかの男に、俺との関係がバレるのが、そんなにイヤ？」

　彼は囁きながら、蜜みつを零こぼしてしまった先せん端たんの部分を刺し激げきしてくる。

「……ちが……う……んんっ！」

　ひときわ大きいうねりに巻き込まれ、僕は慌あわてて自分の口を両手で押さえる。

「真宮先生ーっ？　もう寝ねちゃいました？」

　天瀬先生が叫んでいるのが聞こえる。

　……早く帰って！

　僕は心の中で叫んだ。

　だって、このままじゃ……！

　もう一度、激しく扱しごき上げられて、僕の背中が反り返る。

「……くっくう……んっ！」

「……イッて。思い切り声を上げて。あの男に聞かせて」

　篁が、囁いてくる。僕はかぶりを振ふり、必死で口を両手で押さえて、涙を流す。

「……真宮先生！　食堂に来なかったじゃないですか！　具合でも悪いの？」

　ドア一枚へだてたところでまさかコンナコトが行われてるなんて、もちろん夢にも思わないであろう天瀬先生の、ノンキな声が聞こえる。

　……ああ、もうだめ、我が慢まんできない……！

　……早く帰って！　お願いだから……！

「……寝ちゃったみたいだなあ、残念……」

　僕の願いが通じたかのように、彼が独り言を言うのが聞こえる。廊ろう下かを靴くつ音おとが遠ざかる。

「……うっ、うう……ん……は、あ……」

　僕は、止めてしまっていた呼吸を、ため息にして吐はき出した。

「そんなに、天瀬先生のことが好きですか？」

　篁が、なんだかものすごくつらそうな声で言う。僕は驚いて、

「ちがっ！　そうじゃなくて、学校内で先生と生徒がこんなことをしているのがバレてしまったら……！」

「じゃあ、そんなに、自分が大事なんだ？」

　囁かれ、僕は呆ぼう然ぜんとする。彼は苦しげな声で、

「俺は、自分なんかどうなったっていい。あなたさえ手に入れば。だけど、あなたは……！」

　言って、僕を強い視線で動けなくしてしまう。

「……あ……」

「俺は、あなたが憎いです。めちゃくちゃにしてしまいたいほど」

　言い捨てた彼は、いきなり僕の前にひざまずく。

　放出の直前まで昇のぼりつめて震ふるえていた僕の屹きつ立りつを、いきなり深く口に含ふくむ。　>>>♥

「……や、ああぁーっ……！」

　あまりの快感に、背中が反り返る。

「……だめ、口、はなしてっ……！」

　僕は彼の髪かみに指を埋うずめ、その唇から逃れようと身をよじらせる。

　でも彼は容よう赦しやなく僕を愛撫し、そのまま一気に追い上げ……、

「いや、あああー、くうぅ、んっ……！」

　声を上げ、もう耐たえきれずに、彼の口の中に、トクン、トクン！　と思い切り放ってしまう。

　彼は、僕の蜜を残さず飲み干し、舌を動かして、名残なごりの蜜も綺き麗れいに舐なめ取ってくれる。

「……あ、あぁ……いやぁ……！」

　その淫みだらな感触と、激しい快感に、僕の身体がピク、ピク、と跳はね上がる。

　ぐったりと力が抜け、倒たおれそうな僕の腰を、彼の腕うでが強く抱きしめた。

「……愛しています。あなたの、どこもかしこも……」

　Ｙシャツ越ごし、僕のお腹なかにきつく頰ほおを擦すり寄せるようにして、彼が囁く。

「……あの夜が、噓うそじゃなかったって言ってください。本当は、愛してるって言ってください……」

　その声は苦しげで、まるで泣いているかのように震えていた。

　……もし、僕が教師でなく、彼が生徒でなく、僕らがただの平へい凡ぼんな恋こい人びと同士だったら……僕は今、ものすごく幸せかもしれない。

　僕は泣きそうになりながら思う。

　こんなに真しん剣けんに愛を囁かれ……、

　彼の美しい指や、巧みな舌で思う存分感じさせられ、あたたかく満たされ……、

　そして逞たくましい腕に、こんなに強く抱きしめられていて……。

　……でも……。

「……愛してる。……あの夜みたいに、抱き合いたいんです」

　彼が囁く。

「……これは命令じゃない……あなたがどうされたいか、言ってください」

　囁ささやかれるだけで、放ったばかりのはずの僕の中心は、またピクンと熱を持ち……、

　彼の愛撫を待って、また勃たち上がりそうになり……、

　僕は、抱いて、と彼に縋すがってしまいそうになり……、

「……いやだ……」

　僕は目を閉じ、できる限りの厳しい声で、

「……いやだ。その手を放しなさい、篁くん」

　彼の身体が、ピク、と硬こう直ちよくするのが解わかる。

　彼は胸が痛くなるような悲痛な表情で僕を見上げ、それから目をそらして深いため息をつく。

　乱れた僕の下着とスラックスを直してくれてから、立ち上がる。

　絶望的な顔で僕を見つめ、おやすみなさい、と呟つぶやいてドアを開け、静かに部屋を出ていく。

　閉まったドアを見つめ、それから視線を落とすと、彼の持ってきてくれた紙かみ袋ぶくろ。

「……サンドイッチをありがとうって、言うの、忘れちゃった……」

　ずっと我慢していた涙が、溢あふれてくる。そしてすっと一筋、頰を滑すべり落ちた。

　……つらい……。

　……でも、きっとこれでいいんだ……。

　ため息をつき、腕を上げて涙をぐいっと拭ぬぐう。

　紙袋を拾い上げた僕は、ポケットの中でなにかがかさばるのを感じる。

　……さっき、父さんからの手紙を、ここに……。

　リビングを横切り、ベッドルームに入る。紙袋を置き、ポケットからエアメールを取り出して、ベッドに腰こし掛かける。

『今、ウイーンにいます。

　父さんの母校、伯鳳学園の印象は、どうですか？

　その学園で、バラの咲さいている庭を見ながら、ピアノを弾ひいたことが懐なつかしい。

　がんばって。学園長によろしく。


真宮柾音』



　父さんの、几き帳ちよう面めんそうに整った、とても美しい字。

　クールな美び貌ぼうの父さんらしい、愛あい想そのない文面。でも、父さんのよく響ひびく声で言われているようで、胸が熱くなる。

　父さんに手紙をもらうと、僕はいつもとても嬉うれしくて……でも……。

　なんだか、今夜は、すごく苦しい。

　アンナコトをされて、しかも感じてしまった自分が、とても汚よごれているような気がして……。

　……それに……三ヶ月前のあの夜、僕がホテルの部屋に忘れた、父さんにもらったオメガ。

　……篁は、あれをどうしただろう……？

　僕の頰を、止まったはずの涙が、またこぼれ落ちた。

　……もう、とっくに捨ててしまっただろうか……？
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「……気が狂くるいそうだ……」

　俺はベッドに座り、彼の時計を握にぎりしめて、呟いていた。

　あの時、彼が忘れていった銀色のオメガは、あの夜のまま、変わらずに時を刻んでいる。

　三ヶ月前のあの甘い夜が、本当であること。それを確かめられる、唯ゆい一いつの証しよう拠このような気がして……俺は、未いまだにそれを彼に返せないでいた。

　これが手元になくなったら……あの二人の夜も、夢となって消えてしまいそうで……。

　彼の恥はじらうようなキス、柔やわらかな身体からだの感かん触しよく、たまらなげなため息を思い出す。

　彼はあの夜、俺を受け入れ、切れ切れの喘あえぎを漏もらし、震えながら蜜みつを放った。

　耳が、切せつ羽ぱ詰つまった彼の甘い声のトーンを憶おぼえている。

　腕が、速くなった彼の鼓こ動どうのリズムを憶えている。

「……なのに、どうして……」

　泣きそうに潤うるんだ目をして、舌を絡からませて、あんなに色っぽく身体を震わせて。

　でも、彼の心は……俺のものではないなんて。

　俺は、彼の時計を額に押し当て、目を閉じる。

『……いやだ……』

　さっきの、彼の冷れい淡たんな声、こわばった表情を思い出す。

『……いやだ。その手を放しなさい、篁くん』

　それは、尖とがった氷柱つららのように、すでに傷だらけになってしまっている俺の心臓に突つき刺ささる。

「……涼音……」

　あきらめなければいけない、彼を過去から解放してやらなければいけない。

　それは、いやというほど解っている。でも……、

　……愛している……。

　彼のことを想おもうだけで、恋こいしくて、恋しくて、なにもかも忘れてしまう。

　別の男が、彼に手を触ふれることを思っただけで、気が狂いそうになる。

　俺は、柄がらにもなく泣いてしまいそうになり……唇くちびるを嚙かみしめてため息をつく。

「……涼音……」

　……ああ……彼を思うだけで、もう本当にどうにかなってしまいそうだ……。













　　　　ＳＵＺＵＮＥ　８







　それから。

　篁は、だんだん欠席しがちになり、そして、ほとんど授業に出てこなくなってしまった。

　表向き、彼は病欠ということになっていて、生徒会の仕事は小山内が代理でこなしたけど……本当は、病気というわけではなかったらしい。

　私服のまま、中庭を横切ってどこかに行く彼の姿は、何人もの生徒に目もく撃げきされていたし。

　僕や、生徒会の面々は、何度も寮りようの彼の部屋まで足を運んだ。

　だけど、彼は……返事すらしてくれなかったんだ。

　このままでは次の定期テストが危ない、いや、受験すら、卒業すらも危なくなる、と職員室は大おお騒さわぎになった。

　生徒たちの間には、僕が篁をフッたため、彼が傷心のあまり授業に出てこないんだ、という噂うわさがまたたくまに流れた（と、生徒会の面々が教えてくれた）。

　僕のポストは誘さそいの手紙で溢あふれ、生徒たちにはセマられ、吉村先生や、天瀬先生までがますますうるさく誘ってくるようになり……みんな面おも白しろ半分だとは思うんだけど……僕は、篁が予防線を張ってくれていたことのありがたみを、今さらながら思い知ることになったんだ。

　そしてもうすぐ、臨時採用期間の一ヶ月が終わる。

　あと数日で、この学校を後にしなくてはならない。

　僕は、学園長に呼び出され、学園長室にいた。

　アールヌーヴォーのついたてで、ライティングデスクから仕切られた応接用のソファに、学園長と僕は向かい合わせに座っている。

「話というのは……篁くんのことです」

　学園長は、深いため息をつきながら言う。

「授業に出ない、このままではテストも危ない。あの年とし頃ごろは難しいとはいえ、彼の場合は極きよく端たんすぎますね。生徒会顧こ問もんのあなたなら、なにかわかるのではないかと思って……」

　その言葉に、僕の心臓がズキンと跳はね上がる。

「篁くんになにがあったか、心当たりはありませんか？」

　心当たりは……あるかもしれない。

　でも……、

　僕が冷たくしたからって、彼がそんなに落ち込む理由なんかない。

　だって、僕にアンナコトをするのは、僕が嫌きらいだったからで……、

　彼にとっては、僕なんかただの遊び道具みたいなもので……、

　思うと、心臓がきゅっと痛む。

　僕がどんな気持ちでいようと、彼には全く興味なんかないだろう。だから……、

「僕には、その原因が思い当たりません」

　言うと、学園長は少し寂さびしそうな顔をして、

「実は、『篁とあなたは恋こい人びと同士だ』という噂が流れていたのを、私は知っているんですよ」

「……えっ？」

　僕は、そのまま硬直する。

　……学園長にまで、そんな噂が伝わっていたなんて……！

　……僕はどうでもいい。でも、彼に何か処分が下ったら、僕は……！

　学園長は、いきなりふっと笑って、

「私は、それを聞いて、実はホッとしたんですよ」

「……えっ？」

　彼のあまりに意外な言葉に、僕は呆ぼう然ぜんとする。

「副会長の小山内くんから聞きました。その噂は、篁くんが自分から流したものらしいですね。真宮先生のことを、よほど慕したっているんだな」

「……え……？」

　彼はハンサムな顔に、優やさしい笑いを浮うかべて、

「あの篁くんに、そんな子供らしい部分があったなんてね。あなたは、教師にも生徒にも、とても人気がある。篁くんは、妬やきもちをやいたんだ。ほかの教師や生徒とあなたが親しくするのが……きっと悔くやしかったんですよ」

「……そんな……僕は……」

「彼は、寂しい子だと思うんです」

　学園長は、僕の言葉を遮さえぎるようにして話しだす。

「小さい頃ころから、彼はオトナが目を見張るほど優ゆう秀しゆうだったらしい。私は彼がいたスイスの寄宿学校の校長とも親しいのですが、留学中も、学校一成績がよくて、なにをさせても一流で……しかし、教師の前で子供らしく笑ったことなど、一度もなかったそうです」

「……え……」

「あなたが学園に来てくれてから、彼は少し変わりました」

「……それは……どういうふうに……」

　……彼が、僕のせいで悪く変わったんだったら、どうしよう……？

　学園長は、なんだか優しい顔をして、

「彼は、生まれたときから全すべてを与あたえられ続けた子供でした。自分からは何も望んだことがない。本当に自分の欲しいものができた時、それをどうやって手に入れるかを、彼は知らないんです」

　……本当に、彼が欲しいもの……？

「彼はきっと、あなたのことが本当に好きなんでしょうね」

　学園長が微笑ほほえみながら言った言葉に、僕は呆然とする。

　……彼が……僕のことを……？

　僕は、すごくつらくなりながら、

「それはないと思います。彼は僕にイジワルばかりします。しかもここのところ、話もしてくれません。……僕はもう、教師失格です」

　ため息をついて言うと、学園長は、なぜか楽しそうに笑い出す。目を丸くする僕に、

「あなたはありませんか？　可愛かわいくて大好きだった女の子の気を引きたくて、ついイジワルをしてしまったような覚えが」

　彼はイタズラっぽく笑って、

「私はあるなあ。女の子じゃないんですけどね、君のお父さんを、つい」

「……ええっ？」

「私は、君のお父さんのことがとても好きだった。もちろんプラトニックですが。君のお父さんは……本当にうっとりするような美青年だったんですよ」

　父さんは、四十代の今でも、うっとりするような美形だ。そして古い写真で見る若い頃の父さんは、まるで一枚の絵みたいに綺き麗れいだった。学園長は、昔を思い出すように遠くを見つめ、

「可愛くて可愛くて、つい彼にイジワルばかりした。そういう楽しい思い出がたくさんで……未いまだに私は、この学園を離はなれられない。彼にとっては、迷めい惑わくな思い出だったかもしれないけれど」

　少し寂しそうにクスリと笑う彼に、僕は、

「父さんは、昔、僕に楽しい思い出ばかりを話してくれました。母さんが妬きもちやくくらい。だから、僕……」

　僕は目を上げ、窓から見える景色を見つめる。

　美しい芝しば生ふの広がる前庭、美しく続くポプラ並木、煉れん瓦が敷じきの歩道。

　父さんがいつも話してくれていた通りの景色だ。

「この学園を、一度でいいから見てみたかったんです。ここに来ることができてよかったです」

「私も……君に会えてよかったな」

　彼は、なんだか感かん慨がい深げな顔をして、

「願わくは……後こう悔かいをしない、臨採講師生活を送って欲しかったのだけど」

　その言葉に、僕の心がズキンと痛む。

　短い間だったけど、父さんの母校で教えることができた。

　……なのに。

　僕は、彼のことで頭がいっぱいで。しかも、後悔するようなことばかりをしてしまって。

　このままでは、この学園での一ヶ月は、ただのつらい思い出になってしまうだろう。

　だけど、僕にはどうしていいのか解わからなくて。

　僕の向かい側で、彼がゆっくりと立ち上がる。

　ローテーブルを回り込んできて、僕の隣となりに腰こし掛かける。

「こうして見ると、あの頃の君のお父さんに本当に似ているな。……眼鏡めがねを外してごらん」

　言われて、僕は眼鏡を外す。彼は、じっと僕を見つめて、

「少し、君の方が優しい感じかな。君のお父さんはいつも顔をしっかり上げて、学校ではクールビューティーで有名だった。でも、私がイジワルした時だけは動どう揺ようして……とても可愛かったよ」

　言いながら、僕の手から眼鏡をそっと取り上げる。それをローテーブルに置いて、

「ところで」

　ぼやけてしまった視界の中の彼が言う。

「臨時採用ではなくて、この学校に……本採用になりたくはない？」

「えっ？」

　思ってもみなかった言葉に、僕は驚おどろいてしまう。

「君の返事次し第だいでは、この学校に教師としてずっといてもらってもいいのだけれど……」

「本当ですか？」

　僕は身を乗り出しそうになり……あることを思い出して、ため息をつく。

　……でも、この学校にいるってことは、篁ともずっと顔を合わせなきゃならない……。

「でも、僕……」

「だから、生徒会長となにかあったのなら、早めに解決して欲しいんです。……例えば、さっさと次の恋人を作るとか。新しい恋人ができたことがわかれば、彼もきっぱりあきらめるでしょう」

「……え……？」

「私の恋人になりませんか？　そうしたらもう、誰だれも君にちょっかいは出せない」

　ずい、と近寄られて、僕は思わずソファの上を後ずさる。

「……待ってください、男同士でそんな……」

「男同士だからなんだと言うんです？」

　彼の手が、僕の腕うでを摑つかむ。そしてそのまま、僕をソファに押し倒たおす。

「……あっ……学園長！」

「君が面接に来て、その姿を初めて見た時から、こうしたいと思っていたんです」

　僕のネクタイに彼の指がかかる。そのままシュッと解かれて、僕は、

「……なっ、どういうことですか、これ……？」

「こういうことだよ」

　彼の手が、Ｙシャツのボタンにかかる。僕は慌あわてて彼の手を振ふり払はらい、

「や、やめてください！　どうしてこんなこと……！」

　起きあがろうとする僕の肩かたを、彼の手が強くソファに押さえつけた。

「……あっ！」

「おとなしくして。抵てい抗こうして私の気分を害すると、この学園に勤められなくなるよ？」

　その言葉に、僕は硬こう直ちよくする。彼は、ハンサムな顔に楽しげな笑いを浮かべ、

「私の恋こい人びとになれば、この学校で教師としてやっていける。もし言うことを聞かなければ、君が男子生徒といかがわしい関係にあったことを、教育委員会の誰かに言ってしまうかもしれませんよ」

「……そ……そんな……」

「どっちが得かは、君にはすぐにわかるよね？」

　言いながら、彼が僕の首筋にキスをしてくる。驚いてずり上がる僕を押さえつけ、

「大だい丈じよう夫ぶ。怖こわくないよ」

「……い、いや……！」

　首筋に唇くちびるを滑すべらされ、僕の口から、震ふるえる声が漏もれた。

　……彼は、見とれるようなすごいハンサムで。

　……きっと、憧あこがれている子はたくさんいるだろうけど。でも……、

「放してください！　あなたに対して、そんな気持ちにはなれません！」

「じゃ、誰とならいいの？　好きな人がいる？」

　聞かれて、僕の脳のう裏りに、篁の顔がよぎってしまう。

　……なんで……？

　……僕は、彼に脅おどされて、あんなことを許しただけで……！

「言えない……ということは、恋人はいないんだろう？　それなら、私と楽しいことをしよう。いいね？」

「いやっ、いやですっ！」

「純情なんだな。じゃあ、キスだけ」

　唇を近づけられて、僕は泣きそうになりながら、かぶりを振る。

「いやですっ！　いやっ！　僕は……！」

「僕は？　やっぱり好きな人がいる？　いるのならやめてあげよう。言ってごらん？」

「……あ……」

「言えないということは、好きな人はいないんだね？」

　彼は言って、いきなり僕のスラックスのベルトに手をかける。

　カチャ、と金具を外される感覚に、僕はすくみ上がり、何もかも忘れてしまう。　>>>♥

「いや、いやあーっ！　鷹之ーっ！」

　僕の唇が、勝手に叫さけんでしまう。Ｙシャツも脱ぬがされそうになり、必死で抵抗をしながら、

「鷹之、鷹之！　いやあっ！」

　スラックスのボタンに手が掛かかる。僕は青ざめ、彼の手を押さえて、

「お願いですっ！　僕は、彼以外の人とは……！」

「私の言うことをきかないと、学校をクビになってしまうかもしれないよ？」

　言われるけど、僕はかぶりを振って、

「どうなってもかまいませんっ！　彼以外の人とは、絶対にいやなんですっ！　僕の全すべては、彼だけのものなんですっ！」

　思わず叫んでしまう。それから、自分でその言葉に気づいて呆ぼう然ぜんとする。

　……僕の全ては、彼だけの……？

「私が、どんなに脅しても……だめ？　キスだけでも？」

　学園長の言葉に、僕はまだ呆然としたままうなずき、その言葉の意味を考えていた。

　学園長と、というか、彼以外の人間とそんなことをするのは……我が慢まんできない。

　脅されても、引き替かえになにかをもらえても……僕は受け入れることはできない。

　……だって、あの三ヶ月前の夜から、僕の全ては……、

　目の奥がぎゅっと痛み、目から、涙なみだが零こぼれ落ちた。

「……僕の全ては……出会った瞬しゆん間かんからずっと、彼だけのものなんです……」

　僕は、両手で顔を覆おおい、泣きながら呟つぶやいた。

「……許されなくて、口にも出せなくて、たとえ結ばれることがなくても……僕は、ずっと彼だけを愛しているんです……」

　学園長が、ふっと笑う声。

「いいなあ、最近じゃ珍めずらしいような純情な子だ。さすが、あの柾音の息子むすこさんだなあ」

　目を開けた僕に、優やさしい顔で笑いかける。

「こんな君を射止めてしまった彼が、なんだか本気で羨うらやましい。……というわけで」

　彼は僕の上から身を起こし、外した眼鏡をテーブルから取って僕に渡わたしてくれる。そして、

「ちゃんと聞いていたかな？　そこのついたての向こうにいる生徒！」

「……えっ？」

　ついたての向こう側から一人の生徒が出てきたのを見て、僕は驚いて身を起こす。そして慌てて眼鏡めがねをかけなおし……、

　そこにいたのは……、

「……た……篁くん……」

　久しぶりに見る彼は、少しやつれたような顔をしていた。

　陽ひに灼やけた頰ほおがますます引き締しまり、でもそこがますます男っぽくなったような……、

　そして、その精せい悍かんで、純じゆん粋すいな瞳ひとみは、僕をまっすぐに見つめていて……、

「……あ……」

　心臓が、ドクンと跳はね上がる。

　……僕は彼だけのものだ、とか、彼だけを愛してる、とか……、

　……そんな恥はずかしい言葉を、彼に全部聞かれちゃったんだ……！

　身体からだが、かあっと熱くなる。

「私が呼んだんですよ。このまま痴ち話わゲンカを続けられても、学園が混乱するばかりですからね」

「……えっ……？」

　学園長は肩をすくめて、

「ああ、殴なぐられること覚かく悟ごの熱演だったんですが……危なかったみたいですねえ」

「……ええっ？」

　よく見ると、篁の顔は、怒いかりに引きつっていて……。

「……ええ、少々やりすぎです、学園長。もう少しで飛び込んで、あなたをボコボコにしてしまうところでした……」

　呟いた声は、静かだけどすごく獰どう猛もうだった。学園長は苦く笑しようして、

「いやあ、柾音に似てたもんで、つい昔を思い出して、やりすぎてしまったかなあ。……まあ、二人の仲を取り持つために仕し掛かけたことだ。これくらいはかんべんしてくれ」

　僕は、その言葉にすごく驚おどろいて、

「……じゃあ、学園長は、僕らのこと……」

「まあね。篁くんは真宮先生のことばかり気にしているし、真宮先生は真宮先生で、彼のことばかり見て、頰を染めるし。噂うわさ以前に、私にはもともとバレバレだったよ」

「……えっ……？」

「……先生……」

　篁の声に、僕はぴくんと飛び上がる。恐おそる恐る彼に視線を移すと、

「……さっき言ったこと、本当ですね？」

　すごく真しん剣けんな彼が、僕を見つめてる。

　心臓がドキンと跳ね上がり、思わず声を失った僕に、

「……どうして、俺にあんなことを言ったんですか？　どうして、俺をあんなふうに避さけていたんですか？」

「……だ、だって！」

　僕は覚悟を決めて叫ぶ。

「教師の僕とそんな関係にあったなんて学園長やご家族に知れたら、君の将来は、閉とざされてしまうじゃないか！　だから、僕……」

　この学校に来てから、ずっとずっと悩なやんでた。彼のことを、ずっと遠ざけてきた。

　だけど、僕は、本当は……。

「君の将来に傷がつくようなことは、したくなかった。だって……」

　その気持ちが溢あふれるように、涙が零れてしまう。

「……君のこと、愛してるんだよ」

　僕は、もう我慢できずに言ってしまう。

「……僕は、あの朝逃にげたことを、心の奥ではずっと後こう悔かいしてたんだ」

「……涼音……」

「……会いたかった。でも、やっと会えた君は、まだ高校生で、僕の生徒で。しかも僕とは世界の違ちがう大だい富ふ豪ごうのご子息で。明るい将来があって。だから、僕、どうしていいのか……」

　嗚お咽えつで言葉が続かなくなった僕を、歩み寄ってきた篁のあたたかい腕うでがそっと抱だきしめる。

「……涼音……俺の将来のことを、心配してくれていたの……？」

「……当たり前じゃないか……だって僕、君の先生なんだよ……？」

　言うと、彼は優しい顔でクスリと笑って、

「いい先生に巡めぐり会えて、俺はとても幸せかもしれないね。……涼音……」

　僕らは、まっすぐに見つめ合う。

　……ああ、彼は、三ヶ月前のあの夜と同じ、こんなに優しい目をして……、

「ええと！　あー！　ゴホゴホ！」

　見つめ合っていた僕らは、学園長の咳せき払ばらいで我に返る。

「このまま放っておくと、たいへんなラヴシーンが展開されそうだ。独り身の私としては、見せつけられるのはつらいので……篁くん」

「はい」

「例の場所を、朝まで使用することを許可する。そんなにやけた顔で一いつ緒しよに寮りように帰られたら、部屋の外が鈴すずなりの人だかりになるだろう。それは教育上、よくないからなあ」

　学園長は、ポケットから小さな金属のものを取り出し、彼に向かって投げる。どこかの鍵かぎらしきそれは、キラリと光りながら弧こを描えがき、篁の手でしっかりとキャッチされる。

「ありがとうございます。……真宮先生の授業は、明日は休講になるかもしれませんが」

「真宮先生は、真ま面じ目めすぎるほどに、きっちりと授業をこなしてくれた。一度くらいなら、いいよ」

　学園長と篁は、なんとなく悪わる巧だくみをするような顔で笑いあう。

「……え？　なんのことですか……？」

　僕がわけがわからずに聞くと、学園長はそのハンサムな顔に優しい笑いを浮うかべ、

「運命は、どんな道徳にも勝つということです。……君の本採用の手続きは、明日以降にしましょう。書類を揃そろえておきます。これからも、よろしく。真宮先生」

　その言葉に、僕は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとし……それから喜びを嚙かみしめて、

「ありがとうございます！　がんばります！」

　彼はうなずき、それから、

「ええと。……今回のことで、私に少しは感謝している？」

「え、ええ！　それはもう！」

「いや、そのかわりというわけじゃないんだが……」

　学園長は、少しだけ照れたような顔をして、

「……今度、一度、お父さんを学園に呼んでみない？」

　僕は驚いて、

「……は？　演奏会ですか？　父のスケジュールは、僕には……あっ！」

　僕は、ふと思い出して、

「そういえば、父からの手紙に、『学園長によろしく』って書いてありましたが……」

「ええっ？　本当に？　ほかにもなにか、私へのメッセージが書いてなかった？」

「……いえ。それだけです」

　言うと、彼は、深い深いため息をついて、

「まったく。相変わらずのクールビューティーなんだから。ねえ、涼音くん。……息子むすこが教師をしている学園に、彼が一度遊びに来る、という可能性はないだろうか？」

「さあ、どうでしょう。聞いてみますが……」

　言うと、学園長はなんだか妙みように嬉うれしそうな顔で、

「頼たのむよ。……これからの学園長生活が、ますます楽しくなりそうだ」

　言って、話は終わった、というように手を振ふってみせて、

「……それじゃ、二人とも、よい夜を」

　僕は、よくわからないままに頭を下げる。篁に肩かたを抱だかれるようにして、学園長室を出る。

「……なんだろう、学園長？　父さんと久しぶりにお酒でも酌くみ交かわしたい、とか？」

　僕が言うと、篁はため息をついて、

「あの学園長が、そんな可愛かわいいことを言うわけが……まあ、いいです。そんなことより……」

　僕を見下ろし、すごくセクシーな顔で笑ってみせて、

「……あなたを、この学園の秘密の場所にご案内します」




「篁くん！　そっちに行ったら、行き止まりじゃないか！」

　彼に手を引かれて歩きながら、僕は言う。

　一ヶ月の間に、僕はこの学園の地理をだいたい把は握あくしていた。

　植物園の脇わきを歩き抜ぬけ、そのままさらに裏手に向かう。

　こんな何もないところに来る生徒はだれもいないだろう。いちおう、雑草は刈かり込んであるけど、ほとんど道もないただの草地のような場所を、彼はどんどん歩いていく。

　その先には、『学園の敷しき地ちはここまで』というように、煉れん瓦がの塀へいが立ちはだかっている。

　その向こうには、別の人が所有する山林かなにかが広がっているんだろう。

「ねえ、もう暗くなってきたから、寮に帰らないと……」

　僕は言うけど、彼は、僕の手を引いたまま煉瓦の塀に沿って歩き出す。

　大きな木の下でふいに立ち止まった彼に、僕は、

「こんなとこで、なに？　……あれ……？」

　言いかけて、言葉を切る。だって、なんだか、ふいに……、

「……今、バラの香かおりがした……？」

　僕はあわてて見回すけど、周りには、薄うす暗ぐらい草むらが広がっているばかり。バラなんて、一本も咲さいてなくて……、

　彼は、ちらりと微笑ほほえんで、ポケットからさっきの鍵を取り出す。

　よく見ると、木と煉瓦の塀の間、表側からは蔭かげになっているところに、小さな木のドアがある。

「……あっ、なに？　そこって？」

　彼は黙だまったまま、木のドアの鍵かぎ穴あなに鍵を入れて回し、ノブをひねる。

　古そうなきしむ音を響ひびかせてドアが開き、その向こうから……、

「……あ……！」

　僕は思わず声を上げた。だって、風に乗って、すごく濃のう密みつなバラの香りが……、

　彼の手が僕の手を引っ張る。僕は彼に続いて、その小さなドアをくぐり……、

「……あっ！　すごい！」

　思わず叫さけんでしまう。

　そこは、小さな庭。取り囲むのは、ほとんど野生みたいなうっそうとした茂しげみ。だけど、その茂みはたくさんの蔓つるバラが絡からみ合ったもので、可か憐れんな花が数え切れないほど咲いている。　>>>♥

　庭の一番奥には、小さな、サンルームのようなガラス張りの建物。そして、それを取り囲むようにして、いっせいに咲き誇ほこっているのは……様々な種類の、薄うすいピンクのバラ。

「……綺き麗れい……これが、この学園のバラ園……？」

「ここは、代々、生徒会長だけが入ることを許される、学園長専用の庭だよ」

「……生徒会長だけが……？」

　鳳学園長が、生徒会長でなかったわけがない。学生時代の彼は、ここに入ることができて……そして、学生時代の父さんも、今夜の僕みたいにここに連れてきてもらった……？

「そう。こんな綺麗な庭、生徒に知られたら、みんなが忍しのび込んで、デートに使うに決まってる。生徒会長だけが入って、生徒会の仕事のほかに、ここのバラの世話もする。それがこの学園のならわしなんだけど……生徒会長と庭師の兼けん任にんは、なかなかハードなんだよね」

　彼は笑いながら言って、僕の後ろのドアを閉める。

　カチ、と鍵が締しめられたのを聞いて、僕は少し緊きん張ちようしてしまう。

　……デートに使う……？

　……もしかして、学園長が朝まで使っていいって言っていったのは……？

「え、ええと！　授業をサボってる間、どこにもいないと思ったら……ここに来てバラの世話をしてたの？　でも、そんなことじゃ、出席日数が……！」

　照れ隠かくしに慌あわてて叫ぶ僕に、彼は楽しそうに笑って、

「単位を取るのに最低限必要な授業にはちゃんと出てたし、テストで挽ばん回かいする。だから心配いらないよ」

　その言葉に、僕は心底ホッとして、

「よかった。生徒会長の篁くんが留年なんかしたら、学園はパニックに……」

「……涼音？」

　彼が言って、ふと振り返る。セクシーな目で僕をまっすぐに見つめて、

「放課後には、名字で呼ばないで。俺の名前を呼んで」

「……えっ？」

「放課後を告げる鐘かねが鳴ったら、いちおう教師と教え子の時間はおしまい、ということで」

「……えっ、そんな……」

　僕が真っ赤になって言うと、彼はふとイジワルな顔になって、

「言うことを聞かないと、この草むらに押し倒たおすよ。幸い、ここには誰だれも来ないし……」

「わっ、わかったからっ！……鷹之！　これでいい？」

「……そう。もう一度、呼んで」

「……鷹之……」

　言うと、彼がふいに身を屈かがめる。唇くちびるに、唇が重なってくる。

「……ん……」

　甘いキスに、身体からだが痺しびれてしまう。

「……んん……」

　……ああ、あの夜と同じ、優やさしいキス……。

　僕は、身体の中心がツキン、と疼うずいたのに気がついて、真っ赤になる。

　……うそ！　キスだけで反応しちゃうなんて……！

「……ん……あん……いや……」

　僕は慌てて彼の身体を押しのける。もう息が弾はずんじゃってて、なんだかすごく恥はずかしい。

「ええと！　あのサンルームみたいなとこって何？　入ってもいいの？」

「入ってもいいよ。昼ひる寝ね用のカウチもあるし、俺にとってはあそこの方が都合がいい」

「……えっ？　ちょ、ちょっと待って……！」

　硬こう直ちよくする僕の肩を抱いて、彼が歩き出す。僕は思わず逃にげようとするけど、きゅっと肩を抱だきしめられて、それもかなわない。

　一段高いところにあるサンルームへの階段を上る。彼がドアを押し、その内部に入る。

　部屋の中は、ごくごくシンプルだった。ライティングデスク。昼寝用、というには大きくてそのまま朝まで寝ねられそうなカウチ。そして、部屋の隅すみには……、

「ピアノ……！」

　綺麗に磨みがかれた、スタインウェイ＆サンズのグランドピアノがある。

　僕は、父さんの手紙にあった、『バラの咲いている庭を見ながら、ピアノを弾ひいた』っていう文を思い出していた。

　……父さんは、やっぱりここに来ていたんだ……。

　僕は部屋を横切り、ピアノの鍵けん盤ばんの蓋ふたを開ける。

　立ったまま、鍵盤に指を走らせてみる。完かん璧ぺきな調律、深い響きのある美しい音色。

　……そして、父さんは、このピアノを弾いていたんだ……。

「涼音。ピアノを弾きたい？」

　すぐ後ろに来ていた彼が、言う。僕はうなずいて、操られるようにピアノの前のイスに座る。

　指は、訓練したとおりによく知っている曲を弾こうとする。だけど……、

　弾こうとするだけで、身体がこわばる。父さんの作った曲、コンテストのために教授が決めた曲、そして伯父おじさんと伯母おばさんが好きだったために弾くことを許された曲……。

　僕は、いつもなにかを試ためされているみたいだった。

　僕は、失敗することや責められることを恐おそれて、誰かが敷しいてくれたレールに従順に乗っているだけだった。疑問を持つことや、反はん抗こうすることを、自分に禁じて。

　……だけど……本当の僕は、いったいどこにいたんだろう……？

「……涼音」

　彼の声、そっと肩かたに置かれる、彼のあたたかい手のひら。

「……君は、君の弾きたい曲を弾けばいいような気がするよ」

　驚おどろいて振ふり向くと、彼はすごく優しい目をして僕を見下ろしていて、

「なにかの課題曲じゃなくて。……君が好きな曲は？」

「……僕が、好きな……？」

　僕は、呆ぼう然ぜんとしてしまう。そんなことを考えて、曲を選んだことなんか、一度もなかったんだ。

「……好きな、曲……？」

　僕は、自分の意思でなにかを決めたことなんか、一度もなかったような気がする。

　いや……。

　鷹之と一度だけ結ばれた、それから、あのバラの香かおりのする手紙に「イエス」という返事を書いた……その時だけは、自分の意思だったかもしれない。

　僕は、彼の端たん整せいな顔を見つめたまま、思っていた。

　どちらも、鷹之と一いつ緒しよにいるために、そして再び出会うために……？

　もしかしたら、これを、運命というのかも……？

　彼が、ふと笑いを浮うかべる。

「そんなに長いこと考えて。じゃ、俺が先」

　僕を抱だき上げるようにしてイスから立たせ、自分がピアノの前のイスに座る。開いた彼の膝ひざの間に立った僕の、身体の両りよう脇わきから腕うでを伸のばし、鍵盤に手を置く。

　彼の頰ほおが、僕の脇わき腹ばらに当たってる。まるで抱きしめられてるみたいで身体が熱くなる。

「それでは」

　彼が真ま面じ目めな声で言う。どんなすごい曲を弾くのかと思って息を吞のんだ僕は……、

「……あははは！」

　彼が弾いた『ネコ踏ふんじゃった』のメロディーに、思わず笑ってしまう。彼が弾きながら、

「あ、どうして笑うんだよ？　一番得意な曲なのに！」

「ごめん！　いや、なんでも完璧な君が、そういうのを弾くと妙みように可愛かわいいっていうか……」

　笑いが止まらない僕を、鍵盤から指を離はなした彼がそっと抱きしめる。Ｙシャツの上からお腹なかにキスをされて、心臓がトクンと跳はね上がる。

「……あ……」

「次は君の番だ。俺と同じ曲でも、オッケーだよ？」

　彼は笑いながら立ち上がり、僕をイスに座らせる。僕は少し考えてから、

「そういえば……昔、好きだった曲があった。そんな簡単な曲は課題曲にならないって言われて、ほとんど弾くことはなかったんだけど……」

「……じゃ、その曲を」

　僕のすぐ後ろに立った彼が、リクエストをするように囁ささやいてくれる。

　僕の指が、自然に鍵盤の上に下りる。そして昔弾いた記き憶おくをたどって、曲を奏かなで始める。

　ショパンの夜想曲ノクターン。第十番、変イ長調。

　ひんやりとした夜風と、バラの香りに、思い出す。

　これを初めて弾いたのは、七歳の頃ころだ。僕の家の庭にはバラがたくさん咲さいていた。

　母さんがまだ元気で、父さんは海外公演ばかりではなかった、あの頃だ。

　指使いは簡単だけど、すごくロマンティックなフレーズ。

　僕は目を閉じて、背中に感じる彼の体温のあたたかさを胸に刻みつけていた。

　僕が心に厳重にまとっていた固い殻からに、最初の小さなヒビを入れてくれたのは、彼だ。

　殻を破って、空気に身をさらすのは、とてもつらかった。だけど、僕は……。

　彼の体温、彼の唇、彼の指、彼の優しい声。

　その一つ一つを思い出しながら、僕は曲を弾いた。

　そして、彼の腕に抱かれているときのように、全すべてを忘れ……、

　曲の最後の音の余よ韻いんが、夜の空気を、震ふるわせる。

　僕は目を閉じてそれを聴きき……それが消えるのを確かめてから、深くため息をついた。

　後ろから抱きしめてくれる、あたたかい腕。それはさっきまでイメージしていたそのままで。

「……ブラーヴォ……愛してるよ……」

　彼が、優しく囁いてくれる。僕は体の向きを変え、彼の身体に腕をまわして、

「……鷹之……僕も……愛してる……」

　彼の指が、僕のあごに触ふれて、そっと顔を持ち上げる。

「……もう一度、言って」

　彼の真しん剣けんな眼まな差ざし。僕は、彼をまっすぐに見つめたまま、

「……愛してる……」

　……そう。これが僕自身の本当の気持ちなんだ。　>>>♥

　彼が手をのばし、僕の眼鏡めがねを両側から挟はさんでそっとはずす。そして丁てい寧ねいに畳たたんで、ピアノの上に置く。

　視界がかすんでしまった僕は、少し不安。でもこのまま彼のリードしてくれるままに、なにも考えず、身を任せてしまいたいような……。

　彼の顔がそっと近づいて、僕の唇くちびるに触れる。

　ごほうびをくれるような軽いキスを繰くり返した後、彼の腕が僕の身体からだをいきなり抱き上げた。

「……あっ！　なに？」

　鍵盤の上に転げ落ちそうな不安定な体勢。僕は慌あわてて彼の首にすがりつく。彼は微笑ほほえんで、

「……もう、一いつ瞬しゆんも我が慢まんできない。カウチに移動しないと、ピアノの上に押し倒たおしてしまう」

　僕も笑ってしまいながら、

「……エッチな人」

「……君のせいだよ」

　囁いて、唇にキス。そのまま部屋の隅のカウチに運ばれて、そっと横たえられる。

「……愛してる……」

　彼が、そっと身体の上にのしかかってくる。

　それは、カウチ、というよりはベッドに近いような大きさで、背の高い彼が横たわっても十分なくらいの広さがあった。

　彼の手が、そっと僕のネクタイを解く。Ｙシャツのボタンをゆっくりと外していく。

　露ろ出しゆつした肌はだに下りてくる、彼の唇。スラックスの上から僕を確かめる、彼の指。

「……あ……鷹之……！」

　僕は目を閉じ、次し第だいに激しくなる彼の愛あい撫ぶに身を任せた。

　……ああ、愛している人に抱かれるのは……なんて幸せなことなんだろう……。
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「……あ……鷹之……！」

　彼は甘い声で喘あえぎ、そのミルク色の肌をふわりと染めてみせる。

　薄うすいピンク色の乳ち首くびが、開花を待つバラの花のように先を尖とがらせている。

　唇を落とし、そこにキスをすると、彼のしなやかな身体が反応する。

「……あ、ん……やぁ、ん……」

　切れ切れの喘ぎは、四ヶ月前のあの時と変わらずに、甘く、俺の心を締しめつける。

　もっと我を忘れさせてしまいたくて、乳首を舌で舐なめ上げ、チュッと吸い上げる。

「……あっ、あああ、んっ……！」

　感じやすい彼は、それだけで身体を震わせ、腰こしを、ピク、と跳ね上げる。

　布越ごしの彼の中心が、熱を持って、しっかりと勃たち上がっているのが解わかる。

「……イケナイ人だね。もう、ここを、こんなに硬かたくして……」

　手のひらで確かめると、彼は切ない声で、

「いや……いやあっ……ん！」

　喘ぎ、だめ、というようにかぶりを振ってみせる。

　その慎つつしみ深い様子と、それにそぐわない悩なやましげな染まった肌が、俺の欲よく望ぼうをかきたてる。

　彼のベルトとスラックスのボタンを外し、ファスナーをゆっくりと下げていく。

　その、チチ、という微かすかな音に、彼が反応し、また頰を染める。

「……や、あ……鷹之……！」

　恥はずかしげに身をよじらせる彼に構わず、手を滑すべり込ませる。下着の布を分け、彼の分身に指を滑らせ、その熱さを確かめる。

「……や、あっ！　ああ、んっ！」

　彼の中心は、燃え上がりそうな熱を持ち、硬く勃ち上がっていた。先せん端たんに指を触れると、すでにたっぷりと蜜みつをたらしてしまっている。

「……ん、んんっ！　……ああんっ……！」

　かぶりを振ふる彼の先端に、ヌルッと蜜を塗ぬり込める。そのまま滑なめらかな表面に円を描えがくと、彼は息を詰つめるようにして、背中をしなやかにのけぞらせる。

「……ンンッ！」

　彼の中心も、クイッと反応し、さらに硬さを増し、先端からまた蜜を零こぼす。

「……だめ、も、だめえ……ああ、んっ……！」

　むりやりに感じさせた時とは比べものにならないほど、色っぽく、甘い、その喘ぎ声。

　俺は、あまりのいとしさに我を忘れ、唇と指での激しい愛撫で、彼を一気に攻めてしまう。

「……あっ……ああっ、鷹之っ、ああん……っ！」

　限界が近いことをあらわすように、彼の身体には細かい震えが走り……、

「……んっ、だめっ、おねがい、たかゆきぃ……っ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声をあげた彼の耳に、口を近づけて、

「……イかせて、っていってごらん。これは命令じゃない。君がそうして欲しければ……」

「……あっ、いや、イジワル……っ！」

　彼は言い、それから、恥ずかしげに閉じたままの長いまつげを震わせて、

「……お願い……イかせて……そして、もう一度、鷹之のものにして……」

　彼のあまりの悩ましさに、理性の全すべてが綺き麗れいに消し飛んでしまう。

　俺は愛撫を待って尖った彼の乳首にキスを繰り返し、濡ぬれた屹きつ立りつを容よう赦しやなく愛撫し……、

「……あっ！　あああー……んんっ！」

　彼は甘い声を響ひびかせ、身体を震わせて、俺の手の中に美しい白い蜜を放った。
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「……あっ！　あああー……んんっ！」

　僕は声を上げ、耐たえきれずに彼の手の中に思い切り放ってしまう。

「……あ、ああ……」

　あまりの快感に泣いてしまう僕に、彼が優やさしいキスをする。

　キスをしながら、彼の濡れた指が、僕の後ろの蕾つぼみにグッと滑り込んでくる。

　初めての時と同じくらいの激しい痛み。だけど……、

　時間をかけて解ほぐされると、僕の身体は、彼を欲しがって、ピクンと跳はね上がってしまう。

「……欲しい、涼音。君は……？」

「……僕も欲しい、鷹之……おねが……あっ！」

　蕾から指が抜ぬかれ、僕の足首を、彼の両手がきゅっと握にぎりしめた。

　脚あしを広げられて、彼の身体が、開いたその間に滑り込んでくる。

「……あっ……ああっ……ああんっ……！」

　押し当てられる、彼の逞たくましい屹立。我慢できない、というようにググッと押し入ってくる。

「……あっ、鷹之ぃっ！」

　でも、すごく濡れて、彼の指に押し広げられた僕の蕾は、従順に開いて彼を受け入れていく。

　内部で感じる彼の屹立が、その熱が、すごくいとおしい……。

「……愛してる、鷹之……」

「……俺も愛してるよ、涼音……」

　彼が囁ささやいて、ゆっくりと動き出す。羞しゆう恥ちに震える僕の屹立に、彼の指が絡からみつく。

「……あ、いやっ、イッちゃうっ……」

　あまりの快感。頭の先から、宙に跳ね上げた足先にまで、激しい電流が走った。

　二人を包み込む、濃のう密みつなバラの香かおりに、もう何も解らなくなる。　>>>♥

「……愛してる、愛してる、鷹之……！」

　激しくむさぼられ、クチュ、クチュ、と屹立を愛撫されて、僕は何もかも忘れ……、

「あああーんっ！　たかゆきいっ！」

　僕は叫さけんで、思い切り欲望を放つ。受け入れた彼を、きゅうっと硬く締め上げてしまう。

　秀しゆう麗れいな眉み間けんを悩ましく寄せ、彼は激しく僕の内部に欲望を撃うち込んだ。










「涼音、俺にむりやりされた時……怖こわかった？」

　カウチに横たわったまま僕を腕うでに抱だきしめ、彼が真しん剣けんな声で聞いてくる。僕は、

「うん。少し怖かった。でも……」

　恥ずかしくて、見つめてくる彼の目から、目をそらしてしまう。

　怖くて、悲しかった。でもそれは、彼の心が僕にないと思っていたからで……、

「本当は……ちょっと感じちゃった。……だって、相手が、鷹之だったんだもん……」

　言うと、彼は一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたように黙だまり、それから楽しそうに笑って、

「それを聞いてホッとした。今度また、生徒会室の絨じゆう毯たんの上とかでしてみようか」

「ばかっ！　イジワルっ！」

　真っ赤になって振り上げた僕の拳こぶしを、彼は笑いながら受け止める。

　そして、そっと僕の身体からだを引き寄せる。そのままきゅうっと抱きしめて、

「悪かった、怖い思いをさせて。……でも……」

　彼は、僕の髪かみに顔を埋うずめて、

「涼音がほかの男に抱かれるなんて、考えただけでおかしくなりそうだったんだよ」

「……そんなことしないよ……僕も、そんなウソついてごめんね……」

　囁くと、彼の唇くちびるが重なってくる。僕は幸せに満たされながら、甘いキスを受ける。

「君を見つけ出せて、ちゃんと気持ちを確かめられてよかった。……苦労した甲か斐いがあった」

　彼の言葉に、僕は驚おどろいてしまう。

「見つけ出した？　苦労した？　僕がこの学園に来たのは、偶ぐう然ぜんだったんじゃ……？」

　彼は、そのハンサムな顔に笑えみを浮うかべ、

「そんな偶然があるわけがない。君の名前、教師志望だったこと、お父さんがピアニストであること、それを手がかりに、俺が捜さがした。教育委員会や学園長に手を回して、君のところに臨時採用の話がいくようにしたんだ。君のお父さんと学園長が同級生だったのは、本当に偶然だけど」

「……へっ？」

「臨時採用通知の手紙……あれも実は、俺が作ったんだ。学園長に頼たのまれて、このサンルームで」

　あの手紙にバラの香りと、何かの予感を感じたのは……僕の気のせいじゃなかったんだ。

「君が消えたあの朝に誓ちかった。君を捜し出し、またこの腕に抱きしめる。絶対にあきらめないって」

　彼は、カウチの背にかけられていた制服のポケットから、銀色に光るものを取り出す。

　それは……あの朝、僕がホテルの部屋に忘れた……大切なオメガ。

　彼は、僕の手首にそれをはめてくれて、

「君に返すよ。あの夜が幻まぼろしじゃなかったことが、確かめられたから」

　僕は、懐なつかしい時計の重みを嬉うれしく思いながら、

「うん。幻なんかじゃない。ただ……僕とまた出会ったことで、君の将来に傷がついたりしたら……」

　僕が言うと、彼はなぜか楽しそうにくすくす笑って、

「心配してくれるのは嬉しいけど……君は篁コンツェルンの総そう帥すいの力を知らないみたいだ」

「……えっ？」

「総帥になるまではたいへんだけど、総帥にさえなってしまえば俺に意見できる人は、一人もいなくなる。君をお嫁よめさんにしたいと言っても……誰だれも反対なんかできないんだよ」

「えええっ？」

「プロポーズは、卒業してあなたの教え子じゃなくなってから、あらためてするつもりだ」

　彼は、ものすごくセクシーな目で僕を見て、僕を蕩とろけさせてしまうようなキスをする。

「だからこの学園では……こっそりイケナイことをして……愛を確かめ合おう」

　ね、先生？　と甘く囁かれただけで、また身体が蕩けそうに熱くなる。

　……ああ……生徒の彼にこんなに夢中な僕って……とってもイケナイ先生かもしれないな！
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「なんだか……すごくいい香かおりがしませんか？」

　朝の職員室。僕の席の後ろを通りかかった先生が、ふいに言う。振ふり返ると、そこに立っていたのは三年の担任で学年主任の高たか間ま先生。彼はベテランの歴史の教師なんだけど、最近とても厳格なことで有名な風紀委員会の顧こ問もんになった。彼が顧問になってから生徒の荷物検査は一日おきになったし、寮りようの部屋の早朝の抜ぬき打ち検査も週に一度はある。しかも生徒だけじゃなくて教師の部屋まで。だから、鷹之の部屋はもちろん、僕の部屋でのデートもご法はつ度と。だって生徒と教師がベッドで裸はだかで抱だき合っているところを見つかったりしたら……きっと二人とも一巻の終わりだ。

「いい香りですか？　私も実は思っていたんです。バラの香りじゃないですか？」

　隣となりにいる古文の女性教師、三好先生が厳しい声で言い、僕はちょっとドキリとする。実はその香りは僕も感じてた。しかも…心当たりがある。

　……昨夜ゆうべ、温室に泊とまってしまった。もしかしたらそのせいかも……？

　秘密のバラ園の中にあるあの部屋には、いつも濃のう厚こうなバラの香りが満ちている。今朝は一応部屋に戻もどってシャワーを浴びて着き替がえて来たんだけど……もしかしたら鞄かばんとかに香りがついているのかも……？

　二人の視線が僕に当てられていることに気づいて、僕はドキリとする。

「なんとなく真宮先生から香ってくるような？」

「真宮先生、バラの香りのシャンプーとか使っていらっしゃいます？」

「え、ええと……いえ、その……」

「真宮先生はいつもいい香りがしますよ！」

　三好先生とは反対側の隣の席にいる生物の吉村先生が、いつものように軽い調子で言う。彼は僕の肩かたの辺りに顔を近づけてくんくんと匂においを嗅かぐ。

「ああ……真宮先生って美形なだけじゃなくて本当にいい香りだ！　ハチミツをかけたレモンみたいに甘くて爽さわやかな……でも、バラとはちょっと違ちがいますね！」

　吉村先生は言って、それからまたうっとりした顔になる。

「でも、どこかからバラの香りがする。どこからだろう？……」

　いつものことながら妙みように濃こい反応に、僕は鼻白む。

「ええと、今朝、中庭を散歩してから来たので……ほかの花の香りじゃないかと……」

「そうですか？」

　吉村先生はちょっといぶかしげな顔になり……それからふいに我に返ったように、

「ああ、失礼しました。いくらいい香りがするからとはいえ、朝から匂いを嗅がれては照れてしまいますよね。……夜ならともかく」

　やけに意味深な顔で片目を閉じられて、僕は冷や汗あせをかきながら、

「いえ、夜でもそういうのはちょっと」

　思わず言ってしまい……僕の言葉にほかの先生方が固まっていることに気づく。

「……あ……すみません！　先せん輩ぱいに失礼なこと……」

「さすが、なかなか言うようになったなあ」

　向かい側に座った、体育の片かた山やま先生が言う。

「もっと言っていいですよ。真宮先生が女性だったら完全なるセクハラだ」

　吉村先生は慌てたように、

「え、そんなつもりは。すみません、真宮先生があんまり綺き麗れいだから、つい……」

「シャンプーではないとしたら、なんの移り香がですかね？」

　僕の後ろに立っていた高間先生が、厳しい顔で僕を見下ろしてくる。

「まさか……香こう水すいの香り？　寮を抜け出して女性と密会でもしていたとか？」

　彼の言葉に、僕はドキリとする。

「……え……っ？」

　……女性ではないけど……生徒である鷹之と密会していたのはたしかで……。

「今朝、教師の部屋の早朝抜き打ち検査があったんですよ。時間は六時半でした」

　高間先生の言葉に、僕は本気で青ざめる。

　……六時半……？

　僕は今朝のことを必死で思い出す。

　……あの部屋で目を覚ましたのが、六時。だけど鷹之がエッチないたずらを仕し掛かけてきて喘あえがされてしまい……あの部屋を出たのは六時四十五分。僕は慌あわてて部屋に戻り、シャワーを浴びたんだけど……。

「その時、真宮先生はノックに応こたえてくれませんでした。いつもはすぐにドアを開けてくださるのに、おかしいですねえ。昨夜からずっと部屋を抜け出していたのでは？」

　彼の言葉に、先生方が驚おどろいた顔で僕に注目する。

「す、すみません」

　僕は慌てて言う。

「早く目が覚めてしまったので、庭を散歩していました。部屋に戻ったのが六時五十分くらいでしたから、行き違いになったのではないかと……」

「本当ですか？」

　高間先生は、疑わしげな顔で僕を見下ろしてくる。吉村先生が、

「この天使のような真宮先生が、女性と密会なんかするわけがないじゃないですか！　密会するならこの俺が……」

「ふざけないでください、吉村先生。私は真ま面じ目めに話をしてるんですよ？」

「す……すみません」

　吉村先生が、尻尾しつぽをダラリと下げた大型犬みたいに言う。高間先生が、

「ともかく。歴史あるこの学園では、教師は品行方正を心がけ、生徒の完かん璧ぺきな模も範はんでなくてはいけません。おかしな所業が発覚したら、すぐにでもクビを覚かく悟ごしていただくことになると思いますよ」

「そんなあ」

　吉村先生が言い、高間先生に睨にらまれて首をすくめる。僕は思わず青ざめてしまいながら、

「生徒の模範になれるように品行方正を心がけます。早朝に部屋を抜け出したりしてすみませんでした」

　言った時、職員室のドアが開いて背の高い男性が入ってくる。高間先生が僕のことをギラリと見下ろしてから、自分の席に戻っていく。

「おはよう、諸君。いい朝だね」

　いつもの美声で言って、ハンサムな顔に爽やかな笑えみ。彼の名前は鳳倖司さん。この学園の学園長。それだけでなく、この学園に在ざい籍せきしていた頃ころ、僕の父さんの同級生だったらしい。

「さて、今朝の連れん絡らく事じ項こうを」

　学園長は書類を見ながら職員室の机の間を歩き回り、その美声で連絡事項を読み上げていく。僕は聞き逃のがさないようにメモを取る。僕の後ろを通った学園長が、何かに気づいたかのように立ち止まる。

　彼は僕を見下ろし、意味ありげな顔で片目をつぶってみせる。「またあそこで密会していたんだね？」とでも言いたげな顔。彼は僕と鷹之が恋こい人びと同士だと知っていて、あのバラ園の中にあるサンルームの鍵かぎを貸してくれているんだけど……。

　……彼がこんな顔をするってことは、やっぱりどこかにバラの残り香がついてるんだ。

　僕はさらに青ざめてしまいながら思う。

　……僕はただの一教師だからいいけれど、鷹之は歴史ある名家である篁家の次期総そう帥すいになる人。僕との関係が何かの拍ひよう子しに発覚したら、彼の将来に傷がついてしまう。

　そう思っただけで、なんだか泣きそうになる。

　……原因がわかるまで、やっぱりあのサンルームでデートするのは控ひかえた方がいいかもしれない……！
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「しばらく……あのサンルームには行かないでおこうと思うんだ」

　放課後の生徒会室。いきなり言われた涼音の言葉に、俺は驚いてしまう。

「どうして？　試験は終わったばかりだし、俺の成績は相変わらずトップのままだし……まさか、体調が悪いとか？」

　俺は立ち上がってローテーブルを回り込み、ソファに座った涼音の前に立って、その天使のように麗うるわしい顔を覗のぞき込む。

「俺、我を忘れて抱だきすぎた？　つらかった？」

「そう……じゃなくて……」

　彼の隣となりに座り、目をそらそうとする彼の華きや奢しやな両りよう肩かたの上にそっと手を載のせる。

「目をそらさないで」

　言って見つめると、眼鏡めがねの向こうの紅茶色の瞳ひとみがふわりと潤うるむ。

「じゃあ、どうして？　もう俺に抱かれるのが嫌いや？」

　こんなことを言うのは子供っぽいことだと解っている。でも……どうしても止まらない。

「もしかして、ほかの男に心変わりした？」

「違ちがうよ。そうじゃなくて……」

　涼音は言いかけ……だけどその先を言わずにうつむいてしまう。俺はその反応にさらに不安感を搔かき立てられながら、彼の両肩を強く摑つかむ。

「じゃあどうして？　俺とのセックスが苦痛？　俺はセックスが下手ですか？」

「まさか、違うよ」

　涼音は驚いたように顔を上げて言う。

「君は、いつもとても上手だよ。それにとても優やさしくしてくれる。だから僕はいつも……」

　彼は言い、ふいに真っ赤になって言葉を切る。それから、

「ともかく、しばらくバラ園でのデートはやめよう」

「何を言ってるんだよ？　抜ぬき打ち検査が厳しくなったせいでお互たがいの部屋には行けないじゃないか」

　言うと涼音は、いかにも優しい先生、って感じの笑みを唇くちびるに浮うかべる。

「でも授業や生徒会の活動の時に、いつでも会えるだろ？」

　まるでただの一生徒に対するようなその態度に、俺の中の何かが焼き切れそうになる。

「なんでそんなことを言うんだ？　涼音はそれで平気なのか？」

　俺は彼の肩かたを摑んだ手にさらにグッと力を入れてしまい、涼音が痛そうに眉まゆを寄せたのを見て慌てて手を離はなす。彼の身体からだはどこもかしこもとても華奢で、繊せん細さいで……俺は彼を抱く時にはいつも細心の注意を払はらっている。

　……なのに、乱暴にしてしまうなんて……！

「ごめん……痛かった？」

　俺は激しい自己嫌けん悪おに陥おちいりながら言う。涼音は「大だい丈じよう夫ぶだよ」と言いながらかぶりを振ふるけれど……どこか怯おびえたような顔でソファから立ち上がってしまう。

「ごめんね。ともかく、しばらくあそこには行かないことにしよう」

　涼音は言い、そのまま逃にげるように生徒会室を出て行ってしまう。

「……いったい、どうしたというんだ？」

　俺は呆ぼう然ぜんとしてその後ろ姿を見送り……。

「失礼しまぁす！」

「失礼します」

　声がして、生徒会室のドアが開く。入ってきたのは小山内、村瀬、多嶋という生徒会役員の三人。そして……。

「天瀬先生。何の御ご用ようです？」

　俺はその後ろから入ってきた人物を見て、思わず言う。養護教きよう諭ゆの天瀬はことあるごとに涼音にちょっかいを出すので、ついつい不ふ機き嫌げんな声が出てしまう。

「おやおや、そんな顔をしていいのかなあ？」

　天瀬が可笑おかしそうに言う。それから後ろ手にドアを閉めて、声をひそめる。

「真宮先生が思いつめた顔をしている。その原因を、私は知っているんだけど？」

　その言葉に、俺は思わずソファから立ち上がる。

「教えてください！　真宮先生にいったい何があったんですか？」

「その必死の形相からして……しばらくデートしない、とか言われた？」

　簡単に見み抜ぬかれているのが悔くやしいが、今はそれどころではない。

「そうです。真宮先生は今朝まで本当に優しかった。なのにさっきいきなり……」

　俺は心が締しめ付けられる思いで言葉を切る。天瀬はにやりと笑みを浮かべて、

「いつもふてぶてしいと思っていたけれど……そんな顔をすると高校生らしくてけっこう可愛かわいいんだなあ、篁くん」

　からかうような声に、俺は思わず相手を睨んでしまう。小山内が呆あきれたような顔で、

「天瀬先生、そのくらいにしておいたほうがいいですよ。篁会長を本当に怒おこらせたら、かなり怖こわいですから」

「たしかに睨まれるだけで背筋が凍こおりそうだ。さすが篁一族の……」

　俺がさらに睨んでやると、天瀬はため息をついて、

「わかった。教えてあげよう。……バラの香かおりだよ」

　唐とう突とつな言葉に、俺は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。天瀬は、

「今朝、真宮先生から微かすかにバラの香りがしていた。それに風紀委員会顧こ問もんの高間先生と、うるさ型の三好先生が気づいた。真宮先生は高間先生から、抜け出して女性と密会していたのではないかと疑われていた」

「女性と？　違います、彼は俺と一いつ緒しよに……」

　俺は言いかけ、あのバラ園のことは口外してはいけないことを思い出す。

「うわ、会長、今朝まで真宮先生と一緒だったのかな？　うらやましい！」

「うーん、予想以上にラヴラヴですね」

　デスクの前に座った多嶋と村瀬が小声で囁ささやき合っているのが聞こえ、俺はチラリと睨にらんでやる。二人は咳せき払ばらいをして口をつぐむ。天瀬は面おも白しろそうな顔で俺を見て、

「君との密会でついた香り？　二人で学園を抜け出して、デートでもしていたのかな？　ホテルの部屋をバラでいっぱいにしていたとか。君ならやりそうだ」

　その言葉に、俺は一瞬言葉につまる。それから苦々しい気持ちで、

「微かにバラの香りがしただけで、そんなに責められるなんて……」

「実は、今朝六時半に教師の部屋の抜き打ち検査があった。その時に、真宮先生は部屋にいなかったっていうのがあるんだけどね」

「六時半？」

　俺は言いながら、今朝のことを思い出す。その時間、俺は部屋に戻もどろうとする涼音を引きとめ、名残なごり惜おしい気持ちで彼の身体を愛あい撫ぶしていた。

　……俺と涼音がロマンティックなデートをしているのと同じ時に、無ぶ粋すいな高間は涼音の部屋をノックしていたのか。

「六時半、ですか。そんな早朝から抜き打ち検査をするなんて」

　俺は、高間の顔を思い出しながら言う。

「……風紀委員会の顧問になって張り切っているのはわかりますが、高間先生は、少しやりすぎじゃないのかな？」

　言った声が地の底から響ひびいてくるかのように低い。天瀬は恐おそろしそうな顔をして、

「篁くん、そんな顔をすると本当に怖いぞ。……ともかく、教えてあげたんだからなんとか解決しろ。あの天使のような真宮先生が責められるのは、可哀かわい想そうで見てられないからな」

「……天瀬先生」

　俺が名前を呼ぶと、天瀬はぎくりと身を震ふるわせる。

「な、なんだ？」

「情報をどうもありがとうございました。それから、一つお願いしたいことが」

　……涼音にあんな顔をさせないためには、どんなことでもしなくては。
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「職員室がバラの香りでいっぱいだ。これはいったいどういうことですか？」

　高間先生が呆然と言う。僕も気づいていたけれど、その理由は解わからない。天瀬先生が、

「秘密にしていてすみません。みなさんを驚かせようと思って。昨日は香りに気づかれてしまいましたので、ばれるのではないかとひやひやしましたよ」

　そう言って、職員室の窓ガラスを全開にする。何も植えられていない小さくて暗い裏庭に面しているだけの窓だから、普ふ段だんは誰だれも開けないんだけど……。

「まあ、素す敵てき！　素晴らしいわ！」

　三好先生が立ち上がって叫さけぶ。そこにはたくさんの真っ赤なバラが植えられ、見事な花を咲さかせている。あのバラ園にあるのは淡あわいピンクのバラだし、香りも違う。だから種類はまったく違いそうだけど……。

「殺風景なのでここにバラを植えようと提案し、そして実行してくれたのは、真宮先生と、生徒会長を始めとする生徒会役員達なんですよ。だから真宮先生からバラの香りがしたんでしょう。昨日も早朝から頑張っていたそうですし」

　天瀬先生の言葉に、僕は驚いてしまう。天瀬先生は僕に向かって片目をつぶって、

「それもこれも、今日のサプライズに間に合わせるためだったんですよね。……三好先生」

　天瀬先生は三好先生に向き直る。呆あつ気けに取られた顔の彼女に言う。

「お誕生日おめでとうございます！」

「おめでとうございます！」

　いきなり職員室のドアが開いて、多嶋くんたち生徒会のメンバーが入ってくる。最後に入ってきた鷹之の手には大きな赤いバラの花束がある。鷹之は呆気に取られる僕にチラリと視線をくれてから、にっこり笑って三好先生に花束を差し出す。

「三好先生のお誕生日に間に合ってよかったです。おめでとうございます」

「……まあ……なんて素敵なプレゼントなのかしら……」

　三好先生は花束を受け取り、まるで少女みたいに頰ほおを赤くしている。職員室の中に拍はく手しゆが湧わき上がり、三好先生が感激したように、僕と、そして生徒会役員達に御お礼れいを言っている。鷹之が僕にさりげなく近寄ってきて、小さな声で囁く。

「これで、堂々とあのバラ園でデートができます。異論はないですね？」

　セクシーな目で見下ろされて、僕は身体を熱くしながらうなずいてしまう。

　ああ……僕の恋こい人びとはハンサムで、ちょっとわがままで、そしてこんなにもセクシーだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます。

　今回の『真夜中の特別レッスン』は、大だい富ふ豪ごうの次期当主で名門伯鳳学園の生徒会長である篁鷹之、そしてその学園で音楽の臨時採用講師になった真宮涼音のお話。身体からだの関係から始まってしまったいけない二人の葛かつ藤とう、そして名門校を描えがくのが楽しかったのを覚えています。

　この本は一九九九年にリーフ出版さんから発刊され、現在は絶版になっている『放課後のイケナイふたり』という本の文庫化。今まで、文庫化する時には解わかりやすいように同じタイトルのままにしていたのですが……もうちょっと大人っぽくした方がいいかな、ということで今回は改題することとなりました（リーフ版お持ちの方、間ま違ちがえないように注意・汗＆笑）。文庫化に際して、こうじま奈月先生が美しい表紙を描かき下おろしてくださいました。私も文庫版用のショートストーリーを書き足してみましたので、そちらもお楽しみいただけると嬉うれしいです。

　この『真夜中の特別レッスン』の後、シリーズの続編『秘密の特別レッスン』も続けて文庫化される予定です（そちらのリーフ版のタイトルは『放課後のキケンなふたり』。発刊は二〇〇一年でした）。この『真夜中の～』を気に入ってくださったあなた、続編の『秘密の～』もよろしくお願いできれば嬉しいです（ＣＭ・笑）。

　私は攻せめが社会人＆年の差カップルが多いので、今回のような学園物の年下攻めはかなり珍めずらしいと思います。とても楽しんで書かせていただいたお話が再び本になってとても嬉しいです。あなたにもお楽しみいただければ嬉しいのですが。

　大変素す敵てきなイラストを描いてくださった、こうじま奈月先生。イラストの描き下ろし、そしてイラストの使用許可をどうもありがとうございました。本当に綺き麗れいなイラストで絶版になってしまったのが惜おしかったので、また本になって嬉しいです。ハンサムな鷹之、美人の涼音に再びうっとりしました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　今回、文庫化のお誘さそいをくださったルビー文庫の皆みな様さま、本当にありがとうございます。担当のＴさん、Ａさん、今回もいろいろとお世話になりました。これからも頑がん張ばりますのでよろしくお願いできれば幸いです。

　そしてこの本を読んでくださったあなたへ。どうもありがとうございました。ご感想などいただけるととても嬉しいです。

　それでは、またお会いできる日を楽しみにしています。

　　二〇一〇年　秋


水上　ルイ　　
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